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序

本論文集の目的は, ソヴェート連邦における捕鯨業の沿革と現状並びに,

ソ連科学者が達成した鯨の生物学及びその原料加工に関する科学的研究を紹

介するにある。

ここに述べる所の研究は,その全てを尽したものでは無く,唯 ソ連漁業省
の全ソ海洋漁業及び海洋学研究所の行つてぃる,主たる研究を概説したもの

である。

近年,全 ソ海洋漁業及び,海洋学研究所は,南氷洋における捕鯨業の研究
に主力を注いで居る。国営捕鯨業が創設された極東水域では,主 として, ソ

連科学アカデミヤ海洋学部並びに太平洋漁業及び海洋学研究所によつて研究
が行われた。従つて, 最近 10ケ 年間に行れた極東産鯨類の研究の概観はエ

ム・エム・スレプツオフ氏の著書に譲ることにする。

本小帝には鯨及び捕鯨業に関する多数の文献が参照されたが,拾,充分と
はいわれない。それは著者等の課題とする所のものは,大型鯨に関して,過
去において遂行されたものばか りでなく,現在行われている研究の報告だか

らである。捨の上指摘しなければならないことは,文献表には捕鯨業に直接

関係ある著作のみが掲げられた事である。従つてソ連科学者によつて行われ

且重要な方法論的意義を有している小型鯨類に関する研究は,該文献表から

除かれている。

本書の内容及び引用された文献表によれば, ソ連で行われている研究事業
が如何に広汎であるかが判るであろう。革命前にあつては,鯨に関する特殊
の研究は,唯個々の科学者によつて行われたのみで,組織的な性質が無かつ

た。今やわが国には,科学者によつて行われる多数の研究があり, しかも科
学研究所の計画の下に整然と行われている。以前はわが国の広汎な水域にお

ける鯨類の生物学のみならず,その種属の組成さえ無知のまま放置されてい

たのに戸災
~し

,今や大多数の種属の鯨の生物学的精密研究が行われている。こ

れはソ連における科学の一般的発達と密接な関係にあるといわなければなら
ない。

しかし乍ら,捕鯨業の不断の発達と,そ の技術の完成は,わが国の科学者
たちに対して,鯨の生物学及び行動に関する一層詳細な新研究を必要とする



課題を与えている。何となれば,産業の正貝1な組織化と,産業動物資源の合

理的な利用は,科学的資料に基いてのみ実現し得るからである。

本書は各種の専門家一一生物学者や工学者の協同編集である。

研究事業の内容は極めて概説的であるけれども,本書により, ソ連で行わ

れている鯨類に関する科学的研究の方向及びその範囲が充分窺い知る事が出

来るであるう。

編 着  識
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第一節 り連捕練業の変遷及び現状の概要

(1)北露における捕鯨業

北露水域で捕鯨業の起つたのは極めて古く,わが欧露及び露領アジヤにお

ける歴史的記録以前に湖る。記録から明らかな所では,北露の大公が既に九

世紀にラプランド人及び芥蘭人から貢物として,鯨皮や熊の皮ゃ鯨皮の船綱

を受けた。(ブ トコフ,1340)。 大公の親衛隊は遠く北方及び東北へ行つて捕

鯨に参加し,地方に永住して出漁を指揮した事も度々である。これは露国の

大学者ロモノソフの編んだノヴゴロドの年代記により明かである。

北露における捕鯨業の最も古い記録の二つは,ア ラビヤの作家アブ 。ハメ

ダの記事であつて, これに就いては露国の捕鯨業についての史家イエ 。ウエ

ベルマンも述べている。(1914)

アブ・ハメダの物語から北国人は手槍を用いてホッキョク鯨を捕獲した事

が分かる。当時観に鯨はシャチに襲われ,時には浅瀬に追込まれる事が矢Hら

れていた。北方の住民には,鯨漁は重大な意義があり,不漁の場合には飢餓

が起つた。

ノヴゴロド人はそスコー国に合併するより遥か以前に,鯨及びイルカ漁に

従事し,捨のため,北 ,K洋岸に移住した。これは種々の法↑や条約に示され

ているが,その中にはそスコー大公のものもある。捕鯨業にも従事したぺ歩

エング僧院の漁業はシュピッツベルゲンを和蘭人が「発見」した時よりも遥

か以前に始つた。わが国の海岸住民は同地で太古の昔から捕鯨に従業してい

た。 スターロスチンやノヴゴロド出の露人の 獣猟者は 島の西岸に 屯所を持

ち,その小屋のある入江はスタロスチンスカヤと呼ばれた。スタロスチン家

の最後の後裔が 1875年 ペテルブルグ (レ ニングラード)で死亡した。同家に

遺された記録によれば,ア・テ 。スタロスチンの祖先は 400年間連続してッ

ュピッツベルゲンで水産業に従事した。露人の海岸住民及び公文にはシュピ

ッツベルゲンはグルマントと呼ばれ,叉記録されていた。同島において露人

は捕鯨業に従事したが, これは主たる漁業であつたらしく,歴史的文書にも

現われるグルマン漁業なる語は専ら捕鯨業を意味していた。
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北露の水域には鯨が豊富で,外国の捕鯨業者は 16及び17世紀中常に捕鯨

業に従事した。 1860年代にわが北域に関する多数の論文を発表したエム・

ンドロフはコノノフ船長の語を引用して,ルイバチ半島,ツ ィプーナウオロ

ク岬の近 くにあるアニキエフ島の岩壁に捕鯨業者が刻んだ多数の署名がある

と述べている。その一つにいわく一―フレンスブルグのデンマーク人捕鯨船

々長は 1510年以来 20回 当地を訪問した。(ン ドロフノ 1867)

有名な史家コストマロフ (1862)は その著「モスコー国商業概説」に述べ

ていわ く,証に秋から大きな露国人の組合の船が海に残され,早春氷がまだ

解けぬ中に, 捕鯨業者は船を外海に曳いて行 く。 この船団の船は 17隻に達

し,小群に分れて鯨をさがし,鯨が見付かれば,直ちに小舟を下し,共同し

てこれに襲いかかつた。鈷ゃ鉤竿で打つ。漁が成功すれば,海岸に引いて行
つて直ちに鯨脂の煮沸を開始した。

16世紀の終期まで, ノヴゴロド政権は捕鯨業に 1害」の税を課したが, 捨
あ年収は 4,000～ 5,000ル ーブルに上つた。捕鯨業の中心はコラにあり,鯨
油は 16～17世紀中ホルモゴル, ドウイナその他の地方に販路を有してい

た。 1653年 コラを訪れた仏人旅行家 ドeラ マルチェール (1671)の 話によれ

ば, コラの家屋の屋根には鯨骨が騒々用いられていた由である。

この原始的漁業はペートル大帝の時代まで槌続したが,露国の改革と軍艦

の建造に従事した大帝は当時西欧における航海発展の主たる要因の一つであ

つた捕鯨業を看過する筈はなかつた。

大帝が本業を宮臣の独占にせんとした最初の企は失敗し, 1723年 自ら際

国捕鯨業の組織に着手した。 1723年 11月 8日 捕鯨業の施設及び外国人の雇

備に関する勅令が発布され,国費を以つて「 コリ捕鯨業」と称する正式に組

織された最初の企業の開設を命 じた。アルハングルスク市附近で 5隻 の船で

開始され捕鯨者はオランダ人を招致し,水夫には露人を使用するが,捕鯨者

はそれ自身が水夫でなければならないことを指定した。大帝は番号を附した

鯨骨を取 りよせて組立てる様にし,自 ら鯨の研究を怠らなかつた。

最初の捕鯨船の建造は,当時その道に有名であつたアルハングルスク州の

ワヴチグに於けるバジエニンに委託された。 1724年 7月 31日 国家海軍参与

会で,「元老院の勅令に基き,バ ジエニンはアルハングルスクに消いて 3隻

の船舶を建造し,々の構造は甲板の長さ115唄 , 幅 30娯船論に おける深さ

キールから甲板まで 14吹 , 更にその上の甲板まで 6吹 , 甲板から舷の高さ

21/2限 とし, ……各船に 6隻の小艇を附すること,叉最良の 1本木のマス ト
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を作ること._.1725年 までに完成するよう同人に一切の使宜を与えること五

を決定した。(ウ エベルマン 1914)。

最初の 3隻が 1725年 の期限内にワウチユグ及び ドウイナにおいて完成し,

各船'は 夫 「々 グリンランドフォルデル」「 ワリフイツュ」「 グロトーフィンェ

レー」と命名された。 3隻 の船舶及び 18隻の小艇の外ボー ト3隻が建造さ

れた。漁具は一部自分の工場で作られ,一部は和蘭に発注された。「 コリ捕

鯨業」の理事者にヤコフ・ネクリュドフ及びソロモン。ウイルニゾベルが任

命され訓令を受けて, 1725年 に アルハングルスクに赴任したo和蘭より運

転士兼船長 1人 ,製油職人 2人及び鈷師 4人が招致された。これらの捕鯨専

門家には就業の傍ら露人を教習するよう委託された。

コリの構内には鯨工場,製油工場,樽詰所その他が設けられ,なお船舶修

理用造船所さえ設けられた。

不祥事件が それより忽ち続発した。 1725年 アルハングリスクからコラに

出帆した際,新造したばか りの「グリンランド十~フ ォルデル」号は難破し

て,船員と共に沈没した。アルハングリスクからコラまでの道は,昔からわ

が沿岸人に良く知られた処で,決 して危険なものとは思われなかつたが,残

りの 2隻はコラに着くまで,長 く海上を うろつき大分損傷を蒙つた。第 1年

は失敗に帰した。沈没した船の代 りに, 1726年和蘭から捕鯨船を購入し「ア

ルハングル・ ミハイル」と命名した。

国営化した この漁業に対する一般監督は, アルハングル県庁に委託され

た。アルハソグルスク港には,捕鯨問題を管理する商務署が特設された。

捕鯨業が独占者によつて行れた 18世紀の中頃までに, 北方の一部の獣猟

業者は捕鯨にも着手したが,鯨の捕獲頭数もその種類についても記録が残つ

ておらず,業者の姓名も不詳である。

歴史に名を留めた捕鯨業者は,商人イエ・オスタツユコフ唯 1人で,同 人

によつてシュピッベルゲンに派遣された捕鯨船の船員 4名が不毛の海岸に 6

年 3ケ 月の耐乏生活を送つた 未曽右の勇気と忍耐が有名となつたためであ

る。

その後 18世紀の後半に至 り, エカテリナ 2世の海産業自由の勅令により

独占は解除され,露人の捕鯨及び海獣業者はその産物を誰にでも自由に販売

し得る事となり,独占者たる宮臣の懐を肥すため指定された「脂事務所」に

納める必要がなくなつた。

幾つかの捕鯨企業が組織された。その中今も名の残つているのは, ウエン

3



ェネコフ捕鯨会社及びコーラの捕鯨商人グラシモフで,後者は鯨を網で捕鯨
したOこ の網漁の出来たのは,岸近 く鯨が非常に多く棲息し,屡 々岸に来た
り叉,入江に入 り込んだからである。 グラッモフィま麻の網で鯨 10頭を獲つ
たが,11頭 目には,げ り込まれた。この事業につき,ベ ラモルスキー(1857)
が北方における海獣業に記述している。

この捕鯨業は失敗に帰したが,露国の造船及び遠洋捕鯨業を開発せんとす
るペートル大帝の理想はその後も造船業の発展を大いに】ブJ長 した。ブラジュ
ンの建造した船舶は低廉,堅牢及び清楚の点で,外国でも有名であつた。航
行に関する高度の能力は,外国の通商会社からナ/多数の注文を受け, これら会
社は露国船により, その船隊の更新と改善を図つた。例えば, 1782年 だけ
でもブラジェニンは英国商社エグルスのため, 6隻を建造した。ブラジェニ
ンの造船所の蕗国造船職エエコチネフは有名となつた。
1786年 ウォロンツォフのオネジ捕鯨会社が組織された。捕鯨船 1隻が建

造され,船員には海岸住民を以つて操業したが,業務の経験がなかつたため
企業は叉失敗に帰した。

1803年ベロモルススカヤ会社が設立され, 漁業を目的とし且つ露国捕鯨
業の復活を期した。政府は資金の援助を与えた。その株式にはァレクサンド
ル 1世 も10株の株主となりその外多数の高官も株主となつた。 しかし会社
は僅かに 10年間継続したに過ぎない。

1867年は捕鯨業の転換期となつた。即ちスベンド・フォィンの完全な鈷
砲及び鯨の屍体に空気を充箕する空気圧搾器が出現した。鯨猟にフォィンの
成功したとの噂と,当時まで全然顧みられなかつたゎが水域に多産するミン
クをも漁獲し始めたので,捕鯨業に対する興味が再燃した。本事業の有利な
ことを宣伝する多数の論文が発表され,わが国海岸には鯨が豊富で,困窮生
活をしている海岸住民を本事業にょって更生し得べしと再三説明された。
新聞には,北方の露国産業,捨の中の捕鯨業に関する論文が出現 し始 め

た。その中,特記すべきは北方及び捕鯨に関する著書が幾つかあることで
,

有名な北方論者エム 。ンドロフ及びォ・グリム教授の詳細な論文,特に北方
現地で調査したボグダノフ,力教授の著作でおる。
政府は外国人の許可を拒否し,1883年 4月 4日 の法律をもつて,捕鯨業の

希望者にムルマン海岸で地区を無償で附与した。この法律の結果,幾つかの
捕鯨会社が組織されたが,その第一は有名な蕗国の鳥類学者エフ・ ゲ。ゲー
ベリの名称を附した「 ゲーベリ捕鯨業」である。氏は 先に 70年代に鳥類蒐
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集のためベテルブルグ自然研究会よリムルマンに派遣され,鯨の豊富な事を

確認した。北露を廻つて帰都するや広く捕鯨業の組織を運動した。

1883年 12月 30日 に会社の定款が確認された。会社は「 ヴェリダ』及び

「 ムルマネツ」の 2汽船及び鯨生産物加工の優良な工場をウラ湾のエレチキ

島に所有していた。製油工場の外に,指物師用に非常に需要のあつた膠の工

場を特設した。なお, アルブミン及び リービヒの肉エキスさえ製造され, ア

ルハングルスクの赤十字病院で賞用された。

1885～90年 までに 270頭の鯨を捕獲し,その産物から 253,223留 の売上

金をあげた。鯨油は英国人に, 鯨菱, アルブミン及び膠は独乙に販売され

た。鯨脂は一部人造オリーブ油の製法を知つていたリガの化学工場主力・ッ

ュミットに売却された。その道の人の評判では香も味も普通のオリーブ油と

区別が出来ない位であつたといわれた。

暫 く経つて,更に「ムルマン捕鯨会社」が設立され, これは,「アールス

カヤ会社」又は設立名義人の名を取つて「シェレメチエフスコエ捕鯨業」と

して知られた。同社の設立費 90万留は 帝室ヨットの艇長海軍大佐アンドレ

ーフに支配せしめる条件で匿名の高貴の人が出資した。

企業の指導者には当時の捕鯨業の体給の一般最高額を 10～20倍 も上廻る

高額の俸給が支給された。これに反して会社の労働者は食 )や食わずの状態

にあり,当時でさえ新聞に批判された。会社は 3隻の捕鯨汽船「ポクロフ」

「エレナ」「エンマ」及び鯨の屍体を工場へ運ぶ曳船「 ウラジミル」を持つ

ていた。「ポクロフ」及び「エレナ」の船員は元の水兵で備船「エンマ」の

はバルチク沿岸の住民であつた。

ウラ湾に建設した第一の会社の工場に近いアラ湾に工場を建設したが,一
つの製油工場のみで 8万留を費した。 5年間に 85頭の鯨を捕獲した。 この

間の損失は約 80万留に達し, 会社は清算され汽船及び財産は二束三文に処

分された。

両社の崩壊の原医|については,今 日知る事は困難である。当時の文献によ

れば,会社の没落につき多数の記事があつたが,何人もその原因を男らかに

する事が出来なかつた。唯会社の事業に関する貧弱な資料から判断すれば,

事業を全然捕鯨に知識のない人に委せた事だけは言い得る。

4の後,我が北欧に捕鯨業は復活しなかつた。
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(2)極東露領における捕鯨業

わが極東水域,特に北束の辺境――カムチャッヵ及びチュコトヵにおける
捕鯨業は太吉に始まる。地方の上人は原始的道具――鈷,網,時に毒矢をも
つて皮船に乗つて鯨をとつた。 捨の産物は捕鯨に参加した 住民間に利用さ
れ,鯨は全部食料,燃料及び建築資材等に利用された。

チュコトカ人は最初の捕鯨人でその起原はバスク人より大分古い事は確言
し得る。

1794年,先に設立された露米会社と合併したシェレホフ(1782)会社が 当
地に来着すると共に地方住民は全部会社に雇用され,その獲物は広く各地に
設立された工場に引渡さなければならなかつた。会社には最広汎な独占権が
附与された。

遺憾乍ら露米会社は莫大な利益があつたにも拘らず捕鯨業に興味を示さな
かつた。

1820年米人ピゴットを主とする数個人企業家が露領アメリカ水域におけ
る捕鯨業の設計を会社の主脳部に提案した。この「 ピゴット組合Jの提案は
採用され,ペテルブルグにおいて確認された。これを聞いた当時の東部シベ
ジヤ総督スペランスキーは,1820年 2月 1日 付書翰をもつて,我が水域にお
ける捕鯨業を外国人と締結する事に抗議した。この意見では, この有利なる
産業は露領駆東及びアメリカに関して,先ず露国自身で開始さるべきもので
あるとした。叉,捕鯨業の開発により,わが辺境への移住が盛んになり圭庫
は開拓されるに至るだろ )と い うにあつた6こ の抗議は有効であつた様であ
るが,ピ ゴット会社については,何等の記録も残つていない。
1821年政府は会社に対して,捕鯨及び漁業を行 )ょ う正式に指令した。し

かし, この場合にも会社は捕鯨船の価格を調査した後,単に外国人捕鯨教師
の招聘に止めた。教師の職務は捕鯨船によつて行 う欧米の方法を上人に習わ
せるにあつた。教師は招聘されて,1833年から38年 までヵヂャク及びウナ
ラスカのアリウト人を教習した。

アリウト人は矢を用いる捕鯨に慣れ,米人の鐘を信用せず,鈷は鯨を岸か
ら逃走せしめると信んじていた。
1838年会社は教師を解雇し, 捕鯨に対するアリウト人の報固lll‖ を倍加して

奨励法を採用するに決した。なお特に有能なものに特別報帥‖を出し, 3頭以
上を取つたものに「捕鯨教師」の賞与を与える事になつた。然しこの方法も
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成功せず, アリウト人は必要な丈しか鯨を取らなかつた。鯨肉及び脂防は地

方住民の愛好扉1で あり,会社には唯鯨ヒゲを少量提供したからである。

暫 く時を遡るが,エ ス 。クラシェニコフ (1755)は ,捨の著「カムチャッ

カ地誌」において,騒 々鯨及び捕鯨業に触れている。同書には次のように書

いてある。「鯨は大洋及びペンジンスコエ海に非常に多く,H青天の日には到

る処鯨の出す噴潮を見る。屡々銃撃出来る位まで岸近 く来て,時には体に多

数附着している貝殻
*を岸で擦 り取る様である。 鯨がこれに苦しむ事は,背

を水面に出し群る鴎が長 くそれを啄むに任せているのでも分る。_.魚が河に

朔上する時は,鯨 も河日に来り, 時に2,3頭一度に来るのを見た。 ……鯨

の大きさは大体 7～15サ ージェン (1サ ージェン約 2。 134m)で ,それより

大きいのも無論いるが, これらは岸に接近しない……コリヤク人及びチクチ

人は生きた鯨を取ることを喜び,死んだものは余り喜ばない__ス テルロフ

の説によれば,鯨はペンジンスコエ海よりも,千島のロパ トカ,ア ワチヤ,

クロノキイ及びカムチャッカ河附近へ外海から秋期多く来澁する。ロパ トカ

附近の千島人は皮船で廻つて,鯨がH民つている場所を捜して毒矢をもつて取

る。矢の傷は大きくないが,す く
°
に睡れとが り死んでしまう。オリユウトル

人は人の手程もある太い海象の皮で作つた網で取る。/(「 の網は湾の日に建て

る。その一方の端に大きな石塊をつけて沈め,他端は浮かせる。魚を追つて

来る鯨は, これにからまつて死ぬ。そこで舟で近ずき皮で結んで岸に曳いて

来る。これには宗教的儀式が伴つている。肉は速かに腐敗するが,空気中で

乾燥する。皮は脂防を去り,鞣し,槌で柔くして靴底に使用するが全く破れ

る事はない (恐 らく海豚の皮の事であろう)脂肪は燻製にし,腸は磨いて中

に脂防を入れる。」

氏は叉,チ ュクチ人の漁業について次の如 く書いている。「チユクチ人は

欧洲人同様にアナヅイリ河日からチュコトカ海まで捕鯨に従事している。彼

らは獣皮を張つた数隻の大舟(バ イダラ)に 8～10人乗組み,速 く海に出る。

鯨を見れば急速に近ずき,非常に長い革紐に結付けた大鈷を打込む。紐は鯨

が沈む時に自由にのびるように舟中に巻いてある。革の尖端に近 く空気を入

れた鯨の腸脱を結付けて,傷いた鯨の浮び上るのが分る様にして,浮上つた

時は皮船を以つてそれに近寄 り,更に他の大鈷を打込む。鯨が戻れるまで,

これを各舟が連続して行い,全部の舟が鯨に密着し,後 これを岸に運ぶ……

チュクチ人の漁は非常に多く, 自分の技術に自信を持ち,死んだ鯨は校乗し
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て他国人の様に食用には供しないが,唯脂肪は灯火用にする。鯨の腸を肌着に用 )る のは米国人の様で,叉食器の代 りにするのはオリュウトル人の様で
ある。凡てのカムチャッヵ人に対する鯨の効用は大きい,叉ぁるものに取つ
て(ま 愉悦である。その皮から靴底ゃ事条を作 り,肉は食用に, ヒゲで舟を縫
い合せ,叉狐及び魚を下又る網を編む。下叛骨から犠の滑り木,小刀の柄,指
環,犬を結ぶ紐等を作る。腸は衣日R及び樽の代用となる。

序にクラシエンニコフの記する処に よれば, 沿岸民は凶暴な 肉食者とし
て, シャチを大いに恐れ,その肉も脂防も食用にならない,それは消化せず
病気を起すからである。この恐怖感は今以つて残つている。尚「毒矢で殺さ
れた鯨を喰つて,部落人全てが死滅した」と記している。

かかる豊富な鯨と天性の捕鯨幹部員を有し乍ら,露米会社はこの有利な産
業を事業化する事が出来なかつたとは。
丁度この頂フインランドのアボに太平洋における捕鯨業のため捕鯨会社が

設立され, 露米会社が その株主に入つた。 1850年 12月 13日「露亦捕鯨会
社二として定款が確認された。 資本金は 20万留で政府から補助金々の他の
特典が附与された。例えば,会社の最初の 12隻分の捕鯨装具の無税輸入権
及び 12年間当該捕鯨業生産物の芥蘭ょりの無税輸出入権である。 会社は 4
隻以上の捕鯨船を艤装する義務を負い, その中第一船は 1851年 までイこ露米
会社の旗を掲げて航行しなければならなかつた。操業地域は露米会社の全部
の湾及び港である。定款には (第 11条)捕鯨船はイズロ何なる通商にも従事する
ことを禁ずるとの条頂がぁり,船貝は特にこれに宣誓した。
露芥捕鯨会社は「スォミ翌「 ッルコ」「 ァャン」「 グラフ・ベルグ」及び「 ア

ムール」の 5隻を建造艤装した。その一部は非常に漁に成功し,'2漁 期間に
建造及び膿装の費用を完全に償却したばか りでなく相当な利益を挙げた。

しかし 1853～56年の東方戦争は船の正常な業務を阻害する事甚しく,一
部は売剰]を余儀なくされ,叉 アヤン号はペ トロ港で英仏船隊に拿捕され焼去「
さオした。

最後の船アムール号は 1863年に売羹]さ れ,会社は解散した。
露亦捕鯨会社が尚操業中ヘルシングフォルスにおいて,太平洋水域で就業

する新会社が生れた。その日往_の船「 ッェサレウィッチ oコ ンスンチン」の
指揮を会社は,捕鯨の専門家ォット。リンドゴルムに委嘱した。この船には
4隻の捕鯨船が附属し,乗組員は 28名 であつた。 1857年 10月 春には ォホッ
ク海及び カムチャッヵに 移動する目途で, ニュージ_ラ ンド及び濠νw沖の
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太平洋南部で操業を始める積 りで 出漁した。 航海は約4ケ 年に及び, 鯨油
1,900樽 , 鯨ヒゲ23,000封度を収獲した。 出漁船は 1861年 8月 帰国した

「チホンロフ1894, リンドコルム 1868)。

露芥会社解散の際, 1863年オホツク海通である蕗国海軍少佐エルフスベ

ルグがオホツク海ツグル入江の河日に小捕鯨工場を設立した。最初の捕鯨船

が, 氏の指導の下にアヤンにおいて建造された。 これはヨット型の80屯の

小船で,かつて焼失したアヤン号の名を継いだものである。その後米国の捕

鯨業者から1隻の小帆船及び数隻の捕鯨船と装備を購入した。エルフスベル

グイま1865年 まで 3漁期にわたりかなりの成績を収め,2,700樽 の油,31,000

封度の鯨ヒゲを収獲した。(エ ルフスベルグ1863, チホミロフ1894年 )。

しかし,有名なツグル捕鯨業の倉1立者は,オ ット・ リンドコルムである。

イエ 。ウエベルマンは (1914)露国捕鯨業の発達史上「 リンドベルグ時代二

を出現している。捕鯨業の熱心家で精力と創意に富んだリンドベルグは 2人

の仲間と共にツグ″捕鯨業を倉J立 した。 20年間以上好成績を続け, 政府か

ら何等の補助も援助も受けず,却つて,鯨 1頭に対し500留 納税の義務をA
担したoその業績に関する一貫した詳細な記録は残つていないから,今断片

的資料を参照する外はない。 リンドコルムの論文及び書簡から知られる事

は,1866年に漁業は確立した。 それはその生産物から30,000留 の収入を得

たからである。1867年の7月 より9月 まで,鯨油 646ノミレル及びヒゲ8,300

封度,での価額 25,000留を挙げた。 1864年 より73年 までの最初の10年間

の漁期に鯨 65頭を捕獲し,鯨油 4,710博 , ヒゲ60,658封度,総価額400,000

留を得た。 1868年 までに ツグル捕鯨業の労働者は季節就業者を除き116名

に達した。その大部分は土人一一ヤクック人及びツングス人一―であつたが

外に露人,米人,ニ グロ,ポ ル トガル人等もいた。

1873年 リンドゴルムは 仲間ではなくて, その主人となつた。事業は更に

好転した。日本とも交易し,数隻の帆船,汽船「シビリ塁及び優良な捕鯨工

場を所有した。氏はこの時までに発男されたスウエンド。フオインの鈷砲を

船に備付けた。操業は年により次の様に, 様々であつた。 1862～ 63年 の漁

期には 1隻の障 (バ ルカス)で , 64～65年には 2隻 の捕鯨船 (ウ ェリボー

ト)で ,66～72年には, 4隻の捕鯨船付の帆船を購入, 73～74年には帆船

1隻及び400屯の醇に全部で 7隻の捕鯨おが参加し,75～76年には帆船 1隻

捕鯨船 4隻で, 77～81年には汽船ンビジ号, 帆船及び4隻の捕鯨船で操業

し85年に及んだ。
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1885年 リンドゴルムは汽船シビジ号をベーリング海及び チュコトカ海に

派遣した。氏は自身で鯨 26頭 を捕獲したが,捨の中 1頭は体長 82哄 (25米 )

に達した。

リンドゴルムは4の事業の末期オコック,カ ムチャッカ海井及びチュコト

カの地方民との通商が最小の投資で危険なしで利益が遥かに大きい事を見て

政府に対し,オ コック及びベーリング海の全岸に亘る捕鯨の独占権及びオリ
ユウトル岬から北氷洋に至る土人との通商独占権を出願した。

この目的で,ペテルブルグに赴いた氏の請願は却下された。捨れは精力的
で教養ある海軍大尉ヅイブイモフが極東の捕鯨に従事せんと決心したからで

ある。リン ドゴルムは独占権を許可されなかったので,/⊂―の企業を清算して

芥蘭に去 り閑地にあつてその事業につき数論文を出版した。

かくの如き, リンゴルムの後継者として,その競争者である捕鯨の熱心家

退職海軍大尉アキム・ ヅイヅィモフが現われた。氏は快走帆船「ヂギ ト」で

極東勤務中太平洋北部の捕鯨業を良 く研究した。氏は叉,辺境の直接調査の

ため,極東に特派されたア・ア・ レシン大尉の報告書を読んで知つていた。

ヅイブイモフは最新の捕鯨技術を設備して着業することに決した。自己の

資産 6万留,国庫の補】ブ」5万留及び一般人よりの2万留を得,有名な動物学

者オ・ア・グリムの熱心な支援の下に,世界周航を期して,当時諾威人の使

用したものより少し大きな特殊の捕鯨汽船を諾威に注文した。 1887年「 ゲ
ンナージ・ネフスキー」と命名された捕鯨船は出航の用意が出来た。

浦潮に到着して無期休日rx中 の海軍の海員,水夫を募集した。氏は浦潮で大

歓迎を受け,特に海貝仲間から歓迎された。総督は帆船を氏に交附し, これ

を「ナジエジダ」と命名し,運送船の設備をした。

企業は 2隻の通常経費及び 僕)、
l〕 費を差引き, 最初の4ヶ 月間に純益 30万

留を挙げた。 比較的利益の薄いミンク漁でさえ企業は大きな収入を得た。

(ク ズネツォフ,1902,バ ゥェル,1891)
1890年 の春,夏及び秋季に朝鮮海岸で約 50頭の鯨を獲つた。1891年 1月

初の大暴風中ヅイヅイモフは汽船及び船員諸共行方不ロナlと なつた。氏の企業
は損失なしで清算された。

ア・エン。フセウオルジスキーがヅイブイモフの事業を継続せんと試みた

が,企業は失敗に帰した。

次の企業で恐らく最大なものは, ゲ・ゲ Bケ ーゼルリングの捕鯨会社で,

最新の捕鯨船 2隻 と工船「 ミハイル」号を以つて,1894年 に設立された。船
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内には,船員及び労働者 100名を入れる部昼があつた。 工船の価格は 70万

留と計上された。

諾威で捕鯨を研究したケーゼルリングは,初年には,単卜に 2隻の捕鯨船と

死んだヅイブィモフが残した ガイダマク入江における財産を以つて着業し

た。砲手は諾威人でケーゼルリング自身は自分の設立した株主会社 (露国の

航行の1903,No.8)の経営者商人であつた。政府から 125,000留 の貸付金

があつた。国庫の補助で捕鯨船「ゲオルギー」及び「ニコライ」が購入され

た。操業は専らミンクに対し`て行われた。初め会社は, ″―ゼルリング太平

洋捕鯨業会社と称せられたが, 1899年 ケーゼルリング伯太平洋捕鯨及び漁

業株式会社と改称された。この時までにケーゼルリングは数ケ所の沿岸基地

と4隻 の汽船を持つに至つたが,その中 2隻は捕鯨船, 2隻は運搬船であつ

た。基地の本部はガイダマク入江にあり, ここ製油工場,裁割場への引上路

製樽及び最新フレスブルグ機を備えた乾燥場等を建設した。 基地には 70名

が勤務したが,殆んど全部は日本人及び支郡人であつた。

鯨が冬期に来る朝鮮の海岸に一時的の基地を設けた。ここでは主として日

本市場用――塩蔵肉及び脂肪――に鯨を利用した。工船 ミハイル号を入手し

た後は,基地は捨の意義を失つた。工船は捕鯨船に追随して漁場で獲物を受

入れたからである。しかしミハイル号が最初の鯨を受入れたのは,よ ♭やく

1903年 7月 23日 であつた。

ケンゼルリング会社の業績は,わずかに断片的資料で知られる。平均 1ケ

年 100頭を捕獲した。1903年 7月 27日 ～10月 21日 までに 98頭を捕獲加工

した。鯨は凡て,食品,油及び粕に製造された。産物の販路は,極東―一 日

本及び欧州―一英国に消いて充分に保証された。

会社の存続中 (9～10ケ 年)約 1,000頭 の鯨を得,捨の純益は 219,000留 で

あつた。 1ケ 年最大の収獲は 200頭でぁつた。(露国の航行 1898,No。 10)

1904年に開始された日露戦争で, 会社の操業は停止した。船舶は全部開

戦前に日本人によつて拿捕されたからである。日本人は捕鯨船に,戦場の事

情に通ずる海員が乗組んでいると認めた。これでケーゼルリングの捕鯨業は

終了した。

農務部の種々の情報からチュヨトカに おいては, 地方民が捕鯨業に従事

し,平均 1ケ 年 10頭位を捕獲したと結論し得る。

竜骨の長い捕鯨船,捕鯨刀及び楷弾砲より成る捕鯨の具をアイワン人及び

チュクチ人は鯨ヒゲと交換して,米国人から入手した。例えばアナヅイル郡
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の上人は米国製の捕鯨帆船 6隻を所有していた。郡長等の報告はチュコトカ
において,捕鯨業が主要な役書」を占める事を示している。

(3)ソ 連邦捕鯨業の現状

(イ )極 東 水 域

ニゴ:―Ψ ■・

一ず
，一一生・一． 一

　

一
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・・一一一一一一

オホツク海におけるセ ミ鯨の群

=与
上

■
'■

千島列島附近のイフシ鯨の群
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極束露領にソヴエート政権確立するや,地方の海洋資源利用の問題が喚起

された。最初の年には,わがカムチャッカ及びチュコトカ沿岸の捕鯨権を特

第 1表 「ヴューガ」特許会社の業績 (捕獲頭数)

年  次
ロ

スガ

シ

ナ
ナガス イワシ ザ トゥ コ ク マ ッコ ウ その他 計

1925

1926

言「

４

　

４

４

４

８

０
フ
　

（
Ｏ

　

ｒ
Э

刀
↑
　
　
０
゛
　
　
Ｏ
Ｏ

ｌ
■
　
　
（ツ
留　
　
つ
じ

72

4

76

33 17

35

52

11 ６

４

０

８

８

７

２

２

５

1

０
つ

０
０ 12

(註)其 他はシャチとツチクジラ

第 2表 太平洋北部に於けるソ連捕獲鯨業 1932～ 1954年

着 業 数

マ

｀
ン

種

11

鯨年

　

　

次
計

捕

鯨

撹合

1母 1基

也

　
一

■
ｒ
′
　

　

一

シ

　

ヤ
　
チ

ツ
　
　
　
チク

ザ

＋

ウ

ン
　
ク

フ
　
シ

ナ
　
ガ
　
ス

白

ナ
ガ
ス

３

３

一

一

一

コ セ|イ

コ

樹合ウ

つ
０

つ
０

つ
０

つ
０

一⊇
υ

一
一
一
一

一
一
一
一

２

一

・

１

１

１

１

１

　

１

１

１

１

１

　

１

１

一

１

１

　

１

１

１

１

１

　

１

１

１

一　

一　

一

３

５

２

４

・１

１

一

３

‐２

９

５

４

　

９

１

９
留
　

　

　

６

）

１

141

571

741

1932
1933
1934
1935
1936

1987
1938
1939
1940
1941

1942
1943
1944
1945
1946

5
109
150
208
210

146
104
238
161
244

203
132
140
131
117

475
318
500

26
51

143
68

59
43
43
33
7

26
17
29

一

１

１

一

一

　

一

一

４

一

２

　

３

一

一

一

２

　

一

１

８

４

９

５

２

１

５

941

1131

|

1981

641

501

419
267
47
460

554
478
21

61

201
2381

つ
０

１
■

1

1
３４

０２

　

・４

５４

２９

４７

５７

　

０１

９９

一

３〇

一
　

．

一

1

３

一

一

一

一

　

一

一

３

３

３

１

一
　

一

一
　

１

一

２

一

一

　

二

３

１

１

　

一

一

一

一

一

　

一

一

一

1

一

一

一

１１

　

一

一

２．

一

一

　

一

３９

８．

５６

６８

一
一
一
21

つ
０

質
υ9

215
216
50

206
316

1
・２

２９

一

１

・０

　

・０

１３

７

２２

９

２

一

１

２

4
16
16
17
17

17
17
17

ＰЭ

５

５

５

　

５

５

５

470
964

1760

９

５

７

８

６

２

５

１

９

４

１

２

１

１

２

1947
1948
1949
1950
1951

2058i
2227 8

2372
2347
1960

1

一
一
一

8

一
　

２４６

5

8

10

201
111
146

24
21
35

1952
1953
1954

1
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第 3表 ソヴェー ト領極東に於ける捕鯨業の鯨油生産量

(単位屯)

年

次

鯨 油 生 産 量
補 獲 頭 数

長  須  油 抹  呑  油 計

1932
1983
1934
1935
1936

1987
1938
1989
1940
1941

1942
1943
1944
1945
1946

1947
1948
1949
1950
1951

1952
1953
1954

22
204
339
487
501

419
267
476
460
533

554
478
214
373
466

3130
2858
2695

1184.8
1026.3
1832。 2
999,0
1694.0

32,0
401.1
665.0
979.3
907.1

1641.6
496.5

1322。 6
1813.0
1377.0

1025.0
1658.0
374.0
1573.0
2256.2

2826。 4
1522.8
3154.8
2812.0
3071.0

2465,0
2710.0
1249.6
1960.7
2880。 5

０
わ

∩
ｙ

質
υ

０
０

刀
彎

１

０

６

５

４

ワ
ｒ

０
０

つ
る

■
■

１

９
留
９
μ

０

２

５

７

４

４４

０ ５

８ ７

３ ８

６２

１

１

323

０

７

２

７

５

44 ０

８

２

０

６

1110
０

３

１

０
０

０
υ

”ｈ
）

０

９
″
０

２

３

３

610
1280
2015
2381
2606

・
０

・
０

・
６

。
７

・
３

　

五

一

一

一

一
　

一

一

一
　

一

６つ
０

９
留

つ
０ 五

一　
一　
一　
一　
　
一　
一　
一

3557.2
8739.2
9795.0
10508,0
12218.0

14378.0
14426.0
14024,0

予|‐
23868

許に附せんと決定された。 1923年露西亜ソヴェート共和国政府は ロパ トカ

岬からチュコトカ海のセルツエ・カーメニ岬までの捕鯨権を諾威の捕鯨会社

「 ヴェーガ」に特許した。特許は 15ケ 年間附与されたが, 諾威人は 僅かに

1925及 び 26年の2漁期間のみ, 我が海岸で就業した。この間彼らは 570頭

を捕獲したが,就業船は一隻の旧式母船 (ス リップ無し)「 コマンドレン」と

5隻の捕鯨船であつた。 この特許会社の成績は第 1表の通 りである◎

特許権者は主として, クロノツキー湾及びコマンドル島附近で操業した。

特許権者が漁業規則に重大な違犯を犯したので政府は特許を取消した。

1930年 カムチャッカ株式会社 (AKO)が大貨物船を入手し, これを近代的

な捕鯨母船に改造することに決した。 1932年までに 捨の改造が完成した。

諸威に最新構造の捕鯨船が注文され, 1932年の中頃捕鯨母船アレウト号は
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船体の改造地レニングラードから船籍地浦潮に寄つて廻航の途に就いた。

1932年 10月 25日 わが船団が,最初の鯨 2頭を得て, ソヴェー ト捕鯨業時

代が始まつた。鯨は太平洋の熱帯圏で捕獲せられた。この方面で鯨は全部で

22頭捕獲した。 1933年から船団はわが母国水域を主として, オホツク海及

びベーリング海で操業した。 1948年から千島列島附近で操業を 開始した。

その為,捕鯨船 12隻の基地が,海岸に設けられた。極東水域における23年

間の操業で鯨 23,368頭 , それから鯨油 122,767屯以上, その外に粕及びミ

ール,確詰を収獲した。その年別成績は第 2及び第 3表に示す通 りである。

(回 )南氷洋における捕鯨業

最初に露国船が南極に行つてから135年を経過した。

1819年 6月 エフ・エフ。ベ リンスガウゼン大佐の下に露匡1南極遠征隊が

クロンシュタドから南氷洋に向つた。 2隻 の木造帆船一―「ウォス トク」 (船

長ベ リンスガウゼン)及び「 ミールヌイ」(船長ラザレフ大尉)は 2夏期間に

わたつて,南極の中央部を占める氷塊の周りを航行した。ヲK塊は一度もこれ

を砕いて南方へ進む事を許さなかつた。

彼らは数回, 南極の周りを横切つて, 1度は南緯 69度に達した。 その航

海の終 りに,露国の海員は未だ何人も岸を見なかつた高緯度に陸地を発見し

た。か く南極に陸のあることを発見し,従来地理学者の南)K洋の中央部には

大地無しとの説をくつがえした。

勇敢な露国の航海者は世界第六の大陸一―南極大陸一―の発見において,

我が国の優先権を確立した。発見された陸地はペートル 1世島及びアレキサ

ンドル 1世 ランドと命名された。その外に更に,露国船員は南うK洋において

20の 未知の島を発見した。 曽てクックその他の探険家により発見された大

多数の島の座標が修正された。露国海員の決定した座慄は非常に精密で,完

全な航海装置のある今日でも大多数は修正を要しない程である。

しかし,露国南極遠征隊の有名とならたのは,その地理的発見ばかりでは

ない。航行中気象学,気候学及び海洋学の総合的な研究が行われた。世界周

航史上始めて試験のため,非常に深い処の採水をする計画をなし,船中に原

始的であるが水深測量器が設備された。氷及びその結ヲK経過が詳細に研究さ

れた。その外,動物学,植物学及び人類学等の各資料が蒐集された。

遠洋航海の結果, 露国海員の訪れた地方の動植物の辞齢田な記録が提供さ

れ,太平洋南部の熱帯及び亜熱帯住民の特質が切にされ,杵に南氷洋が詳し

く研究された。これ等多方面に亘る研究の大部分は,今 日に至るまで,未だ
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その価値を失わない。ベリンスガゥゼンのこの探険は南極研究の基礎どなつ
た。

露国探険隊の成功は, この酷烈tな地球の涯に対する研究を刺戟し,捨の後
間もなく多数の諸国から南極大陸海岸へ探険隊が出発した。段々にこれらの
緯度の白点が少くな り,新 しい島が発見され,海岸線が決定され,水,植物
動物界が研究された。しかし,今尚現代の地図には,南極大陸海岸の大部分
には点線が画かれ,鯨の様な重要な動物の生活も多くの点は多数の学者が殆
んど50年間に亘 り研究しているに拘らず, その知識はまだ頗る不充分であ
る。

南氷洋の捕鯨業は比較的まだ初翔iで ある。諾威の始めた南極における捕鯨
業の最初の計画は 1892年で,サ ゥスジョージャ島に捕鯨基地を設けた。 し
かるに, 2漁 期に亘 り,捕鯨船は僅かに数頭を捕獲したに過ぎず, しかも第
一年には 1頭 も得なかつた。 その後 10年間は, この計画は復活しなかつ
たoしかし北極捕鯨業の危機は捕鯨業者の目を益々遠い南極に向けしめるに
至つた。南極には,各種の探険隊によつて英大な鯨の数を認めたとの情報が
律られた。

1904年諾威捕鯨船は再び, サゥスジョ_ジ ャ島に現れ, 陸岸基地から捕
鯨を開始した。この第二の試みは成功であつた。1904～5年の漁期に 195頭
を取つたからである。次で 1906年 10月 3隻の捕鯨船を附属する最初の捕鯨
工船が南極に送られ,全漁期中良好な成績を挙げた。同年以来南極捕鯨業の
急激な発達が始まり, 1910年 の漁期には, ここに就業した工船 14隻 ,沿岸
基地 6で漁翔i中鯨 1万頭を処理した。

南極捕鯨業の発達は,捕鯨工船の設備が不充分で,現代のスリップを有し
なかつたため,相停滞した。捕獲した鯨は舷側に浮かし乍ら加工した。その
■め船は島の岸又は氷の端に接着してぃなければならなかつた。外海では大
きなウネリゃ度々の暴風で妨げられるからである。

ようや く 1923～24年から一―近代式スリップの発明された一―捕鯨船は
岸をはなれる事が出来,広大な南極の全水域の支配を開始することを得た。
捕鯨業の発達は益々急速となり,第二次世界大戦前には,巨大な規模に達し
た。即ち 1928～29年の漁期には 20,341頭 , 29～30年には 30,367頭

,

31～32年には 40,201頭の鯨を獲つた。 捨れから捕鯨業の発達は或る程度
市場の需要により調整されたが, 1937～38年漁期には 46,039頭――南極
捕鯨史最大――を捕獲した。戦前及び戦後共南極捕鯨船.用 の大部分は諾威に
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所属していた6捨の外では英・和蘭 。日本及び日本及び独乙が捕鯨に出漁 し

た。

第二次大戦中は,南極の捕鯨業は実際的に中絶し,終戦 と口時に忽ち復活

した。既に 1945～46年には,南氷洋で 14の工船が 操業し, /c:の翌年には

17船団及び 3ケ の陸上基地が操業した。

現在,捕鯨工船の数は年により 16～19の間にある。現在南極捕鯨業は国

際協定により規制されている。それによれば捕鯨業に参加する船団数に拘ら

ず一漁期中にシロナガス鯨に 換算して 16,000頭以上捕獲することが 禁止さ

れている。その外に解禁期及び終漁期が規定され,その変更は毎年開かれる

捕鯨王Fぇ締国際会議に依らねばならない。

(註)換算率はシロナガン鯨1頭はナガス2鯨 ,ザ トゥ鯨2.5頭,イ ワシ鯨6頭に

当る。

各種の制限措置を講ずる必要1陛は,既に戦前の最盛期に現われた。最初の

捕鯨の主たる対象となつたものは,速力が遅く,運動が鈍く最も捕獲し易い

脂防の多いザ トウ鯨であつた。無統制な漁獲でその数は惨騰たる減少を来

し,観に 1938年国際会議において, 南極に消″するザ トウ漁の全面禁止を決

定せざるを得なかつた。この措置は効果的結果をもたらし, 1949～ 50年漁

期より南極におけるザ トウ鯨の漁場は許可せられた。その数は著しく増加し

ザ ト ウ 鯨 の 群
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たからである。しかし今日でも,参加した船団数に拘らず―漁期中, 1,250
頭の捕獲頭数が規定されている。

ザ トウ鯨の減少に従い,捕鯨の主たる対象は,最 も大型で経済的に有利な
シロナガス鯨となつた。捕鯨船は他の鯨種その中には南極に最も豊富なナガ
ス鯨よりも,シ ロナガス鯨の方を求めて追求する。そのために,シ ロナガス
鯨の数は 急減し始めた。近年その鯨獲高は全ひげ鯨の漁獲中20%以下でお
るが,従前は 60年70%以上を占めていた。今日南極捕鯨業の一位はナガス
鯨で,確実にその上位を占めてお り,今 日の主たる産業種である。

南極における鯨資源の不安状態は鯨群保存を目的とする各種ゐ制限措置を
講ずるべき緊迫した必要性を生 じた。それで,各鯨極毎に制限体長を決定し
授乳中の母鯨及び仔鯨の捕獲が禁止され,世界の大洋の多数の地方での禁漁
が施行され,その他種々の措置が講ぜられた。一方ソ連邦を含む多数の国の
学者は,南極における幾多の科学自々調査に着手した。

シ ロ ナ ガ ス 鯨

ソ連の南極捕鯨業はよ )ゃ く 1946～47年に組織されたばか りであるから
未だ殆んど歴史をもたないとソ連南極捕鯨船団は母船「スラーヴァ」とキャ
ッチャー8隻の編成で, 1947年 に始めて南氷洋へ出漁した。ゎが国に下Кつ
ては,南極の捕鯨業は新事業であり, この地方の産業条件に通ずる専門家が
無かつたから,第一次の航海にスラーヴァ船団に諾威人が教師の資格で招聘
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された。諾威人は砲手,解剖夫,製油工場員その他の資格で乗船した。

1948年わが政府は外国人を解約し, スラーヴァ船団は露国海員のみの編

成で第 3次出漁に出た。極東から数名の砲手,解剖夫,工場員が来り,残余

は船籍港オデッサお補充された。前の航海で律た経験を活かして,同地で若

い捕鯨海員は理論的教習を受けたものである。

外国の専門家は教師なしのソ連捕鯨船の成功を信 じなかつた。南極に於い

ナ ガ ス 鯨

第 4表 スラーヴァ南極捕鯨船団の業績

鯨 種
漁 期

ラ/  ロ

ナ ガ ス
ナガス イ フシ ミン ク ザ トウ 他 総

|

マ
　
コ

｀
ン

ウ
計

鯨 油

(屯 )

1946-´ 47

1947-48

1948-49

1949-′ 50

1950-51

1951ハ」52

1952-ン 53

1953-54

154

185

215

263

380

191

138

186

226

592

718

1217

949

1951

2366

2510

一　

一
１

　

１

279

3

1

36

175

142

150

5

47

173

57

81

139

80

194

386

824

1107

1575

1691

2459

2726

3068

5838

9738

12222

17232

18609

24608

25470

28637

１

　

２

9

78
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て, うまく仕事をするには 10ケ 年以上の実歴を要すると思つた。彼等は 我
ら独自の航海は失敗すると予言した。しかしこの予言は適中しなかつた。我

国の海員は自分の最初の航海で大成功を収め,前 2回 の航海で得たと同じ程

度の生産物を母船に斉した。

4の後航海を重ねる毎に,ス ラーヴァ船団員は益々その技を完成し,今や
何人もソ運には専門家なしとは言わないであろう。その結果スラーヴァ船団
の南極の生産物は年毎に増加している。即ち船団は第 8次航海で第 1次 の殆
んど6倍の鯨油を製造した。

第二節 科 学 調 査 事 業

革命前の露国では,海産「甫乳動物の計画的調査は広々と行われなかつた。

海産動物の研究に殆んど,拾の生涯を捧げたエヌ・ ア・ /、 ミルノフ教授を除
けば,その他の学者ア・ ア・シラチェフ,エ ス・ ァ・チヘソコ,ィ エ・力 e

スウオロフ及びデ・エル・ フイラトフの如き, この方面には単は折に触れて

研究に当てたに過ぎない。

海産哺乳動物漁業は島の経済 (コ マンドルのオットセイ)を除けば,家内
工業的性質を帯びていた。

大十月社会主義革命後,計画的科学事業が始まつた。極東における大捕鯨
場,新産業部門への大投資は,計画的な科学調査事業を行 うことを要求し,

その為, この方面に多数の科学者及び科学技術員が向けられた。

ソ連漁業省系統の全部の科学調査所,大北ヲK洋航路の北極研究所並びに海

上に作業する学士院の数部局に海産哺乳動物の研究実験室が組繊された。

毎年海獣,鯨及びイルカの漁獲船に業態の視察及び指導並びに,資料克集
のため数十名の科学者が派遣された。

わが国最初の捕鯨船団アレウト号の操業当初から,その乗組員の編成に,

科学者が加えられた。即ちレニングラード大学教授エヌ。ア・スミルノフ及
びその助手ヴェ。ア・ゼンコウイッチである。鯨類研究の詳細な方法論が立
てられた。海獣その他の動物観察の報告誌及び海洋気象学の研究,プ ランク

トン採集の方法の確立,産業地図の様式の研究,捨の他必要な調査に役立つ

仕事が行われた。船内には必要な顕微鏡等の器具が備えられ,小実験室が設
けられた。

大西洋次で,太平洋を航行中科学的観測が行われた。捕鯨調査を行つて,
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凡ての鯨 (捕獲した鯨は 22頭)を精密に測定し,胃 を切開し,種類別は解剖

学的調査を行つた。なお,熟帯圏における鯨の行動の観察も行つた。

1933年 6月 から極東水域において正則な捕鯨が開始された。捕鯨船団の編

成には常に太平洋漁業研究所の職員が乗組み従業した。極東の海洋は哺乳動

物に関する研究が不充分であるので,ア レウト号の初年の仕事は将来の漁場

及びその地方の鯨類の研究のために費す事に決定した。

捨の為, ロパ トカ岬 (カ ムチャッカ南端)か ら,チ ュコトカ海までの産業

的探査が行われた。探査は船団所属の全船で行われ,一部は同時に捕鯨をも

行つた。船団は大陸棚附近の広い前線を航行し,観察の可能な丈け,広い範

囲に及ぼさんと努められた。各捕鯨船には鯨の観察を日誌に記述した。これ

らの観察の全部の資料を整理した後,わが極東水域における鯨類及びその分

布の状態を比較研究する事が出来た。

初年の鯨の観察により,わが水域に棲息する鯨を左の 2種類に分類する根

例を得た。(1)ベ ーリング海米国系,(2)ベ ーリング海アジヤ系である。

船団の最初の漁期に多数の鯨体の測定を行い, これら鯨種群にある相違を

確認した。即ち,ア メリカ系の鯨はアジア系より幾分大型で且脂肪が多いが

両系統間には,他の形態学的差異はない。これによつて,両系統の大部分は

一定の路に沿つて一一アメリカ及びアジヤ大陸岸附近一一沸泳するが, これ

等の鯨は夏季ベーリング海を涸渉するものが発見され,両系統は混合すると

の推論に達することを得たのである。

初年の調査結果より注意された事は,南方の漁場で捕獲した一部の鯨は ,

南極特有の外部寄生虫 (Penella antarctica QuidOr)に感染している事であ

る。なお附言すべきことは, これらの寄生虫に感染した鯨は初期の漁業で捕

獲されたが,常に非常に栄養が良く且脂肪の合油量も高度であつた。

我々の得た資料とデイスカバリー (Discovery Reports)に 発表された英

国人の調査した南極産鯨の測定値と比較した,我が極東海域のシロナガス
,

ナガスタザ トウ,イ ワシ及びマッコウ鯨は体の部分測定値の点で南極のもの

と差異がない事が示されている。(第 5～9表 )

形態学的調査の外,鯨の栄養も研究された。4の得た資料は,わが極東産

鯨を 2系統に類別した事が正しい事を確証している。第 10表に各地一―南

カムカチャッカ,ベ ーリング海咲及びチュコトカ海一―に於いて漁獲した大

体同じ大きさのナガス鯨の採油量を測定した結果を示す。
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◎鯨 の 部 料

わずかに作業の第 1(戦前)期に各種鯨 1,246頭 の胃が調査された。その

結果は第 ■表に示される。

同表に示された通 り,シ ロナガス鯨は極東海域において,専 らプランクト
ン性甲殻類及び軟体動物を餌料とする。 シロナガス鯨は主として, プラン
クトン1陛甲殻類を摂食し, なお海洋性の群魚をも餌料とする。調査された
547頭のナガス鯨の中 72頭の胃には群性魚 (ニ シン,サ ンマ)のみがあつた。
26の 胃中には魚及び プランクトン性甲殻類を発見した。大型の カムチャッ
カ鯨の数は個々のナガス鯨の胃に 600尾を数えたが,一層小型のものは著し
く多かつた。 411頭のナガス鯨の胃にはプランクトン性甲殻類を発見し,38
頭は空胃であつた。

シロナガス鯨とナガス鯨の胃中には同一種類のプランクトン性甲殻類が発
見された。

104頭 のザ トウ鯨の中 47の場合は魚ばか りを認め,ノ(「 の数は数百尾に達し
た。ニツン,タ ラ科の一種 (サ イカ)コ マイ,キ ゥリウォ,ス ヶソゥ,タ ラ
があつた。北部地方即ち,ア ナヅイリ湾,ベ ーリング海咲及びチュコトカ海
ではザ トウ鯨は海底甲殻類を餌料としている事を認めた (31件 )。 オリュTト
ル湾で捕獲された 4頭 のザ トウ鯨には,単にプランクトン性甲殻類のみであ
つた。4れで極東水域のザ トウ鯨は大部分魚食であると推定された。

イワシ鯨は温帯の海域で調査された。砲手がイワシ鯨だと言つた 1頭 の胃
に,種属不切の小さな群性魚を発見した。我々は, この鯨を精密に研究した
所が, この鯨はブライ ド鯨と決定する事が出来た。この種はわが国水域にも
発見されるが,(日 本の水域にもいる)砲手はイワシ鯨と混同した様である。

イワシ鯨 15頭 の胃を調査した。 14頭の場合プランクトン性甲殻類を発見
し, 1頭のみ魚があつた (イ フシ)。 恐らくこれもブライド鯨でぁつたろう。
イワシ鯨の餌料はシロナガス鯨と似ているからである。

ヨク殻の調査には特に注意が払われた。これは我が北方水域――ベーリン
グ海咲,及びチュコトヵ海で発見される。コク鯨の禁漁前我々は 161頭 の胃
の内容物を調査した。凡Jて の胃には海底甲殻類が発見された。ゼムリヤ, コ
リヤコフの礁湖及入江は大多数の若いコク鯨が餌をもとめて集る処である事
が当時判 H月 した。

殆んど到る処でミンクが発見される。この鯨は捕獲しないが,我々の要求
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第 6表 ナ ガ ス 鯨 の 各 部 の 測 定

デに号
イ依
ス る
力 測
′ミノエ

リ番

8
9

10
11
12

13
14
15
16
17

18
19
20
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南  部 (カ ムチ ャッカ) 北  部  (ベ ー リング海 )

測 定 部 分 雄 雌
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100,0
17.8
18.4
20.2
4.8

25
11
12

19
20
16
16
15

25.
11.

12。

ll.25
22。 5
12.3

一

２０

２０

２０

２０

　

２０

２０

２０

２０

２０

　

２０

２０

２０

２０

１９

０

７

６

０

８

００

・８

２０

２．

４

一

２７

２６

２７

２７

　

２６

２７

２７

２７

２７

　

２７

２５

２５

２６

２６

　

２４

２６

２６

２６

２３

５

５

８

９
μ
　

　

，

中

45
47

鰭
鰭
鰭

尾
尾
尾

Ｉ
Ｉ
　
Ю
ト
　
ー
ー

０

６

４

７

９

１

２

５

０

２

１

　

２

１

１

つ
０

〔
υ

ｌ
■

つ
０

０
わ

６

２

８

１

７

９
留
９
ｇ

支

も

０

２

３

２

３

８

７

２

６

８

０

７

２

７

０
ズ

ソ

９
２
９
冨

支

も

０

１

２

２

９

４

″
ｒ

９
〆

望

γ

０

２

８

５

３

１

１

９
留

２

８

４

０

２

１

９
留

６

６

９
解

５５

１

４

■
■

Ｏ
υ
０
０

１

２

１

４

４

１

つ
０

つ
０

２４

５

２９

４６

４５

６

８

２

８

６

１

２

５

０

２

１

　

２

１

１

９

２

４

２

２

９

０

４

４

０

２５

５

２９

４６

４５

28
27
27
27
18

16
19
16
16
19

０

０

１

１22



デに号

測  定  部  分

第 6表  (続 )

極 東  (平 均)

″イ亀 雌

平 均 値 沢」定数 平 均 値

南 極  (平 均)

雄 雌

平 均 値 測定数

イ

ス

カ

リ

依
る
沢1

定
番

沢1定数 測定数

１

２

４

５

７

Ｏ
Ｏ

（ツ
ク
っ
０

っ
０

０

５

１

７

７

００

‐８

２０

２０

４

ヽ
■一

４８

４８

４８

４８

　

４８

４８

４８

４７

４６

６

　

６

１

２

６

２

７

２

８

９
２
９
ご

望

３

０１

５

９

２

２

４

３

３

３

３

３

・６

２４

２５

・２

６５

　

・

７

４

８５

５５

７

２

６

８

・０

　

‐１

２

お

・０

・２

８

９

０

１

４

１

１

２

２

２

全 長
吻端から噴気孔中心まで

〃      
「

I

″      ll民

眼の中心か

尾鰭の分岐
尾鰭
尾鰭

の後都まで

の中心まで
中心まで

終点まで

平 均 値

11.15
22.25
12.3

25。 21
5,0

29,25
46.36
45.11

11.43
2.8

25.37
11.15
12.38

11.27
22.58
13.4

５

０

０

０

２

８

０

８

９

０

４

０

１

１

２

１

59
58
59
59

354
207
374
380

270
355
372
367
248

346
250
281
333
249

240
258
236
230
238

100.0
19.59
19.12
20.12

5。 44

100.0
17.71
18。 91
20。 14
5.34

2.60
1.23
4.26
9.81
13.05

一

６ ６

９ ８

９ ２

３４

０
０

１
■

つ
０

つ
０

―
Ｉ
　
Ｎ
頓
　
―
―

８

８

９

９

８

５

５

５

５

５

５

　

　

５

５

６

１

６

６

５

５

５

８

６

５

９
，

　

２

４

４

岐
巾
分

″
″

の
の

８

９

０

１

１

１

12

９

９

２

でま
で
心

ま
中

で
心
の

ま
中
耳

角

の
ら

，
ご

望

ｂ

６

９

８

２

５

９

７

４

５

９

５

３

２

　

２

４

４

５７

２０

２５

９４

・３

　

３７

３０

５．

８９

‐７

４

５

９

５

３

　

６

１

４

９

３

２

　

２

４

４

　

　

　

　

　

１

77
65
７５

４８

０７

　

一

一

一

つ
０

０
０

24

285
375
391
383
262

13
14
15
16
17

肛門の中心 より生殖孔の中心まで

背鰭の高 さ
″ 基部の長 さ

陶腫忽尭禁惑÷糠岳轟まで
胸鰭の下縁に沿つた長さ

宮:ネ::3そまユ:顎亀:弩:rル
i<a)

尾鰭の長 さ (分岐点から先端 まで )

″ の全体のひろが り
最大体高

48
47
47
47
37

59
57
57
58
56

51
57
56
56
52

386
284
300
337
276

269
279
250
229
220

８５

６７

５３

２．

１８

　

一

一

一

３

３

４

１

９

１

　

２

１ １

９

５

５

１



第 7表 イ ワ シ鯨 の 各 部 分 の測 定

デに号 南  都 (カ ムチャッカ) 陶 極

雄 J雄

平 均 値 測定数 平 均 値 測定数

イ依
スる
力 測
ノミズ置

り番

1

3
4
5
6

7
8
9

10
11

12
13
14
15
16

17
18
19
20
21

24

測 定 部 分 雄 雌

平 均 値

100,0
15,95
19.23
19.55
41.28

5.36
30.11
6.09

26.42
47.86

100.0
17.75
18.37
18。 95
41.08

100.0
16.19
19.14
19.39
37.88

5.28
30,87
5,98

27.41
48.15

23.84
10.73

100,0
16.65
19.70
19.91
40.40

54.49
2.75
3.44
6.35
8,96

測定数平 均 値測定数

端

″

″

全
吻

長

眼の中心から耳の中心まで
尾鰭の分岐点から背鰭の後部まで
尾鰭の幅 (付根の処 )

尾鰭の分岐点から肛門まで
″    騎の中心まで

″    畝の終点まで
圧門から生殖孔まで
背鰭の高さ

″ 基部の長 さ
胸鰭の先端 より腋 まで

胸鰭の先端から下縁前端まで
″   下縁に沿つた長 さ

胸鰭の最大の幅
頭長 (吻端からコンダイルまで)

頭の巾 (限から限まで)

一

６

３

６

４

　

４

４

６

６

６

　

３

６

４

３

６

　

５

３

６

４

４

４２

９０

９３

・０

８２

　

６０

01
78
69

５６

６

３

７

８

（ツ
ク
つ
０

つ
る

０
０

１

１

　

２

でま
　
　
で

心
　
で
ま

中
　
ま
端

の
で
心
先

孔
ま
中
の

気
角

の
鰭

噴

日
恨
胸

ら

　

　

ら

カ

一

８

５

８

５

　

５

７

６

８

７

　

７

８

７

６

６

　

５

２

５

７

７

　

２

54
44
65
44

52
54
50
64
62

49
59
54
44
43

33
25
42
50
45

19

128
126
113
152
143

121
147
128
112
104

一

２２

９２

４５

７７吻端カ

２８

８．

８６

９０

００

５

３０

５

２６

４８

６０

７２

７９

５３

５８

５

３．

５

２７

４８

Ｎ
①

０

０
房

ｒ

８

１

４

６

６

４

５

２

２

２

４

０

１

１

　

２

１

99
13
68

８９

００

４８

４９

０３

５４

７

３

６

９

０７

４３

３２

５４

８９

５５

２

３

６

７

７３

３８

５９

８５

６９

２

２

２

４

０

１

１

　

９
声
１

１

２

２

84
65

103
115
114

背鰭の位置での体高

10,91

9.52 12.56 12.61 23



第 8表 ザ トウ鯨 の 各 部 分 の 測 定

デに号
イ依
スる
力 測
″ヾ 氣置

り写季

南  部 (カ ムチ ャッカ) 北  部 (ベ ーリング海 )

測  定  部  分 雄

平 均 値 測定数

雄

測定数 平 均 値 測定数

雌 雌

平 均 値平 均 値 測定数

17
17
17
17

17
17
17
16
14

１

２

４

５

７

８

９

０

１

２

１

１

１

０
０

１
■

９
″

０

３

４

０

９

　

９

９

５

０
じ

ワ
ｒ

一１
■
Ｏ
ｏ

∩
ソ
　
　
　
決
∪

０
９

９
υ

３

　

３

１

１

　

１

３

２

鰭
鰭
長
の
鰭

胸
胸
頭
頭
背

８

９

０

１

４

　

７

８

０

１

１

２

２

２

　

２

２

３

全 長
吻端から噴気孔の中心まで
、″  口角まで
|″   限の中心まで

眼の中心から耳の中心まで

尾鰭の分岐点から尾鰭の後部 まで
尾鰭の巾 (付根の処 )

尾鰭の分岐点から肛開まで
″    麟の中心まで
″    畝の終点まで

の長さ
より腋まで
から下縁前端まで

の下縁に沿つた長さ
の最大の巾

(吻端からコンダイルまで )

巾 (限から限まで )

の位置での体高

尾鰭の長 さ (分岐点から先端まで )

尾鰭の全体のひろが り
最大体高

∩
υ

Ｏ
０

０
０

つ
ね

・０

１
■

９

口
９

留

２

８

３

９
胸
９
留

３

　

２

４

４

Ｏ

Ｒ
形

ｒ

ワ
イ

６

５

６

０
υ

刀
仕

刀
針

２

２

００

‐９

２３

２５

４

1

Ｏ
υ

．

（
υ

〈ツ
留

つ
０

つ
ね

１
■

一

５２

〇

一

一

７

９
解

３

９
年
４

０
０

中ム
〕
∩
ｙ

ツ^
ク
″
ｒ

つ
ね

ワ
ｒ

質
υ

つ
０

■
■

３

　

２

４

４

７

８

２

７

１

06

４

４

４

４

　

４

４

４

４

４

　

４

４

４

４

４

　

２

４

４

３

４

　

１

１

３

１

１

１

１

　

１

１

１

１

１

　

１

１

１

１

１

100,0
19.25

18.2
19.7

一

・３

‐３

・３

‐３

　

・３

‐３

・３

・３

・３

　

・３

・３

・３

・３

・３

　

５

・３

・０

７

８

２

　

　

９

　

　

　

　

　

　

　

６

７

∩
）

０
０

光
告

資
∪

ワ
ｒ
　
　
　
公
υ

会
υ

ｌ
■

ク
ー

ー
■

一

・０

２

２３

２５

４

　

３２

８

２４

４２

４２

4,75

卜
ｒ
　
肖
ミ
　
ー
ー

６

５

８

６

１

　

４６

・４

７９

２５

６

　

４５

３３

８

２３

４２

４２

　

９

２

８

２７

３２

　

３．

14
15
16
17

Ｏ
０

０
０

８

２

８

６

６

３

２

９

８

９

２

２

６７

５

９

８

５

３

１

７

０

８

０
０

つ
ね

５

９

７

１

７

９

４

９

２

７

７

９

９
貿

Ｚ

から生殖孔の中心まで心
さ
部
端
端

中
高
基
先
先

の
の
　
の
の

門
鰭

″
鰭
鰭

肛
背
　
胸
胸

０
０

ワ
ｒ

Ｏ
ｏ

０

７

０

０
υ
　
　
　
０
０

５

６

４

７

１つ
０

５

２

８

　

６

１

５

０
０
　
　
　
公
υ

つ
０

つ
わ

１
■
　
　
　
１
■

つ
０

の
わ

ウ
ｒ

ワ
‘

ワ
ｒ

食
∪

つ
０

１

１

１

１

１

９

４

９

８

（
υ
　
　
　
刀
仕

拓
仕

っ
０

１

１

0417

６

９
解

■
■

Ｑ
０

１

１

３

４

８

24.18
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デに号
イ依
ス る
力 測
ノヾ 矢置

り番

8
9

10
11
12

13
14
15
16
17

18
19
20
21
24

測  定  部  分

第 8表 (続 )

極 東  (平均計 ) 南 極  (平均計)

河盛 雌 雄 雌

平 均 値 測定数 氏
「  ノう 布t 測定数 平 均 値 測定数 平 均 値 測定数

１

２

４

５

７

全 長
吻端から噴気孔の中心まで

″  口角まで
″  限の中心まで

眼の中心から耳の中心まで

一

‐８

・８

‐８

・８

18 ３６

・３

７３

５２

３２

３３

８

２６

４２

４２

９

２

４

２

１

８

４

５

７

５

３２

８

２４

４２

４２

鰭
鰭
鰭

尾
尾
尾

１０

３３

・３

７０

５９

　

一

４

２

９

７２

31

９３

２６

８９

７８

５２

９

２

７

６

０

０
る

０
０

18２

６

８

８

９

７

１

っ
０

一ｌ
■
Ｏ
Ｏ

ｎ
ソ

∩
ジ

２

２

９

５

０

８

０

１

１

　

　

１

17
17
17
17

100.0
19,76
23.35
25.45
4.42

32.5
8,1

25.05
43.5
41,9

100.0
19.15
23.35
24.76
4.70

7,32
29.12
16.26

100.0
20.47
24,35
26.01
4,61

28
23
31
24

26
28
29
28
27

26
25
27
23
22

27
18
19

7.17
30。 87
16.27

29
28
30
23

26
31
30
24
31

25
25
25
26
25

27
2

20

Ｉ
Ｉ
　
Ｎ
∞
　
―
―

の分岐点から尾鰭の後部まで
の巾 (付根の処 )

の分岐点から肛門まで
″    膀の中心まで
″    畝の終点まで

17
17
17
17
17

17
17
17
17
17

18
18
17
15

響籐2害ξ
から生殖孔の中心まで

″ 基部の長さ
胸鰭の先端より腋まで
胸鰭の先端から下縁前端まで

″ 下縁に沿つた長 さ
″ 最大の巾
頭長 (吻端よリコンダイルまで )

磐絶泳経蓬奪2深寄
巾

尾
rの曇凍の厳背身ゞゾ

ら`先端まで)

最大体高

18
18
17
14

7
17
14
10
12

30
７

１

海

ｒ

つ
０

18

０
０

会
υ

つ
０

04
8

２７

２８

０３

９
瘤
９
〆

９

５

４

１

食
∪

つ
０

「
上

つ
υ

１

４

３

100,0
19,1
23,7
23.6
4.68

２

４

８

４

１

　

６

１７

％

５８

０

３３

８

％

４２

４２

　

９

２

８

２７
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第 9表 マ ッ ヨ ウ鯨 の 各 部 分 の 測 定
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雄 雌
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音る

測  定  部  分
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尾鰭の長さ (分岐点から先端 まで)

″ の全体のひろが り

平 均 値 1測定数 平 均 値 測定数 平 均 値

17.05
2と ,5

37。 8

3.34
34.0
6.74

28.6
46.94

測定数

000００

３

２３

４４

４４

1

で
で
ま

ま
端

で
心
先

ま
中
の

角

の
鰭

５

　

　

５

８

１

９

１

５

５

５

Й
仕

っ
０

戻
υ

企
∪

企
∪

1２８

２８

２８

２８

２８

　

２８

％

／

２３

２８

　

２８

２８

２３

２６

２８

０

９

２

４

４

９

一

９

９

９

　

９

９

９

９

９

　

９

９

９

９

１

　

２

９

９

一

一
　

４

４

95

００

３

２４

２９

４４

８

５

５

８

６

３

１

１

０

８

１

０

７

一

８

８

８

８

　

８

８

８

８

８

　

８

８

７

８

８

　

８

８

７

２

３

　

４

３

２

８

６

０

４

３

　

３

５

２

４

０

３

４

３

３４

７

２９

４７

酌
Φ

０
支

Ｚ

８

８

″
′

０

０
０

″
ｒ

９

５

５２

９

４

５

５

８

０
じ

１
■

１
■

7
8
9

10
11

殖孔の中心まで ７

４

６

０

４

１

２

８

７

８

４

Ｏ
ｏ

ワ
ｒ

医
υ

Ｏ
ｏ

０
０

０

２

９

６

８

９

０

６

18
19
20
21
24

3
9
5
0
0

11
27
25
10
19

14
14

45
0

βＯ

フ
ｒ

９
瘤
９
留

13.0
26.1



測 定 部 分

第 9表 (続 )
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第 10表 ナガス鯨一頭当り平均産油量

鯨  数
平均体長

Cm

1850

1850

一頭 より平均産油高  kg
捕  鯨  地

脂打方より 骨 よ り 言「

ベー リング海隊

南 カムチャッヵ 1認 |

4565

3315

4000

2870

8565

6185

誰 「南都」及北部で補獲した全部の鯨は秋期のものである。

第 11表 極 東 産 鯨 の 餌 料

プ ランク ト 小海底

甲殻類

遠洋魚

(鰊,饂)

海底魚 (

日月太,キ
ノホ ッケ

頭足軟休
動物 (イ

カ,タ コ
)
1亀
融ぎ

底

(エ イ,等 )

鱈

タ

色

短〔 種

白ナガス

ナ ガ ス

ン性甲殻類
及軟体動物

19

437

13

4

13

Ｏ
υ
　

夕

“

98

66

15

2

19

130

166

186

136

4

一
　

９０４

ツ

ク

ウ

ク

ミ

ウ

チ

カ

ワ
ン
ト
　
　
が
　
ル
計

イ

ミ

ザ

コ

セ

マ

ツ

イ

41

161

4

364

375

Ω
Ｏ
　
　
つ
０

202 173

６

　

６

誰  ある胃には種々の食餌即ち魚,プ ランク トン性甲殻類又は海底甲殻類其他が発
見された故夫々の種類の発見数-1542は調査の胃の数-1246と は一致しない

で特別に 4頭捕獲された。その胃中には群性魚―― コマイ, タラ,ス ケツウ

及びプランクトン性甲殻類を発見した。 1尾の 胃には 大型タラの数 50尾に

達した。

マッコウ鯨 378頭の胃も調査された。その極東海域のものの餌料は主とし

て,頭足類軟体動物――イカ及びタコより成 り,魚及び甲殻類は著しく稀で

ある。調査の結果は,多数の報告にある (ゼ ンコウイチ,1934,1986その他
トミリン,1936,1937)。 極束水域には主として 雄のマッコウ鯨が索餌のた

め来渉する。温暖な年には雌雄混合の群がクロノッキ湾に接近して来る。通

例,殆んど夏及び秋の全季に亘 り′l陀佳雄混合群が南千島で索餌する。この地

で我々が捕鯨を開始したのは,漸 く1948年からである。
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調査項目中には,鯨の外部及び内部寄生虫の研究があつた。これは鯨の涸
渉みび分布問題を切かにするのに重要である。(ゼ ンコウイチ 1935)。 一部の
鯨には前述の通 り外部寄生虫, 即ち南極特有の寄生虫 (Penella antarctica
Quidor)を発見した。

鯨の剣料及び 捨の餌場の研究の際, 水産物学及び水理学の研究も行われ
た。主な餌料の分布に関する多数の資料及び各種の産業地方におけるプラン
クトン群の分布に影響を及ぼす状況に関する資料が克集された。
鯨の胎児の生長度の計算は,多年にわたつて,バ レット,ハ ミル トンの提

案した方法で行われた (1913～ 14)。 ゎが国の資料は 1935年以後幾多の著作
で発表された。生れる直前の胎児の研究は,胎児は遮熱脂肪層を持たない事
を示した。この事情から大部分の鯨が暖水域へ涸渉する原因を知る事が出来
た。

鯨の母乳に多量の脂肪が含まれているため,鯨児は短期間中に,遮熱脂肪
層を律る事が出来,その後は餌料の豊富な北方及び南方の寒冷水域に移動を
開始する。仔鯨を伴つて早期に栄養を取る場所に涸渉し長期 FF■月氷塊の側叉は
夕K海に滞留する鯨は (ン ロナガス鯨,ナ ガス鯨, コク鯨)害J合脂肪に富んだ
乳を産し,叉仔鯨と共に遅 く餌場に涸渉する鯨 (ザ トゥ鯨)叉は温暖な海域
にのみ棲息するもの (マ ッコウ鯨)はその乳に脂防が甚だ少い。(ゼ ンコウイ
チ 1938)

仔鯨発育の速度は誕生の時の状態にょつて相違がある。繁殖期の初期に生
れて哺乳期を温暖海域で過ごした鯨はその生長が早 く,ユ ょり大きくなるが
冬期末に生れて早く母鯨と共に北叉は南氷洋への涸渉を始めたものは多くの
精力を運動し保温とに費すのを余儀なくされ,従つて発育が遅く,時には正
常の大きさに達しない事がある。それだから同一の大きさの鯨の卵巣の研究
に当り,様 々な資料が得られる。我々の資料によればラ例えば体長 19m以
上のナガス鯨の雌が性的に未成熟であつたが,他の同種の鯨は体長 18mに
なるかならぬものが成熟してぃた。我々には体長 1,430 cmの 雌ナガス鯨が
殆んど200 cmに達する胎児をもつものを調査した。叉 2,160 cmの ナガス
鯨の雌で一度も生殖作用を行わず,黄体を全然認めない微少な卵巣をもつも
のを調査した。

各種の鯨の行動の特徴は古くから研究者の注意する所であつた。数に部分
的に既に各種の著作に発表された一部の観察に付き記述することにしよう。
各種鯨の酉性は一様ではない。ある種の鯨は遠 く涸渉するに当つて,大陸棚
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グ リ ン ラ ン ド 鯨

に沿い,又は全 く岸近 くを進行する(太平洋北部におけるコク鯨,ザ トウ鯨)

他のものは大洋の鯨で単に稀にのみ岸に接近する。 (シ ロナガス鯨, ナガス

鯨,イ ワン鯨)

ある鯨は母性愛が強 く (コ ク鯨,ザ トウ鯨,グ リンランド鯨,セ ミ鯨),他

のものは危険の際は,4の仔鯨を放棄する (ナ ガス鯨),あ るものは群集性が

強 く夕時に数百頭に達する大群で移動する。(ヨ ク鯨,マ ッコウ鯨)コ ク鯨の

雄は雌に対する犠牲的な愛情で有名であり,ザ トウ鯨は殆んど常に負傷した

仲間を援助し,船が近ずいてさえ離れない。マッコウウ鯨も同様で,特に若

い雄と雌文は仔連れの混合した群の時には然りである。ある鯨は仔鯨が傷い

た時は積極的に攻撃する (グ リンランド鯨,セ ミ鯨, コク鯨時にザ トウ鯨)。

わが極束の北洋ではヨク鯨がチュコトカ人の猟船に猛烈tに 装撃したので「悪

魔の魚」と呼んでいる。この鯨は他の場所でも同様な名誉ある称号を有して

いる。(日 本,カ リフォルニヤ)老年の鯨は通常相当警戒的であるが,若いも

のはそうとは言えない。鯨は春は常に割合に秋季より臆病である。

肉食性のシャチは狼群に似た習性がある。彼らは自分の獲物 (鰭脚類の場

合)を包囲して,命令された様にそれに襲いかかるのである。

すべてこれ等の鯨の特性についての記録は遣 l憾ながら甚だ少い。まだ観察

と記録が継続されねばならない。

次にコク鯨に関する特性であるが,こ の鯨は北海における索餌期及びカル
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セ ミ 鯨
フォルニヤ州水域における繁殖期にも,小さい入江又は礁湖に滞留するので

比較的容易に,その自然状況を直接観察する事が出来る。これらの観察は,

各国の学者の協力で組織することを要する。我々は一再ならず,かかる研究
の可能と必要を指摘した。

◎鯨 の重 量 測 定

本調査の初年度から出来るだけ多くの鯨の重量浪1定 を行い,測定により鯨
の重量が計算出来る。最も簡単な公式の案出に努めることを課題とした。そ
の資料に基いて,すべての産業的鯨に適する二通 りの測定による比較的簡単
な鯨の重量公式が案出された。即ち

¥及びヽ∵
L―一動物学的体長

D――最大の高さ

3及び4-―実験的分母 である。

前者の公式 (分母 3)は ナガス鯨, コク鯨,マ ッコウ鯨及びツチ鯨の計算
に適し,後者 (分母4)は ザ トゥ鯨に適する。1942年 までに全部で各種 13頭
の鯨が重量測定にかけられたが,公式による誤差は 1.03%～4.2%の 間にあ
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つ た。

◎鯨 の 標 識

近年わが国では「ディスカバリー」試験船の使用した型のステソレス鉄製

の特別大慄識矢で鯨の慄識を始めた。この作業は極束及び南極でも行われ,

将 来 も継続さテ1′ る筈である。 この際慄識が鯨体内で容易に発見されるよう

に, これを色づきのカプロソ叉はナイロン製の糸で鈷の尾部に附着すること

が必要であると認めるが, これは外国でも同意見である。

最近 10ケ 年間, 極東水域における鯨の調査は主として, ソ連科学院海洋

学部で行つてお り,4の報告はエム。エム・スレプツオフの者書中にある。

南極におけるわが国の科学的調査はベ ジングスガウゼンの南極探険後 130

年で再開された。1947年以来捕鯨船団スラーヴァ号乗組員の編成に 8名 の科

学班が乗込んでいる。そのプログラムは南極捕鯨業の綜合ロアヽ〕研究を予定して

いる。この調査事業は三つの部門で行われる。即ち海洋気象及び水理学的研

究即ち,その課題には捕鯨業の操業条件及び南極海洋学の一般問題の研究が

入る。次は鯨の生物学的研究で,凡ての綜合的生物学的調査 (餌料,繁殖,

分布,涸渉,群集,寄生虫その他)並びに,原料加工技術に関する研究,そ
の目的は鯨の原料の加工工程の改善方法の研究及び新加工法の研究である。

調査事業は毎年行われ,完全に引継がれる事になつている。したがつて各

部門に亘 り多く資料が集積されており, この資料は全ソ海洋漁業及び海洋学

科学研究所で整理され,一部の報告は既に公表されたが,大部分は尚整理中

である。

南極捕鯨業は全然新しい事業であつたから,先ず以つて本業の一般的概念

を普及することが必要であつた。この課題はヴェ・アeゼ ソコウイチ (1946

～48),ヵ・ィエ 。バノミャン (1947)及びア。ア・スブロドフ (1950)の論文

で遂行された。

南極の全水域は仮に 5つ の産業地区に区画され,そ の第 1区は禁漁区とさ

れた。その外の全水域で,各国の船団が捕鯨に従事するのである。これらの

各区は鯨の種類別組成,捕獲鯨種の割合並に天候や,Kの配置その他の条件に

従つて特徴をもつている。 わが国の船回は比較的狭い 一区で 操業している

が,わが捕鯨業者は他の漁区における産業事情をも知る必要がある。

気象及び氷の条件は年によつて,比較的小さい一区内でも著しい変化があ

る。南極における天候は短期間に政変する。それで天候状態及び,Kの 条件は
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著しく鯨の集群を左右し,漁 の成否に影響する。従つて気象及び水理的要因
の勝究には大なる注意が払われ,気象の変化に関する法則性を発見し,変化
する天候状態に従つて捕鯨船団を指導出来るように,短期間の天候予想を立
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てる方法を案出せんとする試みがなされた。

海洋気象の研究は非常に広汎なプログラムで行われてお り,捨の一部の成

績はゲ・エム・タウベル (1949,49a,51,54)ヴ エ 。ェス・ナザロフ及び

ア・ア・ルイブニコフ (1954)及 びヴエ 。ア・シュリヤミン (1953)に より

発表された。

捕鯨業の効果性は,船団操業区における鯨の分方法則性に依存する処が多

く,又それは栄養を摂る場所の配置及び海洋気象学的条件で制約される。

南極捕鯨業の基本はヒゲ鯨で,捨の中に最も多いのはナガス鯨である。マ

ッコウ鯨は本業における比重は余り重 くなく,寒冷水域に来渉するものは唯

大型の雄のみで,雌及び幼鯨は 1年中熱帯及び亜熱帯の暖水域にのみ懐虐、す

る。北半球においては,マ ッヨウ鯨捕鯨業は極めて大きな意義を有し,過去

の世紀中には非常に多数捕獲された。世界海洋及び南極におけるマッコウ鯨

の現在の分布問題はア・ア。キルピチニコフに依り研究された。(1949,50)

温暖水域において,鯨の生活の主たる生物学的周期の一つである繁殖が行

われる。しかるに最近まで冬期における鯨の棲虐、地は全然知られておらず,

その行動,集群の習性その他の問題は研究されていない。従つて温帯におけ

る水域の鯨の観察は凡て大いに興味がある。ア・ア・キルピチニコフは大西

洋の温暖水域におlす るその観察に一部成功した。(1950a)同 氏は叉 (1949a)

地中海においても鯨を観察した。

非常に種の近似したとゲ鯨であるシロナガス鯨とナガス鯨の 2種が南ヲK洋

に最も広く分布している。4の分布,生物学的特徴,行動ノ
(「 の他は非常に似

ている。この同一の生態学的特徴をもつ 2種類の出来た原因につき疑問が起

る。両種の生物学的差異のある事をエヌ。イエ・サリニコフは確めんと試み

た。(1952)氏 は両種間に形態学生の相違ある事及び々の栄養,夏期南極にお

ける分布,涸渉の期間及び繁殖期に相違のあることを確める事に成功した。

南極におけるナガス鯨及びンロナガス鯨の栄養を研究した労作の一部をサリ

ニコフは公表した (1953)。 キルピチニコフも又その者に (1949B)鯨の栄養

問題を述べている。その中で著者は鯨の乳が非常に脂肪に富んでいる事実と

南極におけるヒグ鯨の主要餌料であるプランクトン性甲殻類の化学成分間に

相関々係のある事をH月 らかにせんと試みている。

南極におけるひげ鯨,その中で第 1の産業種であるナガス鯨の繁殖に関す

る生物学の研究に多大の注意が払われた。

南極鯨の繁殖 F日司題の研究は,ヴエ・ ア。ゼムスキーが従事している。現時
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南極において捕獲される鯨の大部分はナガス鯨でぁるから,南極から得られ
る資料は主にナガス鯨のものである。ゼムスキーの最初の著作は,南極のナ
ガス鯨の繁殖に関する生物学に費された。
ゼムスキーは,ナ ガス鯨の胎児の発育状況を研究し,各種の大きさの胎児

100以上を調査した (1950)。 資料を調査して確められた事は,胎児の発育の
過程は 2期分に分けられる。第 1期には胎児の体長が急に増加し,そ の長さ
90 Cmに達した後は,体長の生長は割合遅れ,重量が激増する。胎児の体躯
各部の生長は陸上の哺乳動物の胎児と異 り,比例的に行われる。同時にゼム
スキーは南極の数種のひげ鯨繁殖生物学問題に関する他の論文 (1950a)を 発
表した。

氏は最近の著作におぃて (1953),捕獲鯨の資料により,ナガス鯨群の性別
及び年令別組成を切らかにしてぃる。氏は自分の蒐集と観察を整理し,且莫
大な国際捕鯨統計を利用して,次の推論に達した。性別群の関係は 1対 1で
あり,叉雌ナガス鯨の主群は体長 20。 1～21.Omで ,性的成熟に達する。捕
鯨に当つては,性的未成熟のものも必然的に捕鯨される。氏の資料によれば
遠洋漁業における成熟と未成熟のナガス鯨の関係は 6:1-_3:1間にある。
しかし捕獲されるナガス鯨の平均の大きさは低下の傾向にはなく,僅かに変
化しているのみである。これ等は凡て南極のナガス鯨の資源は満足の状態に
ある事を示しているものである。

現在,出版用意中のヴェ・ア・ゼムスキーの著書 (1953)に は,ナ ガス鯨
の1陛的成熟期,繁殖の速度,仔鯨の発育期間に関する実際的に重要な問題に
論及している。ひげ鯨の大体の年令を決定する間接の方法は,雌の卵巣に残
る黄体の痕跡の研究である。しかし,最近まで姓娠の黄体の痕跡を,周期的
排卵の黄体痕跡と識別する,信頼するに足る方法が無かつたので非常に混乱
を生 じた。一部の学者は黄体の痕跡により,雌鯨の女任娠数を決定して,屡 々
種々の発生原因の痕跡を混合した。その為,雌の年令を多過ぎる様に決定し
た。

ゼムスキーは各種の発生系統の相違する黄体の痕跡を肉眼で決定する方法
を研究した。それによつて, 非常に膨大な材料の蒐集を必要としなくなつ
た。著者の意見では, 1部 の学者の言 う雌ナガス鯨の性的成熟達成期は正し
くない。その時期は従来認められたより,一層生長した時である。この状態
においては, 鯨群の性的成熟の部分あ姓娠した雌の%は 50%を越える。そ
れから著者は,ナ ガス鯨の胎児の発育は,従前考えられていたのと,幾分相
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違があると想像せざるを得ない。恐らくナガス鯨の雌は 2年に 1回でなく,

毎年子を生むらしい。

若し然りとすれば,鯨資源の再生産の速度は一層速 くなけオtばならない。

エム aヴ ェ。ィワシュンの特殊な研究の中,准藻類が鯨に附着する関係の

論文を目下出版準備中である。その中で,附着の程度を,鯨の南極滞留期間

々の大きさ及び肥満度との関連性について研究を試みている。碓藻類の種類

別組成,附着の程度と性質に関する研究は,鯨群の涸渉及び地方性を決定す

る間接の方法の一つであるかも知れない。その上, この問題は純粋な実際的

意義を有つている。何んとなれば,附着が盛んなればなる程,鯨はよく肥満

している事が確められたからである。

鯨の研究には,多数の学者が従事したけれども,他の南極動物には注意を

払 う事は遥かに少なかつた。しかしわが国動物学者は尚非常に少いが,南極

の鰭脚類に関する材料の蒐集に成功した。この材料を基礎にして,ア Cア 。

キルピチエコフ (1949), ヴェ・ア・アルセニエフ (1950)及 びエン。イエ 。

サリニコフ (1954)の 論文が出版された。

第二節 練の涸沸,極東水域における漁場

鯨は毎年規則正しく涸澁し,その涸沸は,索餌個渉と生殖涸渉に分類され

る。或る種類の鯨例えば, コク鯨は春季及び秋季に非常に規則的な移動を行

う。他の種類の鯨の季節的移動は余り規則的ではなく,或るナガスクジラ科

の鯨は,世界の海洋を非常に広範囲にわたつて渉泳し,極 く稀れか叉は全然

見られないと思われるような所まで騒 現々れるのである。鯨の主要群は常に

不変の涸渉路を有し,4れに沿い,わずかの相違を以つてかなり規則正しく

移動している。ある種類の鯨は,その季節的な移動の際に,二つ又は若千の

大陸岸に同時に現われたり,又他の種類の鯨は,或る一つの大陸の一定の場

所にだけ集まることが,配に昔から知られていた。鯨の地方的移動の原因を

説甥することは出来ない。何故ならば,我 々の了解出来る合法性によらない

からである。我々は鯨が極 く平穏な天候の時に,餌米ユIの 豊富な水域を放乗し

て, どんどん一方へ立去つて了まうことを観察したことがある。    ア

南半球の海洋生物は,決 して赤道を越えて,北半球の海洋へ行くことがな

く,同様に北半球の生物が,赤道を越えて南半球へは行かない。何故ならば

温度が障害となつているのであるとの説が,多 くの権威者によつて発表され
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ている。

メーエルは次のよ)に記録している。「海洋生物の地理的分布に対して温

度ほど強力な障害を示すものは一つもない。この事実は既に,確定されてお

り,こ の説を重しく示す明瞭な実例が多数存在する」。 (ハ ルヴェー 1983年

28頁引用)メ ーエルの結論とハルヴェーとは同意見でおる。

しかしながら,4の後数 10年間の研究に ネつて, この説が鯨に関しては

当てはまらないことが示された。とい うのは,唯単独で赤道を越えるのみな

らず,鯨の大群,屡々数 100頭 の群をなして?南太平洋より北太平洋へ,又
これと逆に移動している。

古くから,捕鯨業者にょつて標識された北洋の鯨が,その後南緯において

見られたり,叉捨の逆の場合のあるこ

“

が示された。約 190年前,長い間マ

ッコツ鯨の漁に年事した経瞭ある老捕鯨業者の1人 ,船景マケンデイが次の

ふうに記録している。「マゥコッ鯨は大洋を泳ぎ廻ることにっいて,私は疑

わない。例えば, 日本沿岸において負傷して,銘を体につけたまま逃げ去つ

たもので,ペルー沿岸で捕獲「され,発見された銘の上の符号で,それである

ことが認められたことがあつた。ペルー沿岸で,銘によつて負傷したマッコ

ウ鯨の1頭が,間もなく合衆国の沿岸で捕獲された。屡 我々 は々マッコウ鯨
が喜望岬又はホーン岬において,一方の海洋より他の海洋へ移動するのを見

押群liギ警鷲野|

卜
一　

　

コ　
　
　
一
．
「　
・≡
≡
　
一一
■

マッョウ 鯨 の 群
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た。(ぺ
°フレデジクス 1853年引用)

グリンランド鯨が,氷の状態が好調な年には,北米列島の海峡を通過して
グリンランド水域から太平洋に入 り込むことを立証する観察がなされた。事
実,19世紀末期の有名な極地探検者であり,捕鯨業者であつたゥィリアム・
スコンスビイ (息子)(1825)が書いてぃる。 シベ リャの東岸におぃて捕鯨に
従事していたォランダの銘手ヤヨフ。クゥゥリがグリンランド鯨を捕獲し,

その背に W.B.と ぃぅ文字のついたォランダ型の銘を発見した。 この烙印
は,そ の銘の所有者が当時有名なォランダの捕鯨船ヴィリゲリム。バンテア
ネツのものであることを証男した。同船は専らスピッッベルゲンの水域にお
いて操業していたが,ベ エリング海に消ぃて操業したことがなかつた。ニュ
ージーランドの沿岸に痛いて捕獲されたザ トゥ鯨は,北方型の鯨風が附着し
ていたことが知られている。日本近海において捕獲されたィヮシ鯨tま ,南氷
洋で罹る外部寄生虫ベンネラが寄生してぃた。ノールウエー近海で捕獲され
た鯨に, アメリカ摘鯨船所有の鈷が発見されたことが知られている。

ザ ト ゥ 鯨

1932年 11月 26日 レヴィラ。ギゲド諸島 (メ キショ)ょ り,ハ ワィ諸島 (北
緯 20度 49分西経 150度 18分 4)へ の航海の途中, ソ連捕鯨船団が,イ ワシ
鯨 15頭ばか りの群に出会い, その中 1頭捕獲することが出来た。 々の鯨の
背部及び頭部には顕著に寄生虫が附着していて, しかもこれは南夕K洋特有の
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ものであつた。南,K洋特有のこの寄生虫を我々は春季や初夏の候に千島列島

及びクロノツキー湾において捕獲される鯨に時々発見する。これ等の鯨は通

例よく肥つている。

これらの事実は,鯨は南ヲK洋から北太平洋へ,恐 らく海から海へ,又東西

にわたつて通過するものであるとの結論を許すものである。このように南北

群の繁殖の場所の距離が,特に大きくない所では,異つたポピュレーション

の個体の混合が起 り簿るのである。

鯨類が広範に分有する可能性は非常に大であつて,分布を調整する唯一の

要素は多量の餌料が存在することである。恐らく,例外と見徴されるものに

殆んど産業的に減亡した種類であるグリンランド鯨があり,本種は流)K水域

を離れて南方熱帯地方までも行 くことはない。同様にコク鯨も唯太平洋の北

部にのみ核息することが現在知られている。

我々の有する資料は,多 くの鯨の涸券は,餌料が多量に存在することと,

出産や仔鯨の生長に良好な水理条件によつて調整されることを示している。

第 2の条件は, 1週間も経たない内に出産するに違いない胎児について我々

が行つた研究によつて確証された。それは,彼 らが全然脂肪をもたないこと

が明らかにされた。この点より,次のことを結論づけることが出来る。即ち

仔鯨は,脂防の遮熱体を有せず,寒気の為に死を避け得ないので,北方の寒

海で生れることは出来ないのである。従つて分娩は仔鯨が北方へ涸渉する前

に脂肪層を蓄積することが出来る良好な条件の水温に滞溜するよ),暖海に

おいて行われねばならない。

脂肪の蓄積は,非常に強度に行われねばならない。4れ故に,鯨乳は高率

の脂肪を含有している。恐らく流夕K附近で生殖が行われるグリンランド鯨は

例外であろう。残念なことには,グ リンランド鯨は我々は研究していない。

仔鯨と共に早期に遠 く北方への涸渉を試みる鯨は一―シロナガス鯨,ニ ツン

の鯨 (ナ ガス鯨)コ ク鯨一―は仔と共に遅 く北方へ涸渉する鯨,例えば,ザ

トウ鯨又は世界の海洋の温暖水域に絶えず棲息するマッコウ鯨よりも乳液中

に高い脂防含有率 (53.4%ま で)を示している。

多くの鯨の漁場に おいて, 鯨の数量の顕署な季節的変動を惹起する原因

は,現在まだ余 り知られていない。ここで生物学者の助けに水理学者が必要

となつてくる。何故ならば,鯨の餌場を囲む海流の運動の研究は,こ の鯨の

数量的変動を決する物理学的及び生物学的要素を解朗するからである。調査

は鯨の餌場の物理学的及び生物学的条件の間に関連性がある事を示した。即
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ちプランクトンの発達に良好な条件は寒流と比較的温暖な水との混合する場
所に生ずるのである。

一般に水理学的要素,特に海流の海洋中の生物の発達に対する意義はよく
タロら,■ている。

異変現像がソ連の極東海域において,1940年 十くに例察された。黒潮暖流の
活動が北方において衰えた結果,寒流が以前よりもより南方へ前進し,水温
は著しく低下した。その結果として,温暖性の極東産イワッの多数の魚群が
消滅した。クロノツキー湾における「鯨の漁場』は南東方へ遠 く移動し,鯨
の北上涸渉勢は幾分変化し,南北涸渉の時期が変化した。北方では,彼 らは
普通の時期よりも殆んど1ケ 月間も遅れて移動し, 南方へは mヶ 月聞も早
く潤渉が始まつた。夏はオホツク海,ベ ージング海及びチューコット海にお
いて非常に短 くなつた。

マ ンコ ウ 鯨 の 頭 部

コマンドル諸島水域に始いては,暖流が衰えた。暖流の枝流がコマンドル
スキー諸島から,オ リュートル湾に移つて,殆んど感知されなくなり,水温
は 4度ばか り低下し,鯨の数量はここでは著しく減少した。恐らくォリュー
朴ル湾において, 自由に渉泳する大洋性頭足類 (ィ カ)が来渉しなくなつた。
と言 うのは 1941年に当水域において捕獲されたマッコウ鯨の 胃は単に僅少
なタラを見るに過ぎなかつたが, 1933～1939年 間には, マッコゥ鯨の胃の
内容物として,常に大量の頭足類を発見したのである。ニシンや鯨の主要な
餌料である一― プランクトン性甲殻類の量も著しく減少した。 1941年に我
々は以前の年には,湾内に群集していた甲殻類 (沖 アミ)の広大な棲息水域
を,我 々が従来常に見て来た場所で見られなくなつた。又アナディル湾やべ
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―リング海咲において水温は著しく低下した。オリュー トルスキー湾及びカ

ラギンスキー島には, とうの昔に居なくなつていた海象が叉現われた。

我々によつて集められた資料一―冬期ソ連の極東水域を訪れた汽船 長々の

穀告, コマンドルスキー諸島及びオホツク海沿岸住民の報告――によれば,

唯 1頭だけでなく,多数の鯨群が,殆んど全冬期間, ソ連水域に残留してい

て, ソ連沿岸へ接近する小魚群,ニ シン, コマイ等を求めて,妻 虐、している。

冬期氷の近 くで鯨に避通することは,鯨の耐寒性を証するもので,それが非

常に卓越している。

鯨の寒海への春季の涸渉は,鯨索餌涸済の性質を帯びている。早春3月 か

4月 に始まるのであるが, 鯨は単独か,又は稀に 1対で現われる。暫くする

と,単独のものの数量が増大して,多少多くの鯨群の移動が始まる。良好な

年には,早春既にばらばらの群であるが数 100頭 の鯨群が見られる。

鯨は, この頃は甚だ落着がなくて,そ の餌場に到着しない中tま ,留 まるこ

となく運動し,そ して,その運動は夜間でも継続されるのである。涸渉鯨の

主群が続いて来る場合でも, まだ長期にわたつて,迅速に運動する小数群の

鯨と,単独の鯨を見ることが出来る。成熟した鯨が普通最初に現われる。春

の終 りや夏の初めに仔連れの雌が大量に涸渉する。雌雄及び仔鯨の混合群の

移動は, ソ連極東水域では, 7月 の中旬から末にかけて行われるのである。

夏期索餌漁場では,あ らゆる年令の鯨が見られるのである。

鯨の遠 く移動する時には,同 じ年令群から組成されていて,若令のものは

老令のものとは別にいるとい うことは興味あることである。餌場では,鯨群

が混合し,索餌の場所では哉々は同時に巨大な老令の鯨や,今哺乳期を終え

たばかりのオ令の鯨や,仔連れの雌鯨を見ることが出来るのである。

熱帯海から来る鯨は,普通背の色から容易に識別される。色は青から黒の

変化がある。寒海に 2,3週間滞留していると, 鯨の背部は黄色がかつた碓

藻懐にお )われ, これが捕鯨船に捕獲の日慄を選ぶのに特殊の表示となる。

鯨の准藻映の研究によつて,鯨の涸渉路を知ることが出来る。温.暖 な海洋か

ら到着したばか りの鯨は非常に消耗しており,例えば々の採油量は,た とえ

1ケ 月でも索餌場で肥えた鯨よりも半分も少いのである。

繁殖の目的で南方への涸済は, ソ連極東海域のひげ鯨では,大体その年の

海洋気象学的条件によつて相違があるが, 9月 後半に始まる。南下tよ 冬気の

早い年には早 く始まり,温.暖 な年には審しく遅れるのである。先ず,胎児が

殆んど分娩する位に成熟した雄娠鯨が移動し,続いて出産時期のより遅い雑
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娠した雌が移動し始めるのである。これは非常に脂肪の豊富な鯨で,緩慢に
少数の群をなして南方へ移動する,その次に成熟した雄及び女任娠していない
雌が移るのである。哺乳期の終つて,独立して索餌し得る仔鯨で,習 l贋的に
母鯨に従つてぃるものが,多 くの仔を産まない雌鯨と同行する。仔鯨は,噴
気が大きくないこと及び背鰭の小さいことにより,容易に識別され,又,母
鯨の周囲をく

゛
るく

゛
る泳ぎ廻るのが癖である。若し天候が穏やかなときには,

涸渉は索餌漁場にゆつくりと停滞しながら行われる。

寒気の厳しい年には, 鯨の主群は, 普通 9月 末に餌場を離れ, 10月 には
最早通鯨は稀薄となり, 11月 には鯨を捕獲したり, 探すことは 実際に困難
となる。気温は低下し,船は氷に覆われ初めるのである。日本海の南部にお
いてさえも, この頃には,探鯨も捕獲も,鯨が群をつ くつたり,単独でいる
のが見られても非常に困難である。マッコウ鯨は多くの温帯性生物と同様に
ひげ鯨よりも若千早く南方へ移動する。 しかし乍ら, 11月 の末夕 吹雪まじ
りのはげしい嵐において,マ ッコゥ鯨を見たことがぁる。 10中 8,9, マッ
コウ鯨の涸渉はマッコウ鯨が特に餌として好之ず軟体動物の頭足類の洞渉と関
係がある。

観に 1933年 の末近 くに (極東海域における捕鯨出漁の最初の年), 4隻 の
捕鯨船で, ァヮチンスカヤ湾からチュコットスコエ海にかけての大規模な探
鯨を行 うことによつて,巨大な鯨の分布について充分詳細な調査を行つたの
である。この調査は,1935年,1936,1937,1938及 び 1941年に,同一の場
所で捨れ等の年に行われた捕鯨業の資料とは別に繰返えして行われた。この
他に,なお極東水域 (特にオホック海)を航行し,鯨の運動についての観察
を報知する多数の船舶との連絡が取られた。捕鯨船の早期出漁は,鯨の北方
への涸渉の開始を調査する可能性を与えた。又漁場に遅くまでいることが,

鯨の南方海域への移動の順序の観察を許した。この結果,多 くの資料が克集
され,捨のIF又纏めによつて,ォ ホック海及びベーリング海における鯨の分布
が可成 り明らかになり,同時に鯨の生物分布相及び捨の動物学的な若千の特
性を明らかにし, その季節的集合の主要な場所を知ることが 出来たのであ
る。

◎「南 部」水 域

アワチンスカヤ湾からクロノッキー岬に至る間の,カ ムチャッヵ半島の南
東海岸に接する太平洋の部分を「南部」と称する。この水域は水理学的関係
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上非常に興味ある水域である。何故ならば,黒潮の品暖な海流が, ここまで

入 りこみ, 1933～1939年の各年には, クロノッキー湾にまで 入 り込んだの
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である。ここで暖流が北方オジュートルスキー湾から南下する寒流と混合す
る。海流の衝突によつて, クロノッキー湾に環流が形成され,捨の御蔭で。
湾の生物分布相は非常に豊富であると
オホツク海に入らない鯨は,必ず「南部」水域を通る。即ち北方へ行くも

のと,南へ帰るものとある。「南部」水域は,あ る季節には,捨れを通過す
るばか りでなく,餌が多いので,そ こに留まる多くの鯨が訪れる。ここでは
4～5月 に初まり, ■ 月まで数10,数 100の 鯨が一度見られることがある。
夏季「南部聖水域は,静かな霧の摩かい天候の日が多い。観測の資料によれ
ば,吹雪と嵐を伴つた春の最後の時化が, 5月 8～12日 の間に荒れて,その
後探鯨ゃ生産に好都合な静穏な天候になる。

「南部」水域で見られる鯨の分布相は非常に豊富である。鯨の各群の出現
と退去との間の中絶期は,長 くはないが,北方への主要な涸渉は8月 の初め
か,又は中旬に完了する。 9月 の初めに反対の南方への集 団的 涸渉が初ま
り,温暖な年には,11月 の末まで続くのである。
ここで発見される数量のノ煮では,第 1位がナガス鯨で,次はマッコウ鯨で

ある。この2種類以外に比較白1多い種類は,稀に 2～3頭連れのシロナガス
鯨及びザ トゥ鯨 (夏 の末),イ ワシ鯨, ミンク鯨が記録されている。非常に稀
にしかセミ鯨を見ない。数量的に多いものには, ァヵボウ鯨, シヤチがあり

i・ril■● |
■ i .モ I  I

ili■ 1と |

マッコゥ鯨,上―河t,下―雌
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稀にはツチ鯨が見られたことがあつた。

1939年以来寒流 (水温は平均 2～4度低下した)が強 く鯨の主群は「南部」

水域の南東部に集中した。ソ連の捕鯨船の出漁において,良い習慣が守られ

ている一一海洋へ遠 く出て,長途の探鯨に従事し,発見の結果を記録し,そ

れ故に鯨の集中する場所の変化はす く
ヾ
に発見されたのである。海洋気象学的

調査の実施によつて, この現象の原因が明らかにされた。即ち, ここ 3年4

年間に増強した寒流が,黒潮の枝流を曲げ, クロノッキー湾の環流は南東方

へ移動し浴外に出るようになつた。

コマンドルスキー諸島

コマンドルスキー諸島は,ベ ーリング海及び太平洋の北西部の両海域の境

界にある島である。恐らくイカやタコの軟体動物の頭足類の大群が, ここヘ

規則的な涸渉をするであろう。それを追つて,頭足類を特に好むマッコウ鯨

それも雄のみがやつて来るのである。彼らは, 海岸に, 距岸数 10メ ートル

まで接近する。当水域の漁期間には,霧が摩かく,嵐が頻発するので,夏及

び秋にコマンドルスキー群島附近に索餌する鯨を調査及び計算することが困

難である。

探鯨によつて,我 々はこの附近で,多数のマッコウ鯨とナガス鯨を発見し

た。なお,ザ トウ鯨, ミンク鯨,それから極めて稀であるがセミ鯨も見た。

プロナガス鯨,イ ワシ鯨及びコク鯨は調査期間中一度も見なかつた。しかし

ンロナガス鯨は時に波のために,ベ ーリング島に打揚げられると言われてい

る。叉, ツチ鯨や多数のツャチを発見した。シャチはオットセイの接近と同

時に,同島附近に現われ,オ ットセイが南方涸渉する際に, これと共に去る

のである。

その地方の住民より集められた情報によれば,鯨は年中,そ の島附近に見

られるのである。コマンドルスキー諸島の生物分布相の有名な研究家である

ア・グレブニッキ~(1902年 )は次のように記録している。「外海の棲虐、者

である鯨が 10月 から群をなして現わ芹1, 4月 に島から遠ざかり, 氷と共に

北上する。ひげのとれる鯨
*は コマンドルスキー群島附近では見られない。

時 ,々海流に乗つて,セ ミ鯨の屍体が漂着する。叉, マッコウ鯨も見られる

一一後者は比較的涸渉が頻繁である。最近鯨の全体の数が減少し,北方へ遠

ざかつたので,鯨の屍体の漂着は,比較的稀になつた。最も多くの且最も普

*セ ミ,ホ ッキ ョク鯨の様に良質の ヒゲつとれる鯨か。
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コ ク 鯨
通の鯨―― これは Rhachianectes glaucus(コ ク鯨)であり,北方住民によ
つて,小 さなクレモイ即ち,ひげのとれる鯨と誤つて呼ばれた。ナガスクジ
ラ科のものは,BalaenOptera velifera(ナ ガス鯨),か ノヽIegaptera(ザ トウ
鯨)か どぅか確実でない。」

グレブニッキーがコク鯨について,
コマンドルスキー群島において,普通

であつたこの種の鯨は,現在ここでは見られないと述べている。この地方の
水域の生物分布相をよく知つてぃる地方的住民はコク鯨について,何時か,

アジウシャン列島附近で, この鯨を見たと言 う老人の思い出だけしか知つて
居ない。

Oオ リュ トルスキー湾

オ リュトルスキー湾地方とは我々は, リトケ海咲から始まり,同湾に接続
するすべての水域を称してぃる。コマンドルスキー群島より,オ リュトルス
キー湾にかけて,暖流の枝流が入 り込んでいることが想像され, コマンドル
スキーの海藻が流れて来る。特にコンブが波にょつてもぎ暇られて,長 さ数
10メ ー トルに達するものがある。ォ リュトルスキー湾は,先ず第一に,ニ シy,サケ,マ スのよ)な大群をなす魚種の索餌場である。
地方の住民は魚を追 )鯨の噴潮の数によつて,魚が沿岸に来渉する数量を

判断し,それで海面を長 く注視するとい )こ とは, 注目に価する ことでぁ
る。ォ リュトルスキー湾は秋期,動物性プランクトンが非常に豊富であつて
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ある場所では,水が生物群塊によつて,そ の色を変えて,赤褐色になる程で

ある。動物性プランクトンの豊富な ことは, 秋期―-9月 , 10月 の上旬,

時には 10月 の中旬か下旬においてさえ,我々によつて観察されている。 こ

の当時は,ナ ガス鯨やザ トウ鯨の胃が,ブ ランクトン性甲殻類及びカムチャ

ッカ産大型■シンで満腹していた。ナガス鯨が最も多く,ザ トウ鯨は稿少く

他のナガスクジラ科は非常に稀にしか認められなかつた。歯鯨の中, ここで

は時々マッコウ鯨を見るが, ツチ鯨やシャチは普通に見られる。シャチはオ

リュトルスキ∵岬附近のアザランやアンカの群棲地に向つて移動するのが常

である。1935年後のことであるが,近年セイウチが再び現われるようになつ

た。

漁夫たちからの情報によれば,ナがス鯨やザ トウ鯨は,オ リュトルスキー

湾において,冬期 12月 及び 1月 に大群を なすのに 遭過することがあるそ う

である。

若いコク鯨の群棲地

グルボカヤーセヴエルナヤ湾からナワリン岬に至る間の北へ約 60～80浬
において,若いコク鯨が多数索餌に集まる所がある。彼らは,夏の数ケ月を

多数の入江,淳,湾,水路叉は沿岸の河日において過ごすのであるが,そ こ

には文字通 りに うようよしている底懐甲殻類の種類の豊富な餌料がある。普

通この種類の鯨で老齢のものを我々は この漁場で見ない。 我々は数 10頭の

若いコク鯨が狭い海や入江に,波を越えて入るのを海岸のす く
゛
近 くにおいて

発見したことがある。千潮の際,砂洲の上に横たわつている若干の鯨を見た

ことが 1度ならずある。彼らは満潮になるまで全く助からない。数 10羽 の

鴎がそれらにとまつていたが,4の鴎らは, コク鯨の体に全く殻のように,

特に頭部,生殖孔及び肛門附近に多く附着している多くの寄生虫を早速啄ん

でいるのである。見た所では,その鴎は寄生虫を食べていた。吉い時代から

地方原住民の沿岸の鯨漁があつたことは疑いない所であつて,彼 らは秒洲に

いる鯨を槍や矢で殺すことが出来,海象の皮から作つた革条で編んだ網で鯨

を捕獲したりした。海岸には, コク鯨の骨があつて,それには打ち殺したと

きの形跡が残つている。

濃霧,絶えずそぼ降る雨及び海岸線が不明であることが,彼 ら捕鯨者たち

による絶減からコク鯨の若い鯨を保護したのである。我々漁期中 7～8日 間

の観察をした所が,数 1,000頭 のコク鯨を見たのである。濃霧が観察及び計
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算を妨げた。我々は時々噴潮を聞いたが,鯨の姿を見ることが出来なかつた
ので, このよ )な鯨は記録しなかつた。

どと
―

,

チュコトスコエ海におけるコク鯨の群
この地方の海岸から少し遺い所には,ナガス鯨やザ トウ鯨が見られる。普

通,彼 らtよ北に南に向つて,魚群をもとめて移動するのである。この地方を
産業地区とい )こ とは出来ない。この地方において我々は観測′ミーー ヨク鯨
を慄識 し,群を計算するための実験所, ここには, このよ )な実験所を建設
するのに使利な場所が多い一―の設置を期待するものである。

アナディルスキー湾

方面の鯨の生物分布相は,他の地方の分布相と若千相違している。こ
, マッコウ鯨がおらず,その代 りにコク鯨がぃる。カムチャッカの沿
く稀なザ トウ鯨が, ここでは非常な大群で数 10頭, 時には数 100頭
なしてぃることがぁる。ここでは,ナ ガス鯨も多く, カムチャッヵ沿
獲されるどの鯨よりも大きく肥つてぃる。この地方では,早春及び晩
まだ残存するホッキョク鯨を見ることがぁる。豊富な底棲甲殻類, プ
トン性生物集団,海洋性叉tま 底榛性魚類の稚魚の大群が,余 り深くな
アナディルスキー湾を,ひげ鯨の大群の索餌に理想的な場所にしてぃ

この

ことこtよ

岸に極

の群を

岸で捕

秋に
,

ラ ン ク

い が ,

る。
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アナディルスキー湾は,太平洋における帆船式捕鯨が行われた非常に古い

場所の一つである。あらゆる海洋民族の旗の下に,数 100の 帆船が,我が水

域において掠奪的な操業をなし,その当時多数棲虐、していたホッキョク鯨を

絶減せしめた。

我々の資料に よれば, 捕鯨の好季節は8月 及び9月 前半で 泌る。 捨の季

節には,鯨は多く且つ,天候が捕鯨に好適である。鯨は, この附近に 5月 の

初めに現われ, 北方への涸涛が, 7月末まで続き, 8月 には稀になる。鯨

一―ナガス鯨,ザ トウ鯨, コク鯨――が,数頭連れより数 100頭の群をなし

て涸渉する。秋になると嵐が始まり,鯨はこの時期には急速に南下する。

ベーリング海峡

ベーリング海咲,同海咲に属する淳,入江及び湾並びに同海峡に合くまれ

るチウコトスコエ海の部分は,水深が浅く,底棲生物やプランクトンの分布

相が豊富で, アメリカ系の鯨の大群の夏期索餌場となつている。この方面に

おいて,わが調査船は非常に多くの鯨を発見した。観測は 8,9月更に 10月

にわたつて行われた。我々は重い氷がチュヨトスコエ海の航海を困難ならし

め, 且つ不可能となつた時には, ベーリング海映には鯨が非常に多く, 数
100頭に達する群をなしているのを観察した。 これと反対に,暖い年には鯨

ミ ン ク 鯨
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はチュコットスコェ海の氷のない非常に広範な範囲にわたつて分散し,北西
方へ遠く涸渉する。鯨は捨の移動の時に,往々突出した岬のすく

ヾ
近く全く海

岸にそつて進むものである。チュクチ人は以前からこの鯨の特殊性を知り,

このよ)に海に突出した岬に,常置の観測点を設けている。
ベージング海はアナディルスキー湾と同様, ホッキョク鯨を目標とした帆

船捕鯨船の良好な漁場であつた。我々の時代に於ても,機帆船のスクーナが
ベーリング海咲を越えて,バ ロゥ岬に至 り,小型の捕鯨船を使用して,小規
模な捕鯨を行つてぃる。ソ連領の海岸では, このようなホッキョク鯨を主要
な対象としての小規模な捕鯨が,地方住民, チュクチ人,エ スキモ人が行つ
ている。ある種の鯨 (ザ トゥ鯨, ミンク鯨)が往々険阻な海岸に極 く接近し
て通過することがぁるのを利用して,地方の狩猟者は連発銃を以つて, これ
らを射殺することを工夫し,す斉射撃でこれを射ちとる方法をとつてぃる。
この方面では,我 々は 1回 もンロナガス鯨にもイワシ鯨にも遭わなかつた。

9月 の後半から,鯨は南方へ下 り初める。鯨の大部分は 9月 末から10月
の初めにかけて,チ ュコットスコユ海を去 り,その際殆んど大部分の鯨は,

ベーリング海峡を越えてァメリカ沿岸へ行 く。ァナディルスキー湾に滞留し
た大部分の鯨もアメリカ沿岸に去る。鯨は 1漁期中に,数回ベージング海映
を通つて, チュコットスコエ海よリァナディルスキー湾へ行つたり,叉, ア
ナディルスキー湾ょリチュコットスコエ海へ行つたりして到る所で豊富な餌
を発見する。

千 島 列 島 地 方

千島列島にそつて,ベ ーリングー_ァ ジァ系の鯨の涸渉路が通 じている。
鯨は冬期間は, 日本の南方の島々及び朝鮮の海岸附近にあり,夏――秋期に
はオホツク海及びベージング海で索餌するのである6

4月 から始まり, 5月 には, こここでナガス鯨及びマッコウ鯨の大群が通過
し,そ の中,数 1,000頭 のものが教えられている|こ れらの鯨の北方への涸
渉は往々8月 上旬に,普通は7月 下旬に終る。

イワシ鯨の移動は,若干遅れて始まり,捨の少数群は南カムチャッヵのク
ロノッキィ_岬にまで及ぶ。ィヮシ鯨の主要な群は,南千島列島附近に集ま
るよ)で ぁる。

4月 ～ 5月 に千島列島附近において, マッコウ鯨の大群が現われ始め,仔
連れの雌鯨も, この時期に, この附近に見られるのである。彼らはその頃来

■

注
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渉する頭足類 (イ カ及びタコ)一―マッコウ鯨の主要な餌料――を追つて来た

ものらしい。千島列島のマ、).コ ウ鯨の捕獲は近年目立うて増大した。

千島列島の海咲を通つて, アジア系の鯨群が索餌のために通過し,オホツ

ク海にて,夏の索餌期を過ごすのである。

カラフト島の東海岸す く
ヾ
近 くに鯨の大群が見られ, しかして,マ ッコウ鯨

の群では, 数 10,数 100頭 も数えられる。夏期中は大型マッコウ鯨の大群

が, 千島の諸海咲を通つて, オホツク海へ行くのが観察された。 哉々は叉

雌,仔連れの雌及び雄の混成するマッコウ鯨の大群を5月 の末から10月 に

かけて,択捉島近海において見た。

千島列島の殆んど全島に沿 うて, 10月 叉は 11月 まで,冬の棲息場へ引返

す数 10頭の鯨の群が見られる。 1ケ 月半以上に亘つて, 彼らは 南方へ移動

し,その際,オ ホツク海系の鯨は南千島列島附近を通つて大洋へ出る。

このようにして,各種の産業的鯨は殆んど夏―秋期にかけて,千島列島沿

いに南北に移動し,春期にも又捕獲され, 4月 から11月 まで居るのである。

ここでボトル・ ノーズが屡々見られる。ツチ鯨にも出会 うことがある。千島

列島における鯨のより精確な観察が なされており, 捨の結果は漸 く1948年

から「エム。エム・スレプツオーフ」 のパソフレットに記録されて ヽヽる。

(1955)我 々は唯,千島列島附近を母船アリュート号船団が通過したときの観

察を記したに過ぎないのである。

捕鯨業者と或る研究者がオホツク海において,ポ ギ (Poggi)と 命名された

ものであるが,セ ミ鯨の変種が核息することを特に記載している。この鯨を

我々は 2頭捕獲したが, 遺憾ながら, その骨を保存する ことが 出来なかつ

た。この2頭の鯨が,セ ミ鯨でもなく,ホ 、ンキョク鯨でもないことについて

の結論を示す測定の記録が録存されているだけである。近き将来,分離した

亜極か又は一つの種類とするか, この鯨を鑑定することが出来るような捕足

的な資料が得られることを期待するものである。

カムチャッカ及びチュコトスキー方面のわが調査及び操業上の資料を総合

して見るに,次の如き結論が得られる。

鯨の涸涛跡は主として大陸棚近 くを通過している。鯨が遠 くへ移動すると

きは,同様な大きさのものがグループを作 り,長途の涸券の際には,次第に

グループが明確に作られて行 くのが特徴である。索餌場では,一般に乳呑鯨

を伴 う母鯨,成年の鯨や若年のものの混合した群集が見られる。

亜熱帯及び熱帯水域への鯨の南下涸渉は,繁殖上の特性によつて,条件ず
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けられるようである。何故ならば,新 しく生れた仔鯨は,脂肪の退熱体を有
せず,従つて, ソ連領近海の寒冷な水温には職えることが出来ないからで泌
る。            _
大量の鯨が冬期間,結氷のない水域で,殆んどすべての漁場において観察

されるが, これはその年に繁殖に関係のない独身鯨である。アナデイルスキ
ー湾,ベ ーリング海咲及びチユコトスコェ海に夏を過ごす鯨の大部分はアメ

リカ系に属するものと思われる。千島列島よりのオホツク海,ォ リユトルス

キー湾, クロノッキー湾及びコマンドルスキー諸島で夏を過ごす鯨の殆んど
全部は, ァジァ系に属しているものと思われる。鯨の涸渉及び分布の問題は

標識調査を広汎に行つた後に,確定的なものとなるであろう。しかしこれら
の資料は,我 々の管理では当分まだ多くない。

漁場が互に隔つているので,わが極東地方の水域に来渉する鯨の数量を正

確に数えることは不可能である。全水域にわたつて,同時に観預Jす ることが

出来ないから,全部の数量を算定することは全 く不可能で泌る。
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第 二 章

鯨体原体原料の加工技術 についての全ツ水産研究所

の科学的研究

鯨は種々の生産品の生産原料として,価値があり且豊富である。比較的最

近まで,鯨は,特に脂皮及びそれより精製される鯨油並びにひげをとる目的

で捕獲された。肉,内臓;鯨骨は非常に稀にしか利用されず,一部は飼料の

製造に向けられ,そ の他は全 く利用されなかつた。即ち,製油後に残る脂肪

層の蛋白質の部分を残岸 (鯨油を搾つた糟)と して,利用せずに放乗してい

′_o

最近 10ケ 年間における技術的発達及び 捕鯨業の発展は, 鯨体原料の加工

技術の改善及び上等の食料,医薬及び工業上の製品Iの 製造に鯨体の全部の部

分を,総合的に利用する新しく,畳^つ より合理的な方法の確立を促した。勿

論,鯨の合理的及び総合的利用方法については,種々の種類の鯨体原料の技

術的及び化学的特徴のある総合的研究を 基礎にして, 初めて 可能なのであ

る。

鯨の重量及び化学的組成の研究は,捕鯨業の操業上の条件及び鯨 と言 う臣

大な動物であるために,非常に困難である。それにも拘らず,全 ソ水産研究

所の科学勤務員のグループ (力
。ア 9ム ロチコヴ,エ ジ・エン・エイゴロヴ

アその他)に よつて,鯨の重量組成及び一般的な化学組成及び種々の組織及

び内吉Ь器官に合有されている蛋白質, ビタミン,ホ ルモン及び酵素の研究に

ついて,多 くの仕事が好成績を以つて実施された。

鯨の加工技術について,全 ソ水魔研究所の最新式研究の特別の注意が,次
の問題に与えられた。その問題 と言 うのは,鯨の原料から油を,種々のシス

テムのボイラーで加熱分離 し,完全に高い採油率を以つて,採油装置を運転

する方法を明らかにすることによつて,採油方法を改善 しようとする問題 と

更にもう一つの問題は,脂肪層を圧搾することによつて採油し,皮革原料 ,

ゼラチン及び膠の製造のために,脂防層の蛋白質の部分を残す新方法の確立

にある。 (力
。ァ・ ムロチコフ, ァ・ィ oグ ウセフ,イ ・イ・ハ リコフ, ヴ

エ 。ヴエ 。ドルメンコ, ヴェ・ ヴェ 。ザアイ キン, ヴェ・ヴェ・ コル チエ

フ,ズニ 。ヴェ。マ リエヴァ捨の他)
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鯨の肝臓の綜合加工方法,貴重な医薬品――肝油, ビタミンA(デ ィフロ
ールエタンの抽出による)及び蛋白質飼料の製造方法の確立に大なる関心が
払われた。 (ェ ル 。エル・ペレプレトチイク,イ エ 。ィ・ ノヴィコヮ,エル
°ヤ °ファイングルシュ,ュ oエ ス・ダプィ ドヮ)種々の特殊の医薬品及び
工業製品 (イ ンシュリン,カ ロチン,ア・ヵ・テ・ゲ*タ  コレステリン, 皮
革柔軟剤)の製造のために,数極の内分泌腺ゃ脳随の採取,貯蔵及び加工に
ついて,実験的作業の実施が熱心に行われている。 (エ リ。エン・エゴロヮ
テ 。エム・ レベデワ)

鯨の肉は,他の海産動物 (イ ルカ, ァザラン等)と 口様に,結締組織が含
まれており,舌ざわりが硬 く,鯨油の特殊な後味のために,美味とは言えな
い。しかし,鯨肉は食用として極めて価値のある筋肉ノ蛋白質を多量に合んで
いる。乾燥蛋白の製品を鯨肉から製造せんとする次の人々の仕事は大なる応
用価値がある。この乾燥蛋白は,食品工業の各部門に,公衆食糧に叉,工業
に,卵白に代る品質を広く応用することが出来る。 (エ ル・ヤ・ファィンゲ
ル ト,ュ cェ ス 。ダヴィ ドヴァ,ェ ン。イェ・ニコラエバ,ェル 。エル・ペ
レプレトチク)

本誌では,鯨体利用の研究,各種製品|の工業的製造方法の研究の全部を記
載出来るとは思われない。捨れ故に,発表された論文中,最近 4～5年間中
に,全 ソ水准研究所で行われている特殊な研究の一般的結果を略述するに止
める。

各項の執筆に, ヴェ。ヴェ・ コルチェフ教授,工業科学博士候補力 。ァ。
ムロチコフテェル 。エル・ペレプレトチク,ュ 。ェス 。ダヴィドヮ及びエ リ
。エン。エゴロヴア,抜師ヴェ。ヴェ eザィキン,化学者イエ・イ 。ナヴィ
コワ及びズエ 。ヴ・マリエワの協力を容たことを, ここに特記してお く。

(1)鯨の原料の重量及び化学組成

――重量組成――

鯨は価値ある食用 。工業原料の源泉として,大いに興味ある動物である。
最も巨大な鯨はンロナガス鯨であつて,4の体長は 33mに達し,最大重量
は 150屯のものがある。南永洋産のシロナガス鯨の平均値をとれば,体長23
～24メ ー トル, 重量 80～85屯である。しかし乍ら, シ

「
ナガス鯨は,他の

ひげ鯨ゃマッヨウ鯨ょりも遥かに発見数が稀
*副

腎皮質刺戟ホルモン

一- 58 -一

薄であるので,産業的に大きな

と



す

価値を持つていない。

ひげ鯨の中最も優勢な産業的種類はナガス鯨で ある。 普通の体長は約 20

メー トルで,平均重量 50屯である。

ナガス鯨よりも更に小型のものでは, ザ トウ鯨がある。 捨の体長は 11～

16メ ートル,重量 18ん50ト ンあり,平均体長は 12～13メ ー トル,平均重

量は約 26ト ンである。

歯鯨のマッコウ鯨は,ザ トウ鯨に似た体長を有し,南夕K洋産マッヨウ鯨の

体長は 10～18メ ー トル,重量は 8～57ト ンの間である,平均体長は 14～

15メ ートルで,重量は約 30ト ンである。

鯨の重量は,その種類,性,年令及び生理状態に関係があり,捨の肥満の

程度は,索餌場及び季節とに大なる関係がある。

ひげ鯨では,雌鯨が普通,同年令の雄よりも大きく,歯鯨では反対に雄が

雌より大きい。

仔鯨を出産した後の雌鯨は,哺乎と期間中,非常に体重が減耗する。南氷洋

においては漁期の初期において-3月 まで一鯨は盛んに摂餌し,捨の結果,

各々の体長の鯨の重量は漁期の末期には目立つて増大する。

南氷洋捕鯨母船スラーヴァ号船団に乗船した科学者グループは,鯨の重量

を測定して,鯨の重量と,総の体長との間の関係及び体の各部分及び器官の

重量の相関々係を確定することが出来た。 測定された鯨は全部で 20頭で,

捨の中■ 頭がナガス鯨,7頭がザ トウ鯨でおつた。

鯨体の重量は指針のついた重量計によつて測定された。鯨体の解剖は,測

量前には,普通に行われた。

体長の増加に比して,鯨体の重量が非常に顕著に増大することが確定され

た。例えば,体長 20.8メ ー トルのナガス鯨雄は体重約 51.5ト ン,体長 21.1

メー トルでは殆んど 60.5ト ンであつた。同様な体長の鯨 (雌-19.2メ ート

ル)では,その重量は殆んど同様であつた。ザ トウ鯨では,体長の増加につ

れて,重量がナガス鯨における場合よりも更に急増する。即ちザ トウ鯨の雌

は休長 13.9メ ートルで, 重量が約 40。 7ト ン, 体長 14メ ー トルで, 重量

43.7ト ンであつた。

ある一種類の鯨体の重量組成でも,可成りの範囲の変動が見られる。例え

ば,ナガス鯨では,頭部の重量が,鯨体の全重量に対して 写.8～8.1%,舌
2.3～3.5%, 下顎骨 2。 3～3.9%, 尾羽づきの脊椎骨 8.6～■.2%, 脂皮

(脂皮並びに畝)18.2～ 25.2%で ぁる。肉の重量 (腹側の肉を除 く)はナガス
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鯨の雄では,総重量に対して 37.5ん42.5%,lll生では 35。 5～37.2%で ぁった。
内臓全部で,雄では 7.5～8.6%,雌では 8.2～10.7%で , その中肝臓は 0。 9
～1.3%で ぁった。

ナガス鯨では,捕獲された鯨の性別,体長及び時期によつて,体各部の重
量が変化する。全漁期を通じて,脂皮及び内臓の量は,雄よりも雌の方が多
いことが認められた。捨の性別とは関係なく,脂皮及び内臓の重量が,漁期
の末期 (3月 )は漁期の初期に比し大である。 体長及び重量の増大と共に肉
量の比率は増加し,骨及び内臓の量が減少する。

第 1表に各種鯨体の平均重量組成を掲げた。同表によれば,脂皮 (滑 らか

第 1表 鯨体各部及び諸器官の重量の総重量に対する比率

鯨体 各 部 及 び
器 官 の 名 称

シロナガス鯨 鯨 マ ッ コ ウ 鯨

脂皮 (滑 らかな皮 )

|ザ
ト ウ

皮

油

　

　

頚

部

骨

骨

畝

脳

床

舌

下

頭

譜

肋

腎

他

臓

臓
　

，牌
喉

，

胃

腸

心

肺

咽
臓

11.7

5.0

2。 9

3。 5

6.7

9。 1

4.9

1.3

1.0

21.2

1418

4.5

5.0

1。 1

7.1

1。 1

0,7

1.2

0,5

0.7

2.9

11,2

4,7

2.3

2,8

7,0

4.6

1.3

0,6

20。 1

17.0

4.5

4.7

0.9

7,2

0。 9

0,4

1.2

0.6

1.1

3.0

13.1

5。 9

3.1

3.9

7。 2

6.5

5,0

3.2

1.3

13.4

12.1

9.6

5。 9

1.0

8.2

1.6

0.8

1.3

0.6

0。 9

3.0

23.2

10。 6

15,4

1.7

9.3

7.5

4.9

2,0

1.4

9。 5

9,1

5。 1

1.2

0,8

1.0

0.5

0.6

1,0

|

10。 7

立羽及び肩牌骨

尾 羽

背 肉

脊椎骨より下の肉

肋骨の肉

畝の肉

囲′い膜 ,

臓,そ の

|

全 量

ゲ

の

臓

臓

ヒ

内

肝

|

ナ ガ ス 鯨

itiL.Ⅲ

Ⅲ
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T

な皮,畝)の重量比率 (総重量に対する)カミ,鯨種の大きさが小さくなる程

増大する。このような傾向は,舌及び下顎においても同様でおる。これと反

対に脊椎骨の重量比率は,鯨体の大きさの大きくなる程低下している。

ザ トウ鯨の鰭の重量は,他の種類におけるよりも可成 り大である。肉の重

量比率は鯨種の大きさが増す程大きくなる。

一一化学組成――

食用及び工業用の鯨の原料の価値を決定するために,肉 ,脂皮及び捨の他
の鯨体各部の化学組成特に水分,脂肪,合窒素物質及び鉱物質の合有量を知

ることは重要なことであり,且つ,蛋白質の評価のために;溶解性蛋白及び

結締組締性蛋白 (7ラ ニゲン)の数量の相関 係々を知ることが必要である。

第 2表において,重要な脂肪含有の原料である鯨の脂皮及び苦の化学組成

について,我 々が得た資料の平均値を掲げた。鯨体各部の脂皮 (普通の皮)

はその化学組成に種々の相違がある。ある種類の鯨の異つた個体から,一定

第 2表 脂皮及び舌の化学組成の平均値 (%)

鯨
ギfБ

種及び
の

各
称

体鯨
名 水  分 脂  肪 窒素ア十/刀 質 鉱 物 質回数実験

56

|

十

|

|

ナガス鯨

脂皮

皮 (普通 )

畝

舌

シロナカタ 鯨

脂皮

皮 (普通 )

畝

舌

ザ トウ鯨

脂皮

皮 (普通 )

畝
.

舌

マッコウ鯨

脂皮

皮 (普通 )

脳油

０
０
　
　
つ
る

17.73

48.50

30.85

19。 31

47.75

34.10

34,0

1.98

74.91

31.14

61.21

72.80

31.82

56.39

66.37

40.30

57.40

50。 90

97.28

7,9

19,65

0。 15

0.50

７

　

４

　

１

7.94

7.88

19.42

9.51 0.57

12

8

10

15

０
じ
　
　
盗
∪
　
　
質
υ

７

　
５

　
１

４

　

２

　

４

２

４

３

8。 76

17.14

8.45

15.03

0,734
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の場所について得られた普通の脂皮は,その組成において,大きな変動のあ
ることが認められた。例えば,ナガス鯨の脂皮は 50。 8～88,3%, シロナガス

鯨の脂皮は 64.1～80.1%,ザ トウ鯨の脂皮は 5712～78.4%,マ ッコウ鯨では
28,2～59%で ぁった。

皮 (普通)は 8%も 合窒素物質を合有して始 り,その主要成分はコラーゲ
ンである。従つて皮 (普通)の蛋白質はゼラチン及び膠製造の原料となり得
る。

我々の資料によれば,ナガス鯨の頭部の脂皮は,尾部の脂皮よりも,飽和
脂防酸を伴 うグリセリンの合量が少い。畝は背部の脂皮と比較して,その組

成の比率に示されたグリセリンの量が非常に多いことが特徴である。

第 3表に見るように,頭骨,下顎骨テ脊椎骨の各種鯨の平均脂肪含有量は

賂同様で 30年40%を示している。 脊椎骨は各部分によつて脂肪の合量が一

様ではない。脊椎骨の尾部は頭部に近い部分 (平均 30%)ょ りも,合油量が

第 3表 骨 の 化 学 組 成

懲鳴晟ゴ薯徐 実験回数 水  分 脂  肪 窒素物質

骨

骨

骨

骨

頚

椎

鯨ス

頭

下

脊

肋

ガナ

骨

骨

骨

骨

　

骨

骨

骨

骨

頚

椎

　

　

　

頚

椎

鯨

頭

下

脊

肋

ウ

頭

下

脊

肋

ザ

５

　

６

　

８

　

５

37.30

31,05

21,96

24.79

33.10

11.82

13.87

18.40

20.90

17.16

13.21

13.34

19,96

20,38

19。 36

33.78

34。 86

29.70

19,02

33.79

39.57

39。 81

25,11

41.85

30。 64

32.34

12.61

43.11

39。 45

26.20

28,91

34.08

15.81  1

18,09

11.79

鉱 ブ十勿 質

32.38

38.10

21。 14

26.48

35,39

24.64

36.56

34,09

48.81

24.41

24.98

34.47

シロナガス鯨

マ ッ コ ウ鯨

頭   骨

脊 椎 骨

肋   骨

１

　

４

　

４

　

２

０

　

７

　

９
， 　

１

48.60

19.66  1

20,73  1

13,48

15.39

20,79

24.73

12.52

15,17

20.00

負
）

υ^

　

９
〕
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」

多い。(平均 40%)

外国の資料によれば,鯨の脊椎骨の合油量は非常に変動があり, これは骨

随の組成に原因するものとされている。ヘエイエルダリの資料によれば,脊

椎骨の頭部に近い部分は,主 として,赤色の骨髄よりなり, これは血の骨随

と呼ばれていて,含油量は脊椎骨の尾部で,多数の脂肪細胞のある黄色の骨

髄で満たされている骨 (38～ 67%)ょ りも少い。 (3～24%)鯨の年齢の若い

頃は,全部の骨に唯赤色 (血の)骨髄があるばかりである。それが成長する

につれて,赤色の骨髄に代つて黄色の合有量の多い骨髄になるのである。

肋骨は他の骨よりは若千脂防の合量が少い。我々の研究によれば,肋骨の

合油量は,12.6(ザ トゥ鯨)～ 25。 1%(ン ロナガス鯨)で ある。ヘエイエルダリ

の資料によれば,肋骨の合油量は約 32%でぁる。

ある一つの種類の鯨の骨の合油量の変動は可成り著しい。例えば,ナ ガス

鯨で,頭骨の合油量が 29.0～43,3%, 下頚骨が 27.4～50.0%, 脊椎骨では

14.8～39.8%,肋骨が 12.6～24.9%でぁる。

第 4表 肉の化学的組成の平均値 (/°∂/)

鯨種 及 び 鯨 体
各 部 の 名 称

実験回数 水  分 1旨  肪 窒素物質 鉱
′
1/刀 質

ナ ガス鯨

ンロナガ鯨

背   肉

腹   肉

舌   肉

ザ トゥ鯨

背   肉

肋 骨 肉

腹   肉

マッコウ鯨

背   肉

脊椎骨の下
側の肉

舌   肉

肉

肉

肉

肉

骨

背

肋

腹

舌

４

４

４

１

69,67

62.29

73.26

71.94

69。 50

66.47

63.46

67.77

62.94

72,95

72,90

74。 17

74.96

6.31

16.10

6.09

5.84

6.92

7,71

21,11

10.06

17.96

5.47

3.11

1.93

2.16

22.95

20.60

19.65

20.31

22.00

24.75

14。 31

20,31

18.05

20.07

22.46

22.63

22.08

1,01

1.00

0.93

1.02

1。 01

0.94

0。 54

1.01

1.12

1_21

1.00

1.07

0.99

８

　

１

　

１

３

　

４

４

刀
仕
　
　

っ
０

　

「ｌ
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鉱物質の最大量は肋骨の合量で 35.4(シ ロナガス鯨)～48.8%(ザ トゥ鯨)

である。

肋骨のコラーゲンの最大合有量は, 窒素物質の全量の約 44%で ぁり, 脊

椎骨の尾部の骨では,やや劣つていて,42.8%,脊 桂骨の頭に近い部分では

20%に 過ぎない。

鯨肉の化学的組成は, 夫々の筋肉に よつて行れる作用に よつて相違があ

る。最も疫せている (成分的に)のは,脊椎骨にそつている肉 (背肉)であ

る。マッヨウ鯨の背肉の合油量が最も少く, 平均 3.11%に 過ぎず, 背肉の

最大合有量を示すものは,ザ トウ鯨で平均 10,0%で ある。(第 4表 )

各種鯨の鯨体各部の肉の合油量は第 4表に示される通 り,そ の変動は可成

り著しい。最大の合有量は肋骨の肉で 16～18%の油分を示している。

鯨肉の窒素物質の総量は,魚肉及び有角家畜と同様,25%に まで達してい

るが, しかし,有角家畜の肉と異なり,鯨肉は結締組織性蛋白を多量に合ん

でいるので,粗い感 じを受けるのである。結締組織性蛋自の量は背肉で時に

は全窒素牛夕丁質に対して 50%と なり, 舌肉では 54%, 腹肉では 30%ま で合

まれている。

蛋白のアミノ酸組成によれば,鯨肉はビタミンB群 (サ イアミン, リボフ

ラビン)及びニコチン酸を大型有角家畜の肉と大体同量に合有している。こ

第 5表  ヒレの化学組成の平均値 (%)

鯨種 及 び 鯨 体
各 部 の 名 称

マ ッコウ鯨

立   羽

尾   羽

数験 回実 水  分 脂  肪 窒素物質 鉱 物 質

羽

レ

羽

　

羽

羽

　

羽

羽

鯨

ビ
　
　
　
ス

釉

立

背

尾

り

立

尾

蜘

立

尾

ガ
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
ト

ナ
　
　
　
　
　
ツ
　
　
　
　
ザ

（ツ
μ　
　
ｌ
■
　
　
Ｏ
υ

50.41

50.23

47.51

49。 34

49。 21

37.85

49.30

60,71

50.57

18.08

4.82

20。 95

28.09

20.15

35.28

21.81

8。 22

21.18

80.51

44.75

30,33

22.21

29.63

24。 46

27.75

30。 32

27.26

0.58

0.88

0。 31

0.15

0.27

0.64

0.36

0,64

0.68

９
営

（Ｚ

１

　

１

１

　

１
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1-  

・

れは鯨肉,特に背肉は充分価値のある食料原料であることを証するものであ

る。

第 5表に, ヒレの化学組成の平均値を示した。鯨体の他の部分 と異つて,

ヒレは非常に多 くの窒素物質を合有 してお り, その大部分, 平均 79%ま で

が, コラーダンである。 尾羽に おけるコラーゲンの量は, 全窒素物質中86

%に達し,々の他のヒレでは 71%でぁる。 とレの コラーダンの合有量の高

い点より見て,ゼ ラチン及び膠の製造に良好な原料となるである )。

第 6表 内臓の化学組成の平均値 (%)

怒鳴IⅢ途蒼
〔
徐 実験回数 水   分 脂  防 窒素物質 鉱 物 質
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臓

　

嚢心

　

鯨

囲
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ス

鯨
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の
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ス

肝

胃

腸

心
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21.33

73.96

76.31

76,73

78.75

74.90

39.89

71,17

77.77

71.84

75。 60

31.91

66.45

73.98

79.86

74.90

75.37

71.12

78.42

79。 45

2.20

73.92

8.90

2.06

1。 70

2.53

2.95

50.11

11.87

1.74

1,73

2,70

61.01

19,45

13.75

2.46

2.20

1.07

12,72

7,11

2.81

3。 58

16.16

22.73

19,78

22.85

18.72

22,15

0。 14

0.84

1.07

1.05

肝

胃

腸

心

肺

聴

肝

胃

腸

心

肺

ザ

臓

臓
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臓

臓
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11.05
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1,06

0,97

0,17

0,72

0,71

1.45

0.57
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ひげ鯨のヒレの合油量は 18,1～35.7%の 変動があり,マ ッコウ鯨のヒレで

は,合油量が 8.2～ 21。2%で ぁり, ヒレの鉱物質の量は 1%以下である。

鯨の食用及び工業用の原料としての価値を総体的に評価するために,総体
的に化学組成を検討することが必要である。産業的に有用なひげ鯨 (ナ ガス

鯨, シロナガス鯨及びザ トウ鯨)は ,捨の成分に重要な栄養物質を含んでい
る。即ち脂肪及びノ氏白質は約 44%, 捨の中脂肪は 24(ン ロオガス鯨)～27%
(ザ トウ鯨)及び蛋由質は 17.7(ザ トゥ鯨)～19.4%(ッ ロナガス鯨)で ある。

ひげ鯨の鯨体の鉱物質の合有量は約8%,水分が約 48%でぁる。
マッヨウ鯨は若千異つた体成分を有し,脂肪 36%,蛋白質 17%,鉱物質

約 7%及び水分 40%ま で含んでいると

鯨の一般化学組織について,1用 した資料は,大体の傾向を示すものである

が,鯨の年令,性別,捕獲の時期及び成熟度によつて変動があり得るのであ

る。しかし,その平均値は鯨の原料から食用及び工業用の種々の製品を製す
る計画を立てる上に,実際的に有益な参考となり得るであろう。

(2)南氷洋産鯨の内臓中のビタミンA,Bl及び B2の含有量

鯨の内臓のビタミンAの合有量の検定により, 鯨にビタミンAが蓄積さ

れる唯―の器官は肝臓であることが分つた。 肝臓中のビタミンAの合有量
は,鯨の種類によつて異る。 南夕K洋産の産業的に有用な鯨の肝臓 l gr中 の
ビタミンAの平均合有量は次如く定められた。マッヨウ鯨――雄 5,800国

際単位タンロナガス鯨一―雄 4,700雌 3,900国 際単位, ナガス鯨 一一 雄
1,500雌 700国際単位, ザ トウ鯨―― 雄 700雌 400国際単位。 雄の肝臓

は雌より1倍半から2倍のビタミンAを持つてお り, ビタミンAの製造の

原料としては,マ ッコウ鯨,シ ロナガス鯨及びナガス鯨の雄の肝臓は最も有

効であり,デ トウ鯨及びナガス鯨のlll監 の肝臓は,実際上利用価値は認められ

ない。

ビタミンBl及びB2の 合有量の研究は,ス ラーヴァ号捕鯨母船団の第 5次

出漁で採取された南氷洋産鯨の種々の器官に就いて行われた。資料は,冷蔵
で送られ,温度は-8° に保たれていた。ビタミンBl(サイアミン)及び B2

(ジ ボフラビン)の検定は,ス タンダードと比較して,資料の溶液の蛍光性の

強度を測定する一般的方法で行われた。これにより,単独若くは,結合状態
で発見されるサイアミン及び リボフラビンの総量が甥らかにされた。

鯨の肝臓 10の材料について研究したが,捨 の中 5材料はナガス鯨の肝臓 ,
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シロナガス鯨の肝臓 4, ィワッ鯨の肝臓 1であつた。

得られた結呆 (第 7表)は,鯨の肝臓は単にビタミンAのみならず, ビタ

ミンBグループも蓄積してお り, しかして, ビタミンB2は ビタミンBlよ

りも肝臓中に多く合有されていることが分つた。

第 7表 南 ,K洋産鯨 の各種器官中のビタ ミン Bl及び B2の合有量

(l gr中 の ィ)

鯨 種 及 び 性 別

|

1資料数

ナガス鯨 5 1.3

1.9

6.8

1.5

3,7

1,6

4.5

2.9

2.9

万く明

10.1

6。 8

2,7

15.5

14.0

8.6

5。 4

5。 1

3.6

1,4

0,9

1.7

1.6

不明

不明

不明

限臓

2.9

3.2

2.43.2ン ロナ ガス鯨

１
■

つ
０1.8

肝 臓
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月図

B, Bl B2

1.5

2.6

0.7

7.4
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〃

〃

〃
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〃

″

4
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″

″

‐陸雌

〃

″
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〃

1.8

1.8

不 日月

20.9
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１
■
　
　
つ
０

一　

一

2.8

0。 9

1.7

0.5

不 明

″

(3)採 油 工 程

捕鯨母船スラーヴァ号の製油工場の各種系統のボイラーで,鯨の原料 (脂

肪,舌,骨,肉及び内臓)か ら採油が行われるのである。残岸として出来る

「 グラックス」は更に補足的に,採
:油するために,振動する舗と残津分離器即

ちスーパーデカンターにかけられる。

南氷洋捕鯨母船スラーヴァ号の科学班のェ業技術者 (力 ・ア・ムロチコフ
,

イ 。イ・ハ リコフ, ア・イ・グセフ)は 1949年以来, 採油装置十~真空装

置,開放式回転子又は閉鎖式回転子を有するボイラー,グ ラックスの処理設

備の全般的研究を組織自もに行つている。研究の目的は製造能力の増大及び採

油収量及び品質の向上のために,最良の運転方法を確立するにあつた。

実際に運転した結果,旧式の不完全な型 (垂直ボイラーーープレスボイラ
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一や加熱釜)の代 りに新型の採油ボイラーの採用が推奨された。

鯨の脂皮は大体真空装置によつて処理され,それは最大の油の収量に,極
良の品質を保証する。

真空装置で処理するための鯨の脂皮は,予め肉カッターで細分され,それ
からボイラーに投入され,そ こで高度の真空下で加熱によつて採油される。

抽出された油と,その構は円錐形の分離器に移され, ここで鯨油は,セ パレ
ーターに向い,糟はそれから更に補足的に採油するために圧搾機へ少しづつ

移動する。

真空装置における採油経過の研究のために,拾の装置にかけられた原料の

重量及び化学組成並びに製品 (油及び蛋白牛′刀質)の収量を精確に計算し,採
油実験を行つた。分析のために,油及び糟の試料が直接ボイラーより採頭さ
れ,更に油分離器ゃ圧搾器からも採T災 された (ボ イラーからは,10～ 15分毎
に,特殊の試験用選抜装置にょつて資料が採F戻 された。)

時には,脂防から水分の蒸発する動態及びボイラーで採油過程中の酸性油
の変化状態についての研究を行つた。

重量測定や化学分析の資料によつて,油,固形物及び水分の分析表が作成
され,採油原料からの採油率が決定された。

研究の結果,真空装置の製造能力は,採油原料の表面加熱について,その

熱伝導係数によつて高められることが示された。後者即ち熱伝導量は叉次の

ような多数の要素によつて支配される,円板表面の伝導する熱量及びその回

転速度,円板及び装置の本気外被に対する蒸気圧力,蒸気停滞を防止する設

備の運転速度,加熱される外被の温度と抽出された油塊の温度との差,真空

ボイラーにおける高層にある原料や,その他装置におlす る原料の高層部のす
べてから発散する水分の沸騰する温度等が要素として挙げられる。抽出され

た油及び蛋白性残岸の品質は油の加熱過程の速度及び均等性に依存し, しか

して, これには装置に原料を入れる程度〉真空の強度,装置内の原料混合率

が重要な意義を有している。

真空装置の工程の最良の作業方法が確定したので,脂皮,原料中の最初の

合油量から採油される率は 98～99%,原 料の重量に比し 68～70%が抽出さ

れるようになつた。

真空装置の採油方法の研究によつて,装置中の原料塊の煮沸開始の温度及

び残津生成の度合について,その過程の終了状況を定めることが出来た。こ

れらの指数は,製油過程の生産上の操作に利用することが出来る。
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圧搾された油を精製することについて研究したが,熱海水による新しい処

理方法が案出された。それは油の中に合まれた小さな蛋白質の小片が膨脹し

て,油 と容易に分離沈澱する作用によつたものである。

苦,骨,肉,内臓及び腹峡から,回転筒 (開 放式 と閉鎖式とあ り)の ボイ

ラー内で,蒸気による方法で採油される。

混合された原料から,油を抽出する作業については,開放式及び閉鎖式の

回転子のボイラーによる加熱採油過程及びグラックスから油を分離する過程

について,完全に詳細な研究がなされた。

回転筒のあるボイラーにて採油する際,大片に切られた原料は,圧搾され

たはげしい蒸気の作用を受ける。この充分煮沸されて得られた含油液は,多
量に油分離器に移され, ここで,油の分層夕分離が行われる。分離された油

は, セパレー ト。タンクに集められ,捨れからセパレーターにかけられる。

油を澄ませる際に出来るグラックス液は,油分離器の下部に集積され,定期

的にグラックス・ ラインと名付けられるラインヘ移されて,精製される。

開放式及び閉鎖式回転筒のボイラーにおl戸テる混合原料 (脂皮を除 く)の採

油試験で, ボイラーに投入さ>tた原料の重量及び化学組成,油の収量, グラ

ックスの量及び捨の組成が精密にィ計算された。採油工程を調整するために,

ボイラーから合油液,油分離器から油とグラックス,セ パレー ト・タンクか

ら油及びセパ レーターの油が実験資料 として採取された。

開放式及び閉鎖式回転筒のボイラーにす同時に脊椎骨,頭骨,肋骨,腹背

部の肉,舌,下頚,内臓 (但 し肝賊 と腸を除 く)わく投入された。上記各種の

原料の合油量は 2。 5～60叉は 62%の 相違があ り, ボイラーに 投入された原

料の平均合油量は 20～25%で ぁる。

開放式回転筒のボイラー内の混合原料の処理によつて得 られる生成牛/刀 を組

成する諸牛/刀質の構成を調べた結果, 全原料の約 23%の生成物が 蒸気によつ

て生成され沈澱した。 油分離器で 集められた油の量は, 原料の合油量の70

%,全原料の約 15%で あつた。グラックスには,原料の総合油量の 28%の

油が残つてお り, グラックスの数量は,原料の重量に対 して 100%以上であ

る。

閉鎖式回転筒のボイラーによる混合原料の採油では,ボイラー中にたまる

沈澱物の量が,原料重量に対 して約 22%で ぁつた。 油分離器で 集められた

泊の量は,原料の合油量の 75%,全原料の重量に対して 16%であつた。出

来たグラックスの量は原料の重量に対 して, 106%で ,→由のグラックス中の
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平均合油率は 4.5%に 相当し,従つてグラックス中の油の総量は,原料の合
油量の約 23%でぁった。

試験操業の結果,骨原料と肉原料を別々に処理する方が混合原料の処理よ
りも,油の抽出がより完全に確保されることが決定された。開放式回転筒を
有するボイラーで,骨原料ばか りの採油の場合,精確な工学的方法によれば
油分離器で集めいれた油の量は,骨の合油量の75%で ぁった。高度の採油
率は腹膜ばか りの抽出の場合で,原料の全合油量の85%に達した。
振動鈴と分離器でのグラックスの加工は,油の総収量を著しく高めた。
振動節 (種 々の傾斜角,振動の程度,種々の網目)及び分離器並びにグラ

ックスの受下えタンクの合理的利用方法につぃての研究が,現在の機械で, こ
のグラックスの加工過程を改善する ことを促進し, 油の増収が可能となつ
た。

振動鈴及び分離器の助けによつて, グラックスの精製がよく調整されたこ
とによつて,油の収量が 10%も 増加した。このように して, 回転筒を有す
るボイラーにおいて,本気で, 鯨の原料を精製する際, 採油量は 85%に達
するに至つた。振動舗ゃ分離器よりなるスーパーデカンターによつて, グラ
ックスからの油抽出量は,油の収量を 15～20%も 増大し, これに よつて,

油の総抽出量が原料の合油量の 90～95%に達した。
鯨体各部の完全且つ合理的な処理によつて,全体で鯨体から,採油可能な

量はどれだけかと言 う問題が大なる関心をひいている。このような実験を行
うことは,鯨体が非常に大きい結果,非常に困難であるにも拘らず,適当な
測定が行われた。 1頭の鯨から得られるあらゆる種類の原料の加工によつて
一一例えば,ナガス鯨 (脂皮,腹膜,骨,肉,内臓)では総採油量は鯨体の
総重量の23.5%でぁることが分つた。

(4)油 と皮革を得るためのマッコウ鯨の脂皮の圧搾

油をとる■めに, 鯨の脂肪を加工する際, ボィラーデで煮熱する方法で
は, 採油原料中に合まれている結締組織性蛋白質が破壊されて利用されな
い。

皮革工業研究所及び全ソ水産研究所の仕事によつて,油を除かれたマッコ
ウ鯨ゅ脂皮の結締組締は,皮革製造及びゼラチソ並びに膠の製造のために良
い原料であることが半」切した。皮革工業のために有用なのは,マ ッコウ鯨の
胴の脂皮の表層厚さ 20 mm,頭皮だけでは厚さ 40 mmだけである。
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皮革製造の目的で,脂皮の結締組織を得るためには,高熱やはげしい蒸気

を使用することなしに,それを脱脂しなければならない。捕鯨母船や沿岸基

地の条件において, この目的のために,溶媒を使用することは困難である。

水圧による圧搾で,脂皮から油を抽出する工業的方法の予備試験 (全 ソ水

産研究所 1950)を行つた結果,脂皮の圧搾による脱脂及び圧搾された残 りを

皮革製造のための多量の原料に利用することが,出来ることが Hノ弓らかになつ

た。 195孔 年には, 試験が継続され, 脂皮の圧搾は,圧延用プレスが使用さ

れた。このプレスによつて,厚 さ 16及び 30 mmの マッコウ鯨の脂皮表層

の厚板に 50～300 kg/Cmの 匠力をかけた。実験によつて,250 kg/cmの正

力の圧廷筒に,脂皮を 8回通らせることによつて,厚 さ 16 mmの 脂皮の厚

板から, 油の収量が脂皮の最初の合油量の約71%, 厚さ 30 mmの厚板か

らは,僅かに 49%の採油が示された。圧力を減らすと, 油の収量が捨れに

応 じて減少した。このよ♭に実験室の分析によつて採油率の高上をはかるに

は,脂皮の厚板をより薄くし,圧力をより高くすれば,それだけ良い結果が

得られることを示した。

半ば生産的規模での実験のために,長さ 1。 26メ ートル,直径 0。 4及び0,35

メートルの 1対の覆のない表面に濤のある[延筒を有する特別に組立て直さ

れた平滑光沢出し機が使用された。

実験の目的は,採油量に対する脂皮厚板の厚さ,厚板を円筒の間を通過さ

せる速度及び回数並びに圧力の程度の影響を確定するにあつた。圧搾にはマ

ッコウ鯨の塩蔵脂皮が使用された。

脂皮厚板の厚さと採油との関係を測定するために,15,25及び 40 mmの

厚さの厚板をプレス円筒間を通過させた。他の条件はみな同一である。脂皮

厚板の幅0,5メ ー トル,長 さ 0。 7～ 0。 5メ ートル, 円筒の間を通過させる速

度は 1。 2m/分,圧力は 170 kg/cmで あつた。

厚さ15 mmの 脂皮の厚板を 4回通過させることによつて,油が 44。 3%抽
出され,厚 さ 25 mmの脂皮の厚板から,同回数のプレス間の通過によつて

23.3%が 抽出され,厚 さ 40 mmの 厚板から,その3倍の回数プレスを通過

させることによつて,39.2%の 油が抽出された。このようにしてぅ厚板の厚

さと採油量の大きさとの間に,逆比例的関係があつた。

更に,実験によつて,薄い脂皮の板が作られた, この板はマッコウ鯨の胴

部の脂皮の上層厚き 20 mmを 3層に切つたものである。即ち第 1層 (表層)

は厚さ 4.5ん5mm,第 2層は厚さ 6～7mm,第 3層は厚さ 7～8mmで ぁ
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つた。

圧搾円筒に脂皮厚板を通過させる最良の速度を決定するために,0.6,1.2,
2.4m/分 の速度で,円筒を回転する実験を行つた。脂皮平板の幅は約 70 cm
でおつた。1枚毎に4回円筒を通過させ,円筒間の圧力は,最初は 45 kg/cm

から4回 目には 120 kg/cmま で,各々の平板に対して圧力を増加した。0.6

m/分 の速度で通過させて,脂皮平板の重量の減少は 18.7%で,12m/分 の速
度では,15。6%,2.4m/分 の速度では9.3%で ぁにた。 このようにして平板
を通過させる速度を 0.6m/分から 1.2m/分 まで増大することによつて, 脂
皮板の重量の減少は 16%になつた。更に脂皮平板の通過を 2.4m/分 まで速
めることによつて,その重量の減少は,殆んど2倍になつた。平板を通過せ
しめる種々の速度により, プレスの生産力の相違に着目して調査した所,平
板の通過速度は 1.2m/分が最好であると思われた。

圧力の最適の強度を判定するために, 幅 60～ 77 cmの マッコウ鯨の塩蔵
の脂皮の3層の平板を圧力 60,120及 び 180 kg/cmに てプレスした。
各られた資料では,120 kg/cm以下の圧力を適用することは非合理的であ

り,寧ろ圧力 180 kg/cm叉 はそれに近い圧力を脂皮に加えた方が良いЬ 何
故ならば,180 kg/cmの 圧力の方が,120 kg/cmの プレスと比較して, 5。 8

%採油率が高上した。180 kg/cm以 上に圧力を増大することは, この為に組
織が完全に破壊される故に不可である。

脂皮平板の圧搾による重量の減少の測定によれば,脂皮平板の第 2,第 3

層は, 1対の円筒間を8回,脂皮平板第 1層は 4回通過させねばならない。
円筒間に,脂皮平板をそれ以上通過させても重量には変化がない。

同一条件において,採油量は,脂皮の最初の合油量によつて変化するもの
で,脂皮の油の合有量が多ければ捨れだけ採油量は多いことが認められた。
マッコウ鯨の 20～21 mmの 厚さの脂皮の全表層を 5～8mmの厚さの平板
にまで圧搾するとによつて, その採油率は85%以上であつた。脂皮の採油
で,残 りの合油量 (完全に乾燥した物質に対する%)は,第 1層では6.4%,
第 2層では 13.7%,第 3層では (8回 の圧搾によつて)-10。 3%でぁった。
このように油の合有量を圧搾した第 1層はベル ト皮の加工に,第 2及び第 3

層は衣服,靴等の端皮の加工に用いられる。

最近,極東方面の沿岸捕鯨平ンビナートにおいて,捕獲されたマッョゥ鯨
のすべてより,脂皮の表層 (皮革層)が硬革製造用に採取され,産業化され
ている。この種の原料の脱脂のために,現在特に 2対の横プレス筒よりなる
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機械が製造された。

(5)鯨体のゼラチン原料の採取

!鯨体を蔽つている脂皮層は,脂肪,蛋白質,水分及び無機塩からなつてい

る。ノ蛋白質は主として, コラーゲンよりなつていて, これはゼラチンの製造

に有効である。採油のため脂皮を高温処理 (高圧蒸気による)す る一般的方

法では, コラーゲンは変質して,ゼ ラチン製造に利用出来なくなる。脂皮の

コラーゲン質の変質を防止するには,水圧圧延用プレスによつて,油を機械

的に搾出することによつて逮せられるのである。

極東地方の鯨のコンビナートから入手したマッコウ鯨の塩蔵脂皮及び捕鯨

母船「スラーヴァ」号提供のナガス鯨の冷凍脂皮 (腹側の脂皮)について研究

された。鯨の脂皮からゼラチンを得る方法についての研究は,獣肉産業にお

いて行われているゼラチン製造の技術を基礎にして,実現されたが,その方

法には次のような相異があるとい うのは結締組織を脆弱化するために「灰汁

につける」代 りに,予め脂皮の脱脂を行 うことなく,ゼ ラチン質の肉汁から

油を分離出来ることを勘案して,無機酸を原料の精製に使用した。

実験のために,使用されたマッコウ鯨の脂皮層は,水分 8.7%,油分79.3

%,乾燥した脱脂糟 11。 5%, これは約 80%が コラーゲンであつた。脂皮の

塩や機械的汚損を水洗した後細分し, 1%塩酸溶液に 1昼夜聞処理する。こ

の際脂皮は非常に水膨れし,液の上層に脂皮の油約 21%が分離した。

処理用の塩をすべて 4回 にわたつて水洗し,酸で処理して脂皮の目方は約

2倍に増加した。水潰けの脂皮は毎回約 2時間にわたつて,順々に 3回水煮

する。第 1回の水煮は 88° で,第 2回及び第 3回では 95° で行つた。得られ

た肉汁は,黄色から黒黄色を呈していた。第 1回及び第 2回の水潰で得られ

た肉汁は冷却したときに不完全なゼリーとなつたが,第 3回 目の水煮の肉汁

はゼ リー状にならなかつた。脂皮の加工過程中に集められた油の総量は,加

工までに脂皮の合油量の約 77%で あって, 約 3%の油が肉汁に移行した。

肉汁を乾燥した後に得られたゼラチンの見本は,不透明で褐色を帯び,やや

塩辛い味と,特殊な臭気があつた。このような実験によつて,脂皮より油を

予め分離しておかねば,満足すべき品質が得られないことを示した。

次の如き実験で,脂皮の脱脂が行われた。

ば)水圧による搾出    1
1口l ディフロィルエタンによる処理
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lア )`両者組合せ方法――最初は圧搾で,その篠デイフロールエタンで抽出
する。

細割されて塩蔵ゃ冷蔵された脂皮を圧搾して,その合油量の 70～80%が
水圧によつて分離された。 3国連続的にデイフ宦―ルエタンによる処理で,

75%以上の油が抽出された。 月旨皮の圧搾と抽出の組合せ加工方法の適用に
よつて,油ォ約 85%採取することに成功したが, 圧搾した脂皮をデイフロ
ールエタンで温度 35° に加熱し,油を 3回抽出すれば, 91～96%の 脱脂が
行われる。脂皮からの採油量は,加工方法のみならず,その合油量に依存す
ることを忘れてはならない。例えば,最初の脂皮の合油量が 30～32%でぁ
るときは,圧搾によつて 66～70%の油しか得られず,合油量 82～84%の
脂皮の場合は,同条件で 84～92%の油が得られた。

色々と実験された結果,次の如き脂皮の予備加工方法が提唱され。
予備工程の機械によつて,脂皮は水圧式圧延プレスでの油の圧搾条件に適

した大きさに切られる。塩蔵皮は切断まえに流水で洗膝される。脂皮の切断
の際に,捨れに含まれている油の量に従つて若千の油が出る。 /■―の次の圧搾
によつて脂皮は油の大部分を搾出される。

搾油された脂皮は,脂皮切 りで細害」され,々の後ディフロールエタン叉は
ベンジンで 3回加熱せずに抽出されブた。搾油された脂皮の重量の 150%の量
に溶解され,抽出は平均 6～8時間行われる。その後の上澄をとつた溶液か
ら油を実際に集めて見ても, 1%を越えなかつた。脂皮の脱脂済みの残 りか
ら,それについてぃる溶液を除去するために, 35°Cの温水で撹丼し乍ら洗
除し,残つた脂皮は遠心分離機で余分の水分が除かれる。

脱脂されたマッコウ鯨の脂皮からゼラチンを取るために,塩酸溶液で処理
し,洗膝後前記の通 り, 3回温水処理を行つた。極々の実験において,塩酸
溶液の濃度及び数量,熱処理の際に脂皮に加える水の量を色々と変えて実験
した。毎回温水処理は 2時間づつ行われ,第 1回 目の温水処理では,75～ 80
°Cで行ゎれ, 第 2回 目は 90～95°C, 第 3回 目は 95～ 98°Cで行われた。
前以つて圧搾及び抽出で脂皮の強力な脱脂がなされているにも拘らず,若千
の実験において,脱脂された脂皮の酸性処理や温水処理の際,液体の表面に
油が浮んでいるのが観察さ,■′たが,搾 出とディフロールエタンによる抽出と
両方法を行つた場合には, このような油の分離が認められなかつたもしかし
乍ら,更に脂皮の処理において,油 の採瑕が充分でないことを考慮して (約
87%),温水処理の後に油がまだ残つてお り, わずかであるが, 肉汁中に発
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見されることは当然考えられることである。

ゼラチンの煮出液の PH度は,種々の実験で 4.5～ 6.0の 変動が見られた。

単に圧搾か又はディフロールエタンによる分離か,何れかによつて脱脂さ

れた脂皮から得られたゼラチンの見本は,贈色を呈し,油 のエマルジョンを

合有するために不透切で,特殊の後味と臭気を有していた。両者併用の方法

で,充分に脱脂された脂皮から得られたゼラチンの見本は薄い香と薄栗色の

色を有していた。

ゼラチン液を精製するために,活性炭素の混合法を適用した。沢素を液か

ら分離するには,普通のβ過装置では満足すべき結果が得られなかつた。即

ち,溶液が充分清澄にならず,叉 ,ゼ ラチンの炭素に吸著される現象が筑察

された。そこで遠心分離機による分離により, より透明にして清澄な液を得

ることが保証された。

清澄な液から得られるゼラチンの小板は,14～16時間, 27～ 28° に暖め

られた気流の乾燥室のメンクで乾かされた。得られたゼラチンの薄片は,前
の見本と違つて, より光沢を有するが矢張 り変つた後味を有する。マッコウ

鯨の塩蔵脂皮から製せられるゼラチンの物理化学的性状は第 8表に掲げる通

りである。

第 8表 ゼラチンの物理・化学的性状

ゼ ラ チ ン の 指 数

ゼ ラチン分溜液

1灰 %分
|

1,7

0.9

15つ/。 溶液
の糀度E°

11.4

5。 6

10%ジ エ リ
ーの硬度
冨r/cコn2

2200

900

10°/ρ ジエ リ
ーの溶解温
度

32.0

27.9

水 分
色%

第 1回温水処理

第 2回温水処理

15,8

11.6

色

色

掘淡

裾

第 1回温水処理液によつて得られたゼラチンの見本は,色を除いてすべて

の品質指数の点で食用ゼラチンの標準の要求に適つていたが,第 2回温水処

理液によつて得られたゼラチンの見本における粘度の低いこと,比較的暗色

であることで,それを食用に供することは許されなかつた。

ナガス鯨の冷蔵脂皮の加工にようて,前記の工学的過程と余 り相違のない

過程で,それを透明にし,特殊の臭気を除去するために,ゼ ラチン液の脱色

脱臭方法を適用した。 (ゼ ラチン液は, 活性灰素を混合して後,速心分離器

で 70～ 80°Cに温めて更にβ過した)。  4回の実験で 9の ゼラチン見本が得

られた。(夫 々各国の分溜液から魯られたものである)。 しかして, これらは
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満足すべき物理―一化学的指数を有していたも即ち水分 8.4～ 13.0%,灰分

0.4～ 0。 9%,15%溶液のエングレール式粘度 6。 3～43。 4°,10%ゼ ェリーの

硬度 1300～2900 gr/cm2,lo%ゼ ェリーの溶解温度 30。 5～35,0° ,色は微か

に黄色がかつていた。

水分,灰分の合有量,ゼ ェリーの硬度,溶解度については, ゼラチンの見

本 9が全部,粘度については 2の見本が第 1級品以下, 更に 2の見本が第 2

級品以下の品質を示した。

鯨の脂皮からのゼラチンの収量は,最初にその脂皮に合まれている油及囲

形分の合有量に依存するものである。我々が行つた実験により, ゼラチンの

収量は脂皮の残留固形分に対して 54～85%であり,鯨脂皮の最初の重量に

対して 10～16%でぁつた。

研究の結果, 鯨の脂皮より良質のゼラチンを得る可能性が明らかになつ

女こ。

鯨の脂皮の脱脂過程が,良質のゼラチンを得るための本質的な影響を有す

る。何故ならば脱脂された半加工品に油が極 く小量摩くまれていても,製造

されたゼラチンに特殊の臭気と後味を与えるものである。

(6)鯨肉より乾燥蛋自の製造

鯨肉は 20～26%の蛋白質を合み,それから種々の蛋白質精製物質特に乾

燥蛋白を得ることが可能である。

乾燥蛋白の応用範囲は非常に広い。食品工業において動物性蛋白質に富む

パソ製品,若千の英子製品, アイスクリーム, ソース及びマコネーズ製造の

際に,蛋白の泡立つこと,エ マルジョンをなす性状が利用される。乾燥蛋白

は細菌培養基の媒体の作成に,ペ プトンの代用として使用され, また繊維工

業その他に応用される。

全ソ水産研究所の研究によつて,完全な乾燥蛋白を,すべての種類の鯨,

ナガス鯨,ザ トウ鯨,シ ロナガス鯨及びマツコウ鯨の肉から作成することが

出来る。

乾燥蛋白を鯨肉から製造する工業的過程の研究の際,乾燥蛋白は光沢を巡

つこと,異味異臭を有せざること,泡立ちが良いこと,含油量が最小である

ことの食用工業上の諸条件を満たすように努めた。

鯨肉は締締組織を多量に合んでいる所謂粗肉に類するもので泌る。ヘモグ

耳ビン (ミ オグロビツ)が多量に合有されており,その変化物の生成が鯨肉
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に時赤褐色の色をつける。それ故に,鯨肉より乾燥蛋白を製するに際して,

重要な点はコラーゲソやェラスチン型の粗蛋白より筋肉蛋白を加工,分離す
る際,脱脂すること及び分離された筋肉蛋白を切らかにすることでぁる。

コラーゲンの除去は薄い有機酸溶液で,肉を加熱することによつて達せら
れる。製造条件として最も手頃なのは酢酸でおる。

原料から筋肉蛋自の分離 (H月 色)は,肉又は蛋白の溶解の処理,即ちある
化学試剤,例えば亜硫酸ガス,過酸化水素水,塩化石灰又は活性沃素によつ
て可能である。生産的に最有効便利な方法は過酸化水素液を使用することで
ある。

蛋白質の脱脂には,適当な有機的溶解の方法が必要でおる。  ・

乾燥蛋白の工業的製法は次の通 りである。脂肪及び腱を除去した肉はひき
肉に細割し,0。 5%の酢酸溶液で加熱し, これを溶液一―骨膠――化するこ
とによつて■ラーゲンを分離する。塩蔵肉は予め水洗する。酢酸による熱処
理の際に,漂白のために 1%の過酸化水素水を加える。酢酸及び過酸化水素
水の操作後, 肉の残物は洗洛水の反応が中性になるまで,水で洗深する。酢
酸及び洗膝水の混合物の部分は遠心分離機にかけられ,余分の水分をプレス
によつて圧出する。酢酸による肉の加工及び残留の塊の[搾によつて,若千
量の油が除かれる。プレスにかけられ′た塊に合まれる油は,デ ィフロールニ
タンで抽出される。油の溶媒中ディフロールニタンは最適と思われる。何故
ならば, ディフロールエタンは歩ヒ較的安価で,火災関係の危険がなく,蒸気
を少し通ずることによつて,蛋白質の塊から容易に除かれ,特別の臭気と味
をいささかも残さない。

鯨肉には 2～12%の油が含まれている。 (平均約 6%)蛋白質の塊からデ
ィフロールエタンによつて脱脂された後はュ最初の原料に含まれていた油の
平均 90%が脱脂される。 脱脂によつて得られた塊は, 蛋白質の精選物とな
り,次の如き化学組成,水分一-10～ 12%,油―-1%以 下,鉱物質 (灰分)

一-1%以 下,蛋白質 (N× 6.25)一-86～88%を示す。

脱脂された蛋白質の塊は,蛋白を溶解し得る状態にするために 2%の 苛性
曹達溶液で 65～70度に加熱する。

アルカリ加工の初めには,蛋白の塊は急激に膨脹し,そ の後加熱と悦伴に
つれて,緩 I隈に溶解し,膳色を呈し,溶液は次第に色を変え透明な同質の液
体一―砥白のアルカリ溶凍となる。溶液の色は大体黄色乃至褐色である。

アルカリ処理の操作の継統時間は,原則として,酢酸の肉加工の操作が奥
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く行われれば捨れだけ充分にコラーゲンが分離されるのである。

ノ五白質のアルカリ溶液は 10%酢酸によつて PH7.2～ 7.5ま でにする。PH
7又はそれ以下で, プロティン・ナ トリウム塩が溶解せずに,沈澱物となつ

て溶液から分離する。

蛋白質の溶液の中和後,過酸化水素水で深白される。これは予め 40～ 45°

に加熱された蛋自の溶液に 2%ま での量を加える。蛋白溶液は過酸化水素水

による深白後は,淡黄色又は黄色を呈する。若し酢酸による肉加工中,々 の

肉塊の漂白が行われないと,蛋白溶液は中和後非常に黒色となつて,捨の環

白は困難になる。

蛋白の漂白され中和された液は乾燥される。 700～720 mm脱気した真空

粉挽式又は真空噴霧式乾燥器にかける方が良い。真空でなくて,高温で溶液

を蒸発して乾燥することは蛋白が変性する消それがあるから避けるべきであ

る。

真空噴霧式乾燥器で乾燥された蛋白は,真空粉挽式乾燥器で乾燥さ
'1,た

も

のよりは光沢がある。乾燥した蛋白は径 0。25 mmの舗にかけられ,ガ ラス

又は耐塩素の風袋にて包装される。

蛋白の収量は肉原料の重量の 13～15%で ある。

乾燥した蛋白の品質は次の如き特性を有する,(1)有機的一一色, 味, 臭

気 (2)化学的――水分,油分,灰分,蛋白 (3)物理化学的―一溶解度,泡

沫性及びその強度。

前記の方法で鯨肉から得られた乾燥蛋白は,日月るいクリーム色を呈し,蛋

白の水溶液は淡黄色か切るい肉桂色を呈する。味は蛋白本来のもので別段相

異がない。乾燥蛋白の平均化学組成は,完全に乾燥したもので次の通 りであ

るρ油二一-1.2%,蛋白一-86.0%,鉱 物質一-12.5%,鯨肉から得られた乾

燥蛋白の溶解度,泡沫性及びその強度は本来の卵から製せられた乾操蛋白に

似ている。

(7)鯨の肝臓の線合的利用

鯨の肝臓の重量は 1200 kgに 達し,鯨体重量の平均 1.0～1,6%に相当し

ている。肝臓はビタミンAに富み (各種鯨の肝臓 l gr中に ビタミシAが
500～ 3900国 際単位発見された), ビタミンAの結晶を得るために利用され

る。 肝腋にはビタミンAと 共た, ビタミンBl,B2,B12及 びフオリエフ酸

(現在利用されていない)が多量に合有さ漁′ている。
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ビタミンAは脂溶性で,主 として肝油中にあり, 一方ビタミンBグルー

プは水溶性で肝臓液中にある為め, この極めて価値の高い鯨の肝臓をビタミ

ンA及び Bと 別々に利用することが出来るのである。

ビタミンBグループ, 特にビタミンB14は抗貧血物質であ り, これは血

液の種々の病気,特に悪質の貧血の場合に極めて有効である。

1951～ 1953年に行われた全ソ水産研究所の研究に よつて, すべての種類

の鯨の肝臓は,有角家畜のものと同様に,医薬として抗貧血剤の製造に良く

利用されることが判甥した。鯨の肝臓から薬剤カムポロン・エム eジ ェ及び

抗貧血剤エム・ジェが作成され, これらはソ連の多くの病院で試験され,悪
性の貧血の治療に非常に良い評判を博している。

カムポロン。エム・ジェの製造方法の研究のために,捕鯨母船スラーヴァ

号で貯蔵された鯨の冷凍肝臓で利用された。

鯨の肝臓からカムポ
「

ン。エム。ジェの製造過程は次の通 りである。細割

された肝臓は,それ′より液汁を分離し始めるまで加熱し,その後圧搾する。

得られた液汁原料は,そ の容積が半分くち いになるまで蒸発し蒸気によつて

生 じた蛋自の部分は涼過する。涼過液から,それに残つた蛋白を選別するた

め, アルコールを添加し,混合物を 36～48時間内に沈澱させ,そ の後,ノ玉_

白沈澱牛′〃を分離し,溶液を真空のもとに蒸溜する。これによつて溶液からア

ルコールのすべて及び水分を除去する。蒸溜は液体の比重が,1。 18～ 1。 14に

達するまで続けられる。濃縮された液体を5分間,残 りの蛋白を沈澱させる

ために,温度 92° まで加熱し, フエノールを加え,殺菌状態を検査の上 2ml

の細頚壌に詰める。 アムプルの製剤は 30分間 70° で パス トゥール氏殺菌保

貯法を施す。

製剤より蛋白物質を除去するため,主たる最も複雑な操作がなされる。蛋

白の完全の沈澱するために加える必要なアルコール量は,種々の濃度のアル

コールによつて肝臓液から分離される蛋白の程度で決定された。この為に 8

本の試験管に 10 mlづ つ 95° のアルコールを注ぎ,それから種々の分量の

肝臓液 (1.2～■,8 ml)に アルコール濃度が 45～80%の範囲になるように注

ぎ込んだ。そして試験管の溶液をよく混合して澄ませる様にした。

24時間後生じた蛋白沈澱物を渾過し, β過液は 20%の トリクロール酢酸

で完全に蛋白が沈澱したかどうか検査した。この実験の結果,蒸気にかけた

肝臓液から蛋白を沈澱させるには, アルコールの量をその溶液中の濃度を

70～75%になるようにすべきであることが判切した。叉, ビタミンB12の 抗
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貧血剤は,70～75%濃度のアルコール溶液に溶解することが知られている。

か くて, アルコール70%溶液より蛋白を沈澱させることに よつて, ビタミ

ン B12の損失が防止されるのである。

上言コのアルコールの最適濃度を》、つて蛋白を沈澱せしめることで製作され

るカムポロン製却Iは ,細頚壌に 1～2週間保管されることによつて沈澱物が

分離 した。この沈澱物は乾燥物質の計算で,2。 5～3.4%の普通の窒茉分を合

み,肝賊液に蒸気を通 じ年ら, アルコールを作用しても沈澱しない窒素を合

む非蛋白質があることが特に示された。

蛋白と同様多 くの蛋白でない窒素物質,例えば, アミノ酸,ポ リペプチィ

ド, ウクレオヂ ド,核酸がアムフオ リット (両性電解質)であ り,そ のため

に一定の条件において等電位の性質を有する。

4れ故に作製された薬斉1に貯蔵中,窒素を含む物質の沈澱することを防止

するために,そ のPHを変化させて,4れに含まれる合窒索物質が+叉は一

か,絶えず同一状態にあつて,それによつて溶解状態にあるようにすること

が必要である。

各種鯨の肝破液の蛋自の等電位の決定は,マ クイ リウイン法によつて行わ

れ, それは酸性の範囲内にあつて, PH 5,0～5.3に相当することが示され

た。この測定に基いて製作されたカムポロン製却1に ,苛性曹達液を加えて,

肝賊液の窒素物質が荷電状態にあるよ )な PH(PH約 6.0～ 6.2)に おかね

ばならないと結論された。

この状態は多 くの実験で検査され,そ の実験に第いて,上記の方法が応用

されて,4の製沖Iは長期貯蔵によつても透明であ り,沈澱を生 じなかつた。

ナガス鯨,シ ロナガス鯨,ザ トウ鯨の肝臓からカムポロンの芽と造方法は ,

イワシ鯨やマッコウ鯨の肝臓からカムポロンを作成する方法 とは若千違つて

いる。イワシ鯨の肝臓を煮熟しても圧搾が困難である点より見て,構造上油

が密着しているものと認められる。マッコウ鯨の肝臓はよく圧搾され, これ

によつて多量の液汁原料が得られるが,結局, ヒゲ鯨の肝臓からの液汁より

は団体の合量が少い。ヒゲ鯨の肝臓の加工において,比重 1.1の 煮熟した液

汁の重量は,原料液汁の重量の 25～40%であるが,マ ッコウ鯨 と同比重の

煮熟した液汁の重量は原料液汁の重量の 14～15%で ある。

カムポロンの収量は,肝臓の水分 と密接な関係がある。

貯蔵の際に,冷凍がとけてしまつて,捨の為に液汁が失われた冷凍肝臓を

利用すれば,好条件で貯蔵された冷凍肝賊 と比較して,製剤の収量は少なか
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つた。製剤の収量は,又肝臓煮熟の方法及び圧搾によつてよく分離される液

汁と関係がある。

肝臓の煮方が悪い即ち煮過ごした為に,症搾による液汁は完全に分離しな

いことがある。カムポロンの収量は肝臓重量の平均 5%で ぁる。効果的な抗

貧血物質は長期間の貯蔵しても,製剤中で破壊されるようなことはない。カ

ムポロン・エム 。ジエの製造のために,特に母船において新鮮な鯨の肝破か

ら作られた半製品を利用し得ることが実験的に証明された。

半製品は普通の状態で煮熟して得られた肝臓の液汁で, フエノールを加え

たものである。捨れは捕鯨母船「スラーヴァ」号で作製され,金属確,ブ リ

キ製樽及び硝子製胴太大民に荷造された。ブジキ製の樽及びブジキ罐に荷造

された半製品は殺菌をうけ,甲板上で外気の気温において貯蔵され,硝子製

の胴太大最の半製品は殺菌せずに,温度 0° の冷蔵室に貯蔵された。

半製品からのカムポロン製斉1は ,鯨の冷凍肝臓から得られる液汁を煮熟す

る場合と,同様な過程で作られる。

半製品から得られた製斉1は,減菌板をβ過した後,あ らゆる場合にフ三ノ

ールによつて貯蔵されていたので,殺菌状態は良好であつた。

半製品より製作される製剤で平均〉ヒ重 1.08の収量は 35%でぁつた。半製

品から製造されたカムポロン・エム・ ジエは新鮮な冷凍肝臓から直接製作さ

れたものと,効用上相違がない。

カンポロン・エム・ジエィょ 22～26%の回形分を合有し,褐色の液体を呈

し,その中灰分は 4%,一般窒素 1～3%で ,蛋白に対するトリクЁニル酢

酸の反応は一つである。製斉1 lgr中にビタミンBlが 4.0～ 13.2γ, ビタミ

ンB2が 1・ 8～ 13.lγ , ビタ、ミンB12が 0。 15～0.20γ , それからフォリエフ酸

が 36～37γ 含まれている。

液汁を肝臓から分離した後,カ ムポロン製造の際に生ずる肝臓の残 りの部

分は所謂「圧搾肝臓」と呼ばれて, ビ丹ミY⇒ ゅ濃縮及びミールの製造に

利用される。肝臓の煮熟及び圧搾によつて,ギ タミ∫ン Aは破壊されず,実
際完全に圧搾された残物中に保持されるこ とが研究で分つた。圧搾肝臓 (第

9表)は,平均約 50%の水分と8～12%の油を合んでいた。ビタミンAの

合量は,圧搾肝臓 l gr中 に 1500～900o国 際単位を合んでお り, この生成

量は最初の原料のビタミンA合有量に依存している。若しも, ビタミン A
が,特に肝油中にあることより計算すれば,圧搾肝臓の油 l gr中 にビタミ

ンA,80,000国 際単位まで含んでいる可能性がある。
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第 9表

鯨 冷 凍 肝 臓

ビタミンAの含
量 ,lgr中の国
際単位

圧 搾 肝 臓

ビタミンのA含量,lgr中
の国際単位

つ
/。

分析により発 理論上の計算
見さ″lフ た の に よる の

水 分 水 分

種
°
/ρ

ナ ガ ノヽ 鯨

ン ロナガス鯨

マ ッ コ ウ鯨

70。 10

71.60

76.90

70,40

76.30

76,90

77.10

2000

930

2500

2630

1900

3000

4000

53.00

47.30

43.90

42.50

49.50

43.50

43.50

2700

1700

5500

5000

5000

7000

9000

3100

1700

6000

5100

4100

7300

9100

″

〃

″

″

圧搾肝臓は乾燥のまま塩蔵され (肝臓重量の20%の塩),3ケ 月間 16～ 25°

の温度で貯蔵に耐える。 これによつて圧搾肝臓中のビタミン Aの合量は事

実変化しない。(第 10表 )

第 10表

鯨
　
　
種

圧 搾 肝 臓 塩 蔵 圧 搾 肝 臓

水 ユ里合
分

°
/。

シ ロナガス鯨

ナ ガ ス 鯨

水 分
%

45,2

42.8

50.0

53,9

ビタ ミンAの
含量,lgr中

蔵

の 国 位
期間
(目 )

ビタ ミンA含登 ,

lgr中 の国際単位

450

2500

4500

1100

%

13。
10

12.5

14.3

13.4

″

　

　

″

圧搾肝臓の貯蔵についての実験,即ち温度 -8° の冷蔵状態や,大気中で

乾燥する方法何れも良い結果を示さなかつた。

圧搾肝臓からビタミン Aを とるには; 塩蔵及び冷蔵肝臓何れも同様な方

法で採取される。それは軽いアルカリ加水分解か,溶媒による方法である。

しかし後者の方法が推奨される。何故ならば, ビタミンの大なる収量をあげ

ることが出来ることと,その外に,飼料原料として,蛋自の大部分を保存す

るからである。圧搾肝臓をよく砕いて,若千量の肝油等をこれに加え,デ ィ

フ言=ルエタンで加熱しながら抽出する。塊よリビタミンを抽出する際,デ

ィフロールニタンの蒸気と共に,水分が蒸発し,抽出器には,新 しい透明な
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500

2200

3700

900

６６

９２

６４

９８

44.8

31.4

35.6
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溶液が得られる。このような過程によつて,抽出は抽出さるべき塊に水分が

20%以下になるまで行われる。抽出後,溶媒液をF過 し,水分を除いた塊は

純粋なディフロルエタンで更に 2～3度抽出される。

これらの抽出によつて得られた抽出液は油を精製するために一緒にアルカ

リ加工を受ける。若し油を得るために,精製されない抽出液から溶媒が真空

状態で蒸発されれば, ビタミンAを多量に合右する油が得られたとしても,

非常に品質が低く,暗色で, どろどろしてお り,嫌悪の臭気を有する酸化油

で酸度は非常に高い。(126ま で)

この種の魚油の精製についての実験で,現在までに欠Hら れている所では肯

定的な結果が得られなかつた。 捨れ故に鯨の圧搾肝臓からビタミンAを生

成するのに, ヴェ・ぶ 。アレクサンドロフの提H昌 による工業用魚油の精製方

法を抽出液の油の精製に応用した。

抽出液を精製する最も良い方法を解現する多数の実験が行われ,その実験

で抽出液に加えるアルカリ (NaOH)の数量及び濃度並びに加熱方法につい

て種々の実験が試みられた。抽出液にアルカリを混入するには絶えず撹丼し

ながら満下する。抽出液の中和は,15～20分聞,温度 40～ 50° に加熱して

行われた。叉一方加熱しないで行われた。抽出液にアルカリを加えて,そ の

まま18時間放置した。これによつて石鹸が,抽出液の表面一面に密着した。

エマルジョンの現象は見られなかつた。中和した抽出液から石鹸を分離する

ために,布又は紙の涼過器で充分β過し得ることが判明した。抽出液の中和

によつて著しく清澄になつた。濃度 24%の アルカリ液を抽出液に作用する

ことによつて良い結果が得られたが, この量は渉離脂肪酸の中和のために必

要なアルカリ量に対して,余分に 18～22%加えたものである。

抽出液の中和によつて形成された石鹸は, 若千のビタミンAを吸著する

が, これは石鹸をディフロールエタンで溶解することによつて,容易に抽出

される。中科して渾過された抽出液からディフロールエタンは真空で除去さ

れる。

この方法で得られた油は種々の量のビタミンAを含有し, これは最初の

圧搾肝臓における含有度又は附加した肝油等の量によつて左右される。(l gr

中 13,000～100,000国 際単位である)

油の酸価は中不口なしに得られた抽出液の油では 80～ 126であつたが,中和

した場合はすべて 3～5であつた。同様に油の有機的な品質は著しく良好で

あつた。異臭もなく,油は可動性で透甥であつたo
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ビタミンAの収量は 70～90%であつた。抽出液の油を精製することで得

られたごタミンAの濃度は,保管中変化しなかつた。 酸化防止却Iを合んで

いる大豆油 (ソ エボエ油)を圧搾肝臓に抽出中加えたが, この場合, ビタミ

ンAが最もよく保存される事が判明した。

圧搾肝臓から油及びビタミンAを抽出した後に,圧搾肝臓の重量の 40～

50%の量の肝臓の固形分が残る。この残物は蛋白の濃縮したもので,飼料用

ミールに使用される。この生成物の組織は蛋白 79～85%,油 1～3%,水分

10～14%,鉱物質 2～3%でぁつて,その他にビ雰ミン Bl及び B2が l gr

中 lγタビタミンB12が l gr中 に 2.6γ 含まれている。

このように医薬剤―― カムポロン・エム 。ジェ濃縮ビタミンA及び 飼料

ミールの3種の生産物を得るために,鯨の肝臓を綜合的に利用することが出

来る。

(8)鯨の内分泌腺及び皓髄の利用

膵     臓

鯨の膵臓は「基体」と称する腺と, 3の胚葉―-1は肝臓, 2は十二指腸

――に分けられる。

鯨では,陸上動物と同様に膵臓は内分泌と外分泌の二重の機能を有し,ホ
ルモン (イ ンシュリン等)及び膵液と称する消化液を分泌する。

鯨の膵臓の重量は,他の動物の膵臓の重量と比較して甚だ大である。南氷

洋産鯨によつて観察された所によれば, シロナガス鯨の膵 臓の平均重量は

42 kg,ナガス鯨では 33。5 kg,ザ トウ鯨では 35 kg, マッコウ鯨では 16kg

であつた。

各種鯨 (ナ ガス鯨,シ ロナガス鯨。ザ トウ鯨,マ ツヨウ鯨)の膵臓の化学

組成は次の通 りである。水分は 56.5～82%,油分 0,75～26%,ノ蛋白 10～

20%,灰分 0。80～1.8%で あつた。膵臓の油分の合有量ンロナガス鯨 (3.74

～25。7%)及びナガス鯨 (3。 28～25%)はず トウ鯨 (0,75～6.51%)及び マッ

コウ鯨 (2.91～8.54%)ょ りも遥かに多かつた。 マッヨウ鯨の膵臓は蛋白合

右量は低く (13.5%以下)水分が多い。(82%以 下)

捕殺後数時間経過したものから採取されたナガス鯨,ン ロナガス鯨及びマ

ッコウ鯨の膵臓の研究で, 鯨の膵臓は極めて 多量のインッュリン (l kg中

500～ 1200国際単位)を合んでいることが判明した。インシュリンは冷蔵庫

に 5～6ヶ 月間保存されていた 330 kgの冷凍膵肢から工場の条件において
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製造されたインシュリンの ll又 量は l kgの腺から約 1,000国 際単位で あつ

た。インシュリンの洗漆の際の流失は約 40%でおつた。

インッュリンの採取は,一般に通用している方法で行われた。細分された

1泉は,味を加えたアルコールで抽出され,抽出物から沈澱した蛋白を除き真

空で煮沸して,ア ルコールを分離した。得られたインシュリンの水溶液は油

を分離し,その後, これよりPHを確めながら,硫酸アムモニア塩でインッ

ュリンを分離した。インシュリンの爽雑物を除き, これによつて合量が mg

中 14国際単位になつた。インシュリンの1部は結晶状でも得られた。

海上生産の条件で,膵臓の調理を容易にするために,冷凍以外の方法で硫

酸ナ トリウム塩で酸を加え,水分を除いて特に塩蔵する試験を行つた。試験

の結果,褐砕れた膵臓は PH約 5.0ま で酸を加え,且重量の 25%の塩を加

え,温度約 0° で 5～6ケ 月貯戚した後でも,完全な膵臓を冷凍して冷蔵庫に

貯蔵した場合と同量のインシュリンが含まれていた。より以上に酸を加えた

腺ではインシュリンの収量は減少した。

鯨の膵臓は,すべてがインシュリンの生成に利用されないので,膵臓l泉か

ら皮革の柔軟剤を生成することについての実験が色々と行われた。実験の結

果,柔軟剤の生成のために予定された膵臓は予め 25～30時間 (鯨 の捕殺後

の経過時間)温暖に保持しなければならない。温暖に保存した後に,新鮮な

腺は真空で温度 60° 以下で乾燥され,叉はアセ トン加工方法で脱水される。

叉,腺の貯蔵は, 食塩や冷凍で可能である。 即ち腺の塩蔵は 0° 近 くの温

度で,叉凍結吊1は -10° より高 くない温度で貯蔵しなければならない。

膵蔵の活動性又は膵臓から得られた製剤,皮革の柔軟剤の活動性は沈澱に

よつて粥らかにされるトリプシンが,その中に含まれていることによる。

種々の方法で得られた柔軟剤の活素の平均生産量は第 11表に示した通 り

である。

第 ■ 表

柔 軟 剤 の 製 法 新鮮な腺の重量に対する収量
°
/ο

アセ トンにより脱水された冷凍腺

真空で乾燥された冷凍腺

新鮮な腺の塩蔵 (5打 月間塩蔵で貯蔵され
たもの)

17

27

０

　

５

85.0

柔軟却1の見本の貯蔵に関する観察によつて,真空乾燥された腺, アセ トン
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で加工された腺より得られた柔軟斉1は , 1年半の間効力が失われないことが
示された。

塩蔵した腺は温度約 0° で, よく貯蔵され, 最初の数ケ月間は,貯蔵によ
つて,かえつて捨の効力が増大した。

副    腎

鯨の副腎は, 1対の腺よりなり腎臓と直接関係がなく脊椎骨に固着してい
る。副腎の重量は特に 1,700 grも ある場合があるが,普通遥かにこれより

低い。冨廿腎の平均重量はナガス鯨では 425 gr, シロナガス鯨では 600 gr,

マッョウ鯨では 330 grで ぁつた。

鯨 (ナ ガス鯨,シ ロナガス鯨,マ ッコウ鯨)の副腎の平均化学組成は次の

通 りである。水分 72.7～7960%,油分 3.0～7,4%,蛋白 15.8～17.8%,灰分
1.2～ 1。4%,

副腎は 2の層から成つている。 (1)髄質, これは血圧を高めるホルモンー
アドレナリンを分泌する。(2)皮質は各種の化学構造の約 30の物質を分泌し
1部はステリン型の構造で生理的活動を有し,器官において鉱物質と炭水化
牛グガの交換の調節作用を行 う。屠殺された家畜の副腎の皮質より,特別の治療
剤 (コ ルチン)が生成されるが, これはステロィド状の特長を有する混合物
質である。同様の製剤が全ソ水産研究所及びヴェ・イ・ェ・ェ (全 ソ酵素抽
出研究所)の所員によつて,ナ ガス鯨,ン ロナガス鯨及びマッコウ鯨の冷凍
冨」腎から生成された。

褐砕れた冨1腎をアセ トンで抽出した。抽出液からアセ トンを分離し,残 り
をエーテルで脱脂し,その後ディフロールエタンで「 コルチン」をそれから

抽出した。ディフロールニタンを分離した後,残港「 コルチン」は爽雑物を
除 くために, アルコール又はエーテルで精製した。溶媒の除去は,すべての

場合真空に始いて行われた。生成品は油状を呈し,生理的食塩水に小量のエ

チールアルョールが加えられておれば, よく溶解する。最も効力のある「 コ

ルチン」は,マ ッコウ鯨の副腎から得られたもので,最 も効力の薄いのは,

シロナガス鯨の副腎によるものである。

皓     髄

鯨の脳髄は,その構造において地上の哺乳類と非常によく似ている。鯨体
の全重量に対する脳随の重量の比率は,ス レプツォーフによれば,ッ ロナガ
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ス鯨では 1:14615,ナ ガス鯨では 1:9090,ヤ ッコウ鯨では 1:9231で ある。

脳髄の平均重量は,ン ロナガス鯨では 5.3 kg,ナ ガス鯨では 6.6 kg, マ

ッコゥ鯨では 7.8 kg,ザ トゥ鯨では ■9 kgである。

脳髄の組成の特殊性は,比較的多量に リポイ ドが存在することで, コレス

テ リン,ホ スホテッド (レ ツチン,ケ ファリン,ス フンゴミエ リン)及びセ

ルブ リンッドもこれに属する。 鯨の脳髄の化学組成 (平均値)は第 12表に

示した通 りである。

鯨の脳髄の組成から判断するに,その最も合理的な利用は, コレステ リソ

及び レンチンを採取することである。

鯨の脳髄からのコレステ リソ及びレツチンは屠殺された家畜の脳の加工と

同様な方法で生成された。

褐砕いた脳を約 80° の温度で,残 りの水分が約 5%に なるまで乾燥した。

乾燥した脳髄は ヨレスチンを溶出するためにアセ トンをもつて抽出した。溶

媒アセ トンを除いた後,油及び若千の他の混合物 と共に コレステ リンを含有

する残物を,ア ルカ リ性のアルコール液で洗深し,抽出された結晶性のコレ

ステ リンを分離 した。アルコール中で結晶するが,同時に活性沢素をもつて

脱色を行つた。

第 12表

合 右
ユ
二巴

鯨   種

脳 髄 の

分

蛋 白 質

25×6

油

分水 分灰
部

大脳半球

小  脳

大脳半球

′
Jヽ   月肖

大脳半球

78.78

77.21

78.36

78.73

77.45

9,81

12.01

9.94

12.21

10,06

2.79

2.82

2.12

2.86

2.48

9.98

8.47

9.62

7.77

10.55

∠V 一一

阿

ス

フ

レ

リ
コ
テ

レ

チ

シ

ン

ナ ガ ス 鯨 1.43

1,72

1.42

1.33

1.59

4.16

シ ロナガス鯨 5.63

ザ ト ウ 鯨

脳髄の残 りは, レツチンを抽出するため,熱いアルコールで精製された。

アルコールは真空で4のエキスから除去し,そ の残物にはレツチンがエーテ

ル溶解性物質に混合しているので, これよリレツチンを分離するためエーテ

ルを以つて精製した。

鯨の脳髄から得られた原料レンチンは 2.7～3.4%の燐を合んでいた。
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試験の結果,鯨の脳随は塩蔵で貯蔵され,冷去「することなしに,高気温の

ままで運搬船で運搬しても,加工上文
~障

がないことが判明した。鯨の塩蔵脳
からは,高級コレステ リン及び特殊なレツチンが多量に得られる。

船 下 垂 体

鯨の脳下垂体は 2つの部分からなる,即ち前葉と後葉で地上の生物の脳下
垂体で見られるような中葉は欠けている。後葉は分離していて,全脳下垂体
の重量の5%でぁる。

鯨の脳下垂体の前葉の重量は 70 grに 達するものがあるが,平均では遥か
に低く, ナガス鯨では 18.8 gr, ンロナガス鯨では 21,2 gr, マッコウ鯨で
は 16.8 grで ぁる。

鯨の脳下垂体は油分約 1,9%,水分 77。9%,蛋白質 17.0%,灰分 1.4%
である。

副腎皮質刺戟ホルモン (ア・ ヵ oテ・グ),甲状腺刺戟ホルモン,催乳ホル
モン,生長ホルモン4の他多数のホルモンが脳下垂体から分離出来る。最も
興味あるものは,副腎皮質刺戟ホルモン (ァ・ヵ oテ eゲ )で , これは医薬
特に リュウマス性関節炎の治療に非常に重要なものとなつた。

副腎皮質刺戟ホルモンは,全 ソ水産研究所及びヴェ・イ 。工・ェ (全 ソ酵
素研究所)の所員によつて, 1ケ 年間冷凍貯蔵された鯨の脳下垂体前葉から
生成された。

このホルモンを得るために褐砕かれた前葉を酸性のアセ トンで処理し, ア
セ トン抽出物から,強 アセ トンによつて半加工品を沈澱させ,(こ れには,

ア・力 。テ 。ゲ,催乳ホルモン,その他若干の蛋白質を含まれている)こ の

沈澱物から該ホルモンを分離した。木加工のア・力・テ・ゲ (副腎皮質刺戟
ホルモン)は再沈澱と涼過分析の方法で不純物を除き,純粋にした後に,ア
セ トンで乾燥した製品を得た。

脳下垂体 l kgか ら副腎皮質刺戟ホルモンの製剤の収量は,2,3 grで ぁっ
た。鯨の脳下垂体から得た副腎皮質刺戟ホルモンの効力は屠殺の家畜の脳下
垂体から得られたものと比較して遜色がなかつた。
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